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基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

①自治基本条例の適正な運用【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 1 ①公共施設等総合管理計画の策定及び固定資産台帳整備の実施【財務Ｇ】 総務G 1 4

②自治基本条例に基づく青少年等の町民参加のまちづくりの推進【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 1 ②文書管理体制の整備【総務Ｇ】 総務G 1 4

③自治基本条例に基づく協働のまちづくりの推進【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 1 ③電子申請、イベント等の予約システムの整備【総務Ｇ】 総務G 1 4

①くらし安全まちづくり条例に基づいた実践活動の支援充実【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 1 ④庁舎改築検討【総務Ｇ】 総務G 1 4

②まちづくり団体による活動促進【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 1 ⑤電算システムの管理運営、次期システム更新の対応【総務Ｇ】 総務G 1 4

③まちづくり活動への反映を意識した研修の実施【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 1 1-2
⑶総合計画の管理、行政評価
の推進

①行政評価を含めた総合計画の進行管理の実施【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 4

①コミュニティ組織や人材の育成と組織の活動支援【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 1 1-2
⑷美幌版総合戦略の着実な推
進

①美幌版総合戦略の随時見直しによる効果的な実施【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 5

②コミュニティ施設への支援【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 1 ①第２次財政運営計画の着実な実行【財務Ｇ】 財務G 1 5

③地域サポーターの利活用によるコミュニティ活動支援【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 1 ②財政基盤の強化と効率的な財政運営【財務Ｇ】 まちづくりG 1 5

1-1
(4)地域活力の基盤となる集会
室の整備【まちづくりＧ】

まちづくりG 1 2 ③過疎地域自立促進市町村計画に基づく過疎対策事業の推進【財務Ｇ】 財務G 1 5

①広報誌の充実【総務Ｇ】 総務G 1 2 1-2 ⑹行政改革の推進 ①行政改革実施計画の推進及び行政改革大綱の策定【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 5

②美幌町ホームページの充実【総務Ｇ】 総務G 1 2 ①危機管理意識の向上【総務Ｇ】 総務G 1 5

③情報提供の多様化に向けた取り組み【総務Ｇ】 総務G 1 2 ②危機管理対応マニュアルの作成【総務Ｇ】 総務G 1 5

④まち育出前講座の充実【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 2 ①サイバー攻撃に対する対応【総務Ｇ】 総務G 1 6

①町民からの相談体制の充実【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 2 ②職員の情報に対する意識向上【総務Ｇ】 総務G 1 6

②町民との意見交換の機会充実【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 2 ①定住自立圏構想の研究【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 6

1-1 ⑺情報公開の推進 ①積極的な情報公開の推進【総務Ｇ】 総務G 1 2 ②広域連携事務事業の更なる推進【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 6

1-1 ⑻人権を尊重したまちづくり ①人権擁護の啓発【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 2 ①国際交流に関わるボランティア登録の充実【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 7

①男女共同参画についての理解促進【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 3 ②友好姉妹都市を中心とした、地域間交流活動の充実【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 7

②各種委員会等への女性登用【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 3 1-3 ⑵国内交流の推進 ①観光･物産交流の推進【商工観光Ｇ】 商工観光G 1 7

③セクシュアルハラスメントやドメスティックバイオレンス（ＤＶ）の防止に向けた広報及び相談の
充実【まちづくりＧ】

まちづくりG 1 3 1-3 ⑶移住･定住の推進 ①移住･定住受け入れ体制の推進【商工観光Ｇ】 まちづくりG 1 7

①美幌駐屯地の充実整備に向けた陳情・要望活動の推進【総務Ｇ】 総務G 1 3 ①通学路等における交通安全対策【建設Ｇ】 建設G 1 8

②主力部隊の６普連、１０１特科の充実整備【総務Ｇ】 総務G 1 3 ②危険箇所の交通安全対策【建設Ｇ】 建設G 1 8

③保養施設の誘致【総務Ｇ】 総務G 1 3 ③冬道の安全対策【建設Ｇ】 建設G 1 8

④新部隊配置に向け、具体的提案型陳情の展開【総務Ｇ】 総務G 1 3 ①交通安全啓発活動の充実【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 8

1-1
⑾自衛隊美幌駐屯部隊におけ
る防災対応と連動した体制の
確立

①美幌駐屯地との連絡体制の充実強化【総務Ｇ】 総務G 1 3 ②交通安全学習機会の充実【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 8

1-1
⑿自衛隊美幌駐屯部隊と地域
住民との更なる一体感の醸成

①自衛隊協力諸団体との連携【総務Ｇ】 総務G 1 3 ③高齢者の交通安全対策の推進【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 8

①権限移譲を考慮した機構改革及び定員配置【総務Ｇ】 総務G 1 4 ④交通安全指導体制の強化【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 8

②職員の能力向上と能力、実績を重視した人事管理の推進【総務Ｇ】 総務G 1 4 1-4 ⑶防犯対策の推進 ①防犯・暴追など各活動推進【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 8

1-1
⑽自衛隊美幌駐屯部隊の充
実整備

1-2 ⑴行政組織の活性化

1-1 ⑸広報の充実

1-1 ⑹広聴の充実

1-1 ⑼男女共同参画社会の推進

施策

1-1 (3)コミュニティ活動の促進

施策

1-1 ⑴町民主権による自治の推進

1-1 ⑵まちづくり活動の促進

1-2
⑵行政運営、行政サービスの
効率化

1-2 ⑸健全な財政運営の推進

1-3 ⑴国際交流の推進

⑵交通安全活動の推進

⑴交通安全施設の整備1-4

1-4

1-2 ⑺危機管理体制の充実

1-2 ⑻情報セキュリティの強化

1-2 ⑼広域行政の推進
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基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

施策施策

1-4 ⑶防犯対策の推進 ②防犯に関する注意喚起【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 8 ①消防団員の確保【広域組合】 消防本部G 1 14

1-4 ⑷犯罪を防ぐ環境整備 ①夜間における防犯対策【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 9 ②消防団安全装備品の計画的整備【広域組合】 消防本部G 1 14

1-5
⑴総合的な公共交通体系の構
築

①交通網形成における協議・検討【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 10 1-8 ⑷救急体制の強化 ①救急車両・資機材の更新整備【広域組合】 消防本部G 1 14

①鉄道利用の促進【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 10 1-8
⑸救命に関する技術や知識の
普及

①普通救命講習およびＡＥＤ講習会の推進【広域組合】 消防本部G 1 14

②ＪＲ石北本線の路線及び安全確保と利便性向上への要望【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 10 1-8 ⑹消防施設の整備 ①消防庁舎耐震化の推進【広域組合】 消防本部G 1 14

①バス路線の利便性の向上と利用促進【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 10

（ワンコインバスなど住民の足の確保充実）【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 10

②混乗スクールバスの効率的運用【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 10

1-5 ⑷乗合タクシーの利用促進 ①乗合タクシーの利便性の向上と利用促進【まちづくりＧ】 まちづくりG 1 10

①航空路線の拡充と運賃是正の要望【商工観光Ｇ】 商工観光G 1 11

②空港アクセスの充実【商工観光Ｇ】 商工観光G 1 11

③国際チャーター便の拡大要請【商工観光Ｇ】 商工観光G 1 11

1-6 ⑴情報化の基盤整備 ①光ファイバー網の整備促進【総務Ｇ】 総務G 1 12

①高度情報処理の推進【総務Ｇ】 総務G 1 12

②情報化による住民利便性の向上（ＳＮＳを利用した情報発信）【総務Ｇ】 総務G 1 12

③公衆無線ＬＡＮの整備充実【総務Ｇ】 総務G 1 12

①地域防災計画及び国民保護計画に基づく対策強化【総務Ｇ】 総務G 1 13

②備品の整備や訓練による防災意識の向上、体制の強化【総務Ｇ】 総務G 1 13

（地域と連携した様々な災害減災訓練の実施）【総務Ｇ】 総務G 1 13

（公的備蓄の着実な推進）【総務Ｇ】 総務G 1 13

③関係団体との連携や防災協定の推進【総務Ｇ】 総務G 1 13

④災害時における避難者支援体制の強化【総務Ｇ】 総務G 1 13

①防災リーダーの養成【まちづくりＧ】 総務G 1 13

②自主防災組織の活動推進【まちづくりＧ】 総務G 1 13

①消防車両・救助資機材の更新整備【広域組合】 消防本部G 1 14

②災害活動用職員貸与品の更新【広域組合】 消防本部G 1 14

③デジタル無線設備の更新等維持管理【広域組合】 消防本部G 1 14

①住宅用火災警報器の設置促進と維持管理の指導【広域組合】 消防本部G 1 14

②消防関係団体との連携による啓発活動の充実【広域組合】 消防本部G 1 14

1-8 ⑴常備消防体制の充実

1-8 ⑵火災予防広報活動の推進

1-6 ⑵情報通信の活用推進

1-7 ⑴防災体制の充実、強化

1-7 ⑵自助的活動の促進

1-5 ⑵鉄道の充実・確保

1-5 ⑶バス路線の充実

1-5 ⑸女満別空港の利便性向上

⑶消防団の充実1-8



目 次

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

①地域福祉を推進する体制づくり【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 15 ①福祉サービスの提供体制の充実【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 19

②社会福祉協議会の活動充実と支援【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 15 ②障がい者の家族・支援団体等のニーズ把握【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 19

③ボランティアセンターの充実と支援【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 15 ①障がい者の生活・訓練施設の整備促進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 19

①成年後見実施機関の運営と市民後見人の養成【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 15 ②子ども発達支援センターの充実【児童支援Ｇ】 児童支援G 2 19

②日常生活自立支援事業の推進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 15 ①就労機会の確保【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 20

①相談支援体制の充実【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 15 （障がい者への働く場の支援）【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 20

②生活困窮者に対する生活保障と自立の助長【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 15 ①障がい者虐待防止【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 20

①高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の推進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 16 ②成年後見制度の普及啓発、市民後見の推進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 20

②高齢者虐待防止及び早期発見のための体制の整備【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 16 ①子ども・子育て支援事業の推進【児童支援Ｇ】 児童支援G 2 21

③緊急通報装置の整備による高齢者等の安心の確保【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 16 ②子育て世代への支援【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 21

④地域における見守り体制の充実【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 16 ①育児に関する相談体制の充実【児童支援Ｇ】 児童支援G 2 21

⑤認知症高齢者対策の推進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 16 ②子育てサポートボランティアの人材養成【児童支援Ｇ】 児童支援G 2 21

①健康づくり・疾病予防の推進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 16 ③児童虐待の早期発見と速やかな保護をはかる相談体制の充実【児童支援Ｇ】 児童支援G 2 21

②認知症に対する支援体制の整備【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 16 ④虐待防止支援体制の充実【児童支援Ｇ】 児童支援G 2 21

③生活支援サービスの基盤整備の推進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 16 ①特別保育を含めた保育園(所)の充実【児童支援Ｇ】 児童支援G 2 22

④生活環境の整備【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 16 ②保育料軽減など子育て世代への支援【児童支援Ｇ】 児童支援G 2 22

⑤災害時における避難支援【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 16 ③０歳児保育・休日保育の推進【児童支援Ｇ】 児童支援G 2 22

2-2 ⑶権利擁護事業※の促進 ①成年後見制度の普及啓発、市民後見の推進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 17 ①学童保育所の充実【児童支援Ｇ】 児童支援G 2 22

2-2
⑷地域包括支援センター※の
機能充実

①機能の充実と適正運営【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 17 ②児童センターの充実【児童支援Ｇ】 児童支援G 2 22

①小規模多機能型居宅介護施設等の整備【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 17 ①ひとり親家庭への相談体制の充実【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 22

②高齢者のニーズに合った多様な住まいや施設の確保【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 17 ②母子家庭への就労支援【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 22

①高齢者の就労に対する支援【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 18 ①妊婦健診や乳幼児健診等による母子保健の推進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 23

②生涯学習、文化・スポーツ活動機会の充実【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 18 ②経済的支援の充実【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 23

③社会活動参加の促進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 18 2-4 ⑺家庭における食育 ①健全な食生活の推進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 23

（高齢世代の居場所、出番の創出）【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 18 2-5 ⑴総合的な保健体制の充実 ①健康づくりの推進や保健医療体制の整備充実【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 24

④高齢者の学習と活動機会の充実【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 18
①生活習慣病予防のための各種健（検）診等の実施と生活改善に向けた保健指導の実施【保健
福祉Ｇ】

保健福祉G 2 24

2-2 ⑺介護保険事業の安定化 ①介護保険事業の安定と健全化【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 18 ②総合的で連携を強化した地域保健、学校保健、職域保健の推進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 24

①障がい者計画及び障がい福祉計画の推進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 19 ③予防接種による感染症予防【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 24

②障がい者に関する相談、指導の充実【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 19 2-5 ⑶介護予防の推進
①生活習慣病や認知症を予防する生活の理解と自ら健康づくりに取り組める環境の整備等【保
健福祉Ｇ】

保健福祉G 2 25

2-2 ⑵自立生活の支援

施策 施策

2-1 ⑴地域福祉活動の推進

2-1
⑵利用者の視点に立った福祉
サービスの提供

2-1 ⑶低所得者への自立の支援

2-2 ⑴高齢社会への対応

2-3 ⑵障がい者の自立生活の支援

2-3 ⑶障がい者福祉施設の整備

2-3
⑴障がい者福祉の推進体制の
充実

2-5 ⑵保健予防、保健指導の推進

2-4 ⑷学童保育の充実

2-3
⑷障がい者の社会参加、生き
がい活動の促進

2-3 ⑸権利擁護事業の促進

2-4 ⑴次世代育成支援

2-4
⑵子育てに関する相談・指導
の充実

2-4 ⑶保育園(所)の充実

2-4 ⑸ひとり親福祉の充実

2-4 ⑹母子保健の推進

2-2 ⑸高齢者福祉施設の整備

2-2
⑹高齢者の社会参加、生きが
い活動の促進



目 次

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

施策 施策

2-5
⑷介護予防マネジメント体制※
の確立

①介護予防ケアプランの作成【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 25 2-7 ⑻火葬場施設整備事業 ①火葬炉及び付帯設備の整備【広域組合】 消防本部G 2 28

①ヘルスリーダーの養成、育成及び活動の推進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 25 ①分別の徹底に向けた取組と効率的な収集の実施【環境生活Ｇ】 環境生活G 2 29

②地域における健康づくりの推進【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 25 ②ごみ処理施設の適正な維持管理【環境生活Ｇ】 環境生活G 2 29

（健康づくりの総合的、計画的推進）【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 25 2-8
⑵ごみの減量化とリサイクルの
推進

①ごみの減量化とリサイクルの推進【環境生活Ｇ】 環境生活G 2 29

③質の高い健康運動指導体制の充実【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 25 2-9 ⑴国民健康保険事業の推進 ①国民健康保険事業の健全な運営と適正な課税及び収納【環境生活Ｇ】 環境生活G 2 30

④保健福祉総合センターの施設整備及び充実【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 25 2-9 ⑵高齢者医療制度の推進 ①後期高齢者医療保険制度の推進【環境生活Ｇ】 環境生活G 2 30

①固定医師の確保【国保病院】 国保病院 2 26

②新たな診療科の検討【国保病院】 国保病院 2 26

③施設・設備や医療機器の充実【国保病院】 国保病院 2 26

（国保病院の医療提供体制、医療機器の充実）【国保病院】 国保病院 2 26

④医療従事者等の育成確保【国保病院】 国保病院 2 26

⑤新たな収支改善対策の推進【国保病院】 国保病院 2 26

⑥病床機能の見直し検討【国保病院】 国保病院 2 26

①地域包括ケアの推進【国保病院】 国保病院 2 27

（地域包括ケアシステムの確立）【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 27

①病診・病病連携強化【国保病院】 国保病院 2 27

（病病、病診等地域医療連携の推進）【国保病院】 国保病院 2 27

2-6 ⑷救急医療体制の充実 ①国保病院における救急医療体制の充実【国保病院】 国保病院 2 27

2-6
⑸医療従事者等の確保対策の
推進【保健福祉Ｇ】

保健福祉G 2 27

2-6
⑹医療、保健、介護、福祉ネッ
トワークの確立【保健福祉Ｇ】

保健福祉G 2 27

2-7
⑴環境共生に向けた総合的な
取り組み

①地球温暖化防止に向けた取り組みの推奨【環境生活Ｇ】 環境生活G 2 28

2-7 ⑵自然環境の保護 ①自然環境保護に対する地域による取組への支援【環境生活Ｇ】 環境生活G 2 28

2-7 ⑶公害の防止
①関係機関との連携による巡視活動の強化と公害に関する企業の危機管理意識の醸成促進
【環境生活Ｇ】

環境生活G 2 28

2-7 ⑷環境美化活動の推進 ①地域における清掃活動【環境生活Ｇ】 環境生活G 2 28

2-7 ⑸不法投棄対策の推進 ①不法投棄の未然防止と早期発見対策【環境生活Ｇ】 環境生活G 2 28

①花による景観づくりの推進【環境生活Ｇ】 環境生活G 2 28

②緑の保全、回復及び緑化推進の取り組み【環境生活Ｇ】 環境生活G 2 28

③緑化推進活動の取り組み【環境生活Ｇ】 環境生活G 2 28

2-7 ⑺霊園の維持管理 ①利用状況に応じた霊園の整備【環境生活Ｇ】 環境生活G 2 28

2-6 ⑶広域医療体制の充実

2-5 ⑸健康づくりの推進

2-6 ⑴国民健康保険病院の充実

2-6
⑵保健・医療・介護・福祉との
連携強化

2-7
⑹花や緑による景観の向上及
び緑化の推進

2-8
⑴ごみ処理体制の充実



目 次

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

①企業誘致につながる情報収集の強化【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 31 3-2 ⑶新たな農業の展開 ④親子や子ども等への農業体験の推進【農政Ｇ】【耕地林務Ｇ】 農政G 3 34

②町の資源や特性を活かせる企業の誘致【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 31 ①地場産農産物の消費推進【農政Ｇ】 農政G 3 35

①経営相談及び指導の強化【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 31 ②クリーン農業の推進【農政Ｇ】 農政G 3 35

②助成制度等における地元企業への優先発注【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 31 ①乳用牛の検定の推進と生産振興【農政Ｇ】 農政G 3 35

①技術（資格）の取得支援による雇用の促進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 31 ②酪農ヘルパーの利用促進【農政Ｇ】 農政G 3 35

②離職時期における就労機会の提供の推進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 31 ③公共牧場利用の促進【農政Ｇ】 農政G 3 35

③勤労者福祉の向上の推進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 31 ④家畜防疫衛生対策の推進【農政Ｇ】 農政G 3 35

3-1
⑷（人材）登録制度※による雇
用促進支援

①世代別・分野別などの「人材の登録制度」によるスムーズな雇用促進支援【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 31 ⑤肉用牛の生産振興【農政Ｇ】 農政G 3 35

①販路拡大に係る支援･強化【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 32 3-2 ⑹農業地域の土地利用 ①生産基盤の整備【農政Ｇ】 農政G 3 35

②新規起業者に対する支援制度の充実【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 32 ①畑総事業等による土地基盤整備事業の推進【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 36

③第１次産業と他産業との連携促進支援【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 32 ②多面的機能支払事業の推進【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 37

3-1
⑹地域資源を活用し、若者の
雇用の場を創出【商工観光Ｇ】

商工観光G 3 32 ③農地保全の推進【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 37

①一般農作物原・採種圃設置の推進【農政Ｇ】 農政G 3 33 ④国営かんがい排水事業の推進【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 37

②農村地区環境保全対策事業の推進【農政Ｇ】 農政G 3 33 （国営網走川中央地区調査事業の推進）【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 37

③農業生産活動環境対策事業の推進【農政Ｇ】 農政G 3 33 3-2
⑻環境共生に向けた総合的な
取り組み

①営農用水確保のための調査、研究【耕地林務Ｇ】 農政G 3 37

④農作物への食害防止対策【農政Ｇ】 農政G 3 33 ①森林環境保全整備【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 38

①担い手対策及び花嫁対策の推進【農政Ｇ】 農政G 3 33 ②計画的な町有林造成【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 38

②農地流動化対策の推進【農政Ｇ】 農政G 3 33 ③野鼠駆除の実施【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 38

③コントラクター事業の推進【農政Ｇ】 農政G 3 33 ①森林認証林の拡大【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 38

④気象情報提供の推進【農政Ｇ】 農政G 3 33 ②FSCR森林認証取得等による地域材ブランド化【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 38

⑤農業経営に関する支援体制の充実【農政Ｇ】 農政G 3 33 （森林認証を基盤とした林業の活性化）【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 38

⑥農作業の共同化・農業機械の共同利用の推進【農政Ｇ】 農政G 3 34 ③CoC認証取得の推進【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 38

⑦法人化の推進【農政Ｇ】 農政G 3 34
①林業グループの育成・組織強化及び青年林業士を活用した林業後継者の育成強化【耕地林
務Ｇ】

耕地林務G 3 38

⑧新規就農者支援の推進【農政Ｇ】 農政G 3 34 ②林産物加工施設整備【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 38

（農業後継者への支援）【農政Ｇ】 農政G 3 34 ①未来を拓く森林づくり事業の推進【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 38

⑨家族経営協定の推進【農政Ｇ】 農政G 3 34 ②木とふれあう場所の整備【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 38

①みらい農業センターによる新規農作物の実証試験【農政Ｇ】 農政G 3 34 3-3 ⑸木質バイオマスの普及促進 ①木質の利活用推進【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 38

②ＩＴロボットの推進【農政Ｇ】 農政G 3 34 ①ソーラー資源の活用【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 39

③６次産業化の推進【農政Ｇ】 農政G 3 34 ②新エネルギーの導入促進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 39

施策 施策

3-3 ⑵付加価値の向上

3-1
⑸起業や新たな事業化、販路
拡大の促進

3-2 ⑴農業生産環境の保全・整備

3-2 ⑷食の安全・安心対策の推進

3-2 ⑸畜産の振興

3-2 ⑺生産基盤の保全・整備

3-1 ⑴企業誘致の推進

3-2
⑵担い手の育成確保と生産性
の向上

3-2 ⑶新たな農業の展開

3-1 ⑵地元企業の育成

3-1 ⑶雇用、労働対策の推進

3-3 ⑴森林の整備

3-3
⑶経営の近代化・効率化の推
進

3-3 ⑷森林の有効活用

3-4
⑴環境共生に向けた総合的な
取り組み
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基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

施策 施策

3-4
⑴環境共生に向けた総合的な
取り組み

③新エネルギーに関する環境教育及び普及啓発【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 39 ③国際化に対応した観光案内の充実【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 44

①中小企業融資･助成制度の充実【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 40 ④宿泊施設の誘致【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 44

②経営相談･指導の強化【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 40 ⑤滞在型観光の推進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 44

③既存企業の振興促進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 40 3-6 ⑷観光イベントの魅力向上 ①観光イベントの充実【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 44

（店舗リフォーム、起業家支援の創設）【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 40 ①研究機関、大学等との連携による開発支援【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 45

①空き店舗の活用促進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 41 ②地域資源活用型特産品開発への支援強化【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 45

②商店街の景観形成の整備推進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 41 ①地場産品等の販路拡大【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 45

③にぎわいの駅整備に関する調査･検討【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 41 ②物産展･物産関連イベントの参加促進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 45

④賑わい、集客施設などハード整備の推進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 41 ③地域特産品の認知度の向上【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 45

⑤スマッピーカード、町内消費拡大事業支援【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 41 ①消費生活相談体制の充実・強化【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 46

⑥商店の情報発信の推進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 41 ②若年層に対する啓発・教育の強化【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 46

⑦宅配移動便利サービスの充実【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 41 ③消費生活条例の制定に向けた調査、研究【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 46

⑧中心市街地活性化基本計画の検証及び事業の再検討【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 41

①経営相談･指導の強化【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 42

②研究活動の充実【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 42

③稲美工業用地利用促進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 42

④技術改善に対する支援整備促進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 42

①「美幌町観光振興革新戦略ビジョン（第２次美幌町観光振興計画）」の推進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 43

②観光に係る企業、団体との連携強化【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 43

③広域観光に対応する関係団体との連携強化【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 43

④観光振興のためのネットワークシステムの構築及び人材育成【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 43

①既存施設の利用促進【商工観光Ｇ】【農政Ｇ】【耕地林務Ｇ】 関係G 3 43

②美幌峠、美幌川などの観光資源の保全【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 43

③「道の駅」などの集客及び情報発信施設建設の検討【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 43

④既存施設における計画的修繕の実施及び有効利活用【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 43

⑤観光資源の点から線、面への展開推進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 43

⑥美幌ＩＣ周辺の情報休憩施設の整備【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 43

①観光情報システムの推進【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 44

②観光ホスピタリティ（おもてなしの心）の向上【商工観光Ｇ】 商工観光G 3 44

3-5
⑴経営基盤の強化、経営の近
代化

3-5 ⑵商店街の魅力向上

3-6
⑶観光情報の提供、サービス
の向上

3-7 ⑴地域特産品の開発・育成

3-7 ⑵地域特産品のＰＲ・販売

3-8 ⑴消費者の保護

3-6
⑵既存施設や観光資源の保
全、有効活用

3-6
⑶観光情報の提供、サービス
の向上

3-5 ⑶工業の振興

3-6
⑴総合的な推進体制、ビジョン
の確立



目 次

基本目標４-住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

①高規格幹線道路、地域高規格道路、一般国道の整備促進【建設Ｇ】 建設G 3 47 4-2 ⑸排雪活動 ①交差点の排雪の強化の検討【建設Ｇ】 建設G 3 50

（高規格道路の高野への延伸要請強化）【建設Ｇ】 建設G 3 47 ①国･道と連携した治水対策の推進【建設Ｇ】 建設G 3 51

②道道嘉多山美幌線改良整備促進【建設Ｇ】 建設G 3 47 ②内水排除用排水ポンプの維持管理【建設Ｇ】 建設G 3 51

③道道北見端野美幌線道路改良整備促進【建設Ｇ】 建設G 3 47 ③河川情報施設整備の拡充【建設Ｇ】 建設G 3 51

④国道・道道維持管理の充実【建設Ｇ】 建設G 3 47 ①親水性豊かな網走川河川整備の推進【建設Ｇ】 建設G 3 51

①町道770号道路の道道昇格【建設Ｇ】 建設G 3 48 ②駒生川河川改修事業の推進【建設Ｇ】 建設G 3 51

②町道整備計画（中期的計画）の策定【建設Ｇ】 建設G 3 48 ③河川の浚渫等【建設Ｇ】 建設G 3 51

③町道整備、維持補修、道路附帯施設、橋梁補修の計画及び橋梁長寿命化計画の見直し【建
設Ｇ】

建設G 3 48 ④国･道と連携した河川環境の保全の推進【建設Ｇ】 建設G 3 51

④緊急輸送道路計画の策定【建設Ｇ】 建設G 3 48 ⑤国・道管理区間における河川整備計画と連携した河川整備の推進【建設Ｇ】 建設G 3 51

⑤街路景観の見直し【建設Ｇ】 建設G 3 48 ①自然災害等による山腹の復旧・砂防ダム等の設置【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 51

⑥交差点改良の検討【建設Ｇ】 建設G 3 48 ②災害未然防止のための状況調査等の継続【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 51

⑦賑わい道路など特色ある町道の整備推進【建設Ｇ】 建設G 3 48 ③危険箇所等への指導・対応方法の検討【耕地林務Ｇ】 耕地林務G 3 51

4-1
⑶国道、道道、町道等道路網
の整備、促進【建設Ｇ】

建設G 3 48 4-4 ⑴計画的な土地利用の推進 ①地籍の信頼性の確保【建設Ｇ】 建設G 3 52

①除雪計画と除雪体制の随時見直し【建設Ｇ】 建設G 3 49 4-4 ⑵適正な土地利用の確保 ①利用区分に応じた計画的な土地利用の推進【財務Ｇ】 財務G 3 52

②除雪車両の充実【建設Ｇ】 建設G 3 49 ①都市計画区域における土地利用の見直し策定【建設Ｇ】 建設G 3 52

③通学路や歩道除雪の効率化【建設Ｇ】 建設G 3 49 ②市街地における緑化及びバリアフリー化の推進【建設Ｇ】 建設G 3 52

④雪捨て場の環境整備【建設Ｇ】 建設G 3 49 ①市街地再開発可能性の調査検討【建設Ｇ】 建設G 3 52

⑤間口置き雪対策【建設Ｇ】 建設G 3 49 ②景観に調和したまちなみの整備【まちづくりＧ】 まちづくりG 3 52

（間口置き雪対策、農村部委託の拡大）【建設Ｇ】 建設G 3 49 4-4 ⑸市街地の保全 ①環境保全のためのまちなみの維持【建設Ｇ】 建設G 3 52

⑥除雪作業従事者の確保【建設Ｇ】 建設G 3 49 ①ユニバーサルデザインによる環境整備の普及・促進【建築Ｇ】 建築G 3 52

①除雪の支障となる路上駐車・放置車両の住民啓発【建設Ｇ】 建設G 3 49 ②わかりやすい案内看板等の設置【建設Ｇ】 建設G 3 52

②道路、歩道への雪出し対策【建設Ｇ】 建設G 3 49 ①網走川河川緑地整備計画の見直し【建設Ｇ】 建設G 3 53

①除雪情報の提供と協力【建設Ｇ】 建設G 3 49 ②公園施設の計画的な更新【建設Ｇ】 建設G 3 53

②ロードヒーティングに代わる低コスト融雪施設の検討【建設Ｇ】 建設G 3 49 ③地域の声を取り入れた公園引当地の活用【建設Ｇ】 建設G 3 53

①たすけあいチームによる除雪活動の継続支援【保健福祉Ｇ】 保健福祉G 2 50 ④公園の美化活動の推進【建設Ｇ】 建設G 3 53

（高齢化社会に対応した除排雪の強化）【建設Ｇ】 建設G 3 50 4-6 ⑴公営住宅の整備 ①長寿命化とライフサイクルコストの縮減【建築Ｇ】 建築G 3 54

②農村地区における住民参加による除雪体制の確立【建設Ｇ】 建設G 3 50 ①住宅の将来需要の予測【建築Ｇ】 建築G 3 54

③緊急対応による除雪体制の確立と連携【建設Ｇ】 建設G 3 50 ②住宅リフォーム制度の充実支援【建築Ｇ】 建築G 3 54

④除雪の協力と啓蒙活動【建設Ｇ】 建設G 3 50 4-6 ⑶空き家対策 ①空き家の実態把握【建築Ｇ】 まちづくりG 3 54

施策

4-2 ⑵降雪による事故防止

4-4
⑶市街地における土地利用の
推進

4-1 ⑴国道・道道の整備

4-1 ⑵町道の整備

4-2 ⑴除雪体制の充実

4-3 ⑴治水対策の推進

4-2 ⑶雪による交通安全対策

施策

4-3 ⑵河川整備

4-3 ⑶治山対策の推進

4-4 ⑷市街地の再整備

4-4
⑹誰もが利用しやすい施設・
設備づくり

4-5
⑴公園や緑地の整備、維持管
理

4-6 ⑵民間住宅･宅地整備の推進

4-2 ⑷除雪活動



目 次

基本目標４-住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

施策施策

②空き家所有者への指導・助言【建築Ｇ】 まちづくりG 3 54

③空き家及び廃屋解消に向けた対応【まちづくりＧ】 まちづくりG 3 54

①安定的な水道の供給【水道Ｇ】 水道G 3 55

②水源の管理対策【水道Ｇ】 水道G 3 55

③水源涵養林の維持管理【水道Ｇ】 水道G 3 55

①水道施設の計画的な更新【水道Ｇ】 水道G 3 55

②水道管路の計画的な整備【水道Ｇ】 水道G 3 55

③水道利用の普及啓蒙【水道Ｇ】 水道G 3 55

④水道未普及地域対策【水道Ｇ】 水道G 3 55

4-7 ⑶水道事業の推進 ①効率化等による経営改善【水道Ｇ】 水道G 3 55

①全体計画、事業計画の変更【建設Ｇ】 建設G 3 55

②下水終末処理場の運転管理【建設Ｇ】 建設G 3 55

③下水道施設の老朽化等に伴う改築・更新事業【建設Ｇ】 建設G 3 55

④異常気象に対応する処理の推進【建設Ｇ】 建設G 3 55

4-7 ⑸下水道事業の推進 ①下水道経営の健全化【建設Ｇ】 建設G 3 56

①個別排水処理施設整備計画に基づく計画的な整備【建設Ｇ】 建設G 3 56

②個別排水処理施設の適切な維持管理と経営健全化【建設Ｇ】 建設G 3 56

①下水汚泥の資源有効利用の研究の継続【建設Ｇ】 建設G 3 56

②し尿・合併浄化槽汚泥の受入の継続【建設Ｇ】 建設G 3 56

4-7 ⑷下水道事業の継続性の確保

4-7 ⑵水道の整備

4-7 ⑺汚泥処理の推進

4-6 ⑶空き家対策

4-7 ⑴水資源の確保

4-7
⑹合併処理浄化槽の設置促
進と維持管理

bihoroa034
テキスト ボックス



目 次

基本目標５-夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

施策の区分 担当G 担当部会
掲載
ページ

①就園に対する支援【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 57 ③図書館ボランティアの育成及び活動支援【図書館Ｇ】 図書館G 1 62

②教材、研修に対する支援【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 57 ④子どもの読書活動の推進、読書習慣の形成【図書館Ｇ】 図書館G 1 62

①学校施設や備品、教材等の整備充実【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 57 ①学校教育との連携の充実【博物館Ｇ】 博物館G 1 63

②教育用コンピュータなどＩＣＴ教育環境の整備充実【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 57 ②職員研修の充実【博物館Ｇ】 博物館G 1 63

③就学に対する支援【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 57 ③博物館情報提供の充実【博物館Ｇ】 博物館G 1 63

①地域資源（自然、環境、人）を活用した学校教育の充実【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 58 ④博物館施設周辺の整備【博物館Ｇ】 博物館G 1 63

②体験型の学習によるふるさと教育やキャリア教育の充実【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 58 ①青少年健全育成団体等との連携【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 64

③国際理解教育の充実【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 58 ②子どもを守る安心安全な環境づくりの推進【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 64

④地域と一体となった学校づくりの推進【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 58 ①生きる力を育む体験活動の充実【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 64

⑤学校給食センターの充実【学校給食Ｇ】 学校給食G 1 58 ②コミュニティスクールの活動促進【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 64

⑥教育相談や生徒指導の充実【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 58 ③ライフステージに対応した家庭教育学級の充実【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 64

⑦教職員の資質・指導力の向上【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 59 ①芸術や文化活動団体の育成、援助【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 65

⑧特別支援教育の充実【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 59 ②サークル・団体の活動成果の発表と交流促進【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 65

⑨少人数学級の推進【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 59 ③芸術鑑賞事業の内容充実【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 65

5-1
⑷小中学校における食育の推
進

①小中学校における食育の推進【学校教育Ｇ】【学校給食Ｇ】 保健福祉G 1 59 ④町民主体による芸術鑑賞事業の奨励【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 65

5-1 ⑸高等学校教育の充実 ①間口確保や教育施設・設備の充実【学校教育Ｇ】 学校教育G 1 59 ①文化財の保全保護及び啓蒙活動【博物館Ｇ】 博物館G 1 65

①生涯学習事業の連携、協力【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 60 ②郷土資料の収集【博物館Ｇ】 博物館G 1 65

②施設の空き情報及びイベント情報、団体・サークル情報の提供【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 60 ③地域文化伝承者の発掘、調査【博物館Ｇ】 博物館G 1 65

③地域人材の発掘、登録と活用促進【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 60 ①スポーツ振興の充実【スポ振Ｇ】 ｽﾎﾟｰﾂ振興G 1 66

④サークル活動への参加奨励及び機会の充実【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 60 ②スポーツ推進計画の策定【スポ振Ｇ】 ｽﾎﾟｰﾂ振興G 1 66

①マナビティーセンター設備の整備【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 60 ③体力向上の取り組み【スポ振Ｇ】 ｽﾎﾟｰﾂ振興G 1 66

②町民会館のホール機能整備【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 60 ①既存施設の耐震化【スポ振Ｇ】 ｽﾎﾟｰﾂ振興G 1 66

③町民会館改修の推進【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 60 ②多目的ドームの整備【スポ振Ｇ】 ｽﾎﾟｰﾂ振興G 1 66

①住民参画による生涯学習活動の充実【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 61 ③パークゴルフ場整備の推進【スポ振Ｇ】 ｽﾎﾟｰﾂ振興G 1 66

②住民主体による生涯学習活動の奨励【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 61 ④クロスカントリーコース整備【スポ振Ｇ】 ｽﾎﾟｰﾂ振興G 1 66

③学習情報提供の充実【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 61 ⑤既存施設の維持及び更新【スポ振Ｇ】 ｽﾎﾟｰﾂ振興G 1 66

④学習相談の継続、整備【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 61 ①指導者の確保、育成、研修機会の充実【スポ振Ｇ】 ｽﾎﾟｰﾂ振興G 1 67

⑤情報化に対応した学習機会の充実【社会教育Ｇ】 社会教育G 1 61 ②競技スポーツの技術力向上【スポ振Ｇ】 ｽﾎﾟｰﾂ振興G 1 67

①図書館の増改築の検討【図書館Ｇ】 図書館G 1 62 ③スポーツ合宿の誘致促進【スポ振Ｇ】 ｽﾎﾟｰﾂ振興G 1 67

②図書館における郷土図書資料の充実【図書館Ｇ】 図書館G 1 62

⑶スポーツ活動の促進5-5

5-2 ⑵生涯学習関連施設の整備

5-2 ⑶生涯学習活動の促進

⑷図書館、読書活動の充実5-2

5-2 ⑷図書館、読書活動の充実

⑴生涯スポーツの振興

5-5 ⑵スポーツ施設の整備、活用

⑶小中学校の教育内容の充
実

5-3

5-4

5-2 ⑸博物館の充実

5-4

5-5

施策 施策

5-1 ⑴幼稚園の充実

5-2
⑴生涯学習の推進体制の確
立

⑴青少年の健全育成推進体
制の充実

5-1
⑵小中学校の教育環境の充
実

⑵青少年育成活動の充実

⑴芸術文化活動の促進

⑵文化財や郷土資料等の保
全、継承

5-3

5-1



前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－１町民との協働によるまちづくり

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①自治基本条例の適正な運用
【まちづくりＧ】

行政によるアクションプランの進行管理、自治
推進委員会による実効性のある住民参加の
推進を図ります。

まちづくり推進事業 実施中
ある程度
達成

アクションプランの進
行管理

現状維持
住民参加の推進等
を引き続き行う。

まちづくりG

②自治基本条例に基づく青少年
等の町民参加のまちづくりの推
進【まちづくりＧ】

次世代の担い手である青少年及び子どもが、
それぞれの年齢にふさわしい方法による町政
参加の推進を図ります。

住民参加型まちづ
くり事業

実施中
ある程度
達成

高校生模擬議会の実施、
カントリーサイン変更時の
アンケート

現状維持

青少年等の町政参加に
ついて、それぞれの年齢
にあった方法により推進
を図る。

まちづくりG

③自治基本条例に基づく協働の
まちづくりの推進【まちづくりＧ】

町民、自治会、活動団体、事業者、議会及び
行政による協働のまちづくりの推進を図りま
す。

町史編さん事業 完了
十分達
成

町史の発行
休止・廃
止

町史編さん完了のため まちづくりG

交通安全関係団体
支援事業

実施中
十分達
成

交通関係団体へ補
助金・負担金を交付

現状維持
現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

自治会連合会交通
安全部会補助事業

実施中
十分達
成

自治会連合会交通
安全部会へ補助金
を交付

現状維持
現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

②まちづくり団体による活動促進
【まちづくりＧ】

美幌町まちづくり活動奨励事業補助金を活用
した各団体の活動補助を行い、制度周知によ
り活用を促進します。

まちづくり活動奨励
事業

実施中
ある程度
達成

H28　１件、H29　１件
に補助

現状維持
現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

③まちづくり活動への反映を意
識した研修の実施【まちづくりＧ】

ふるさとづくり事業を通じて、必要な事業に対
して助成を継続します。

まちづくり活動継続
支援事業

実施中
達成され
ていない

隔年実施で、H29は
希望なし

現状維持
現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

コミュニティ活動促
進事業

実施中
十分達
成

自治会連合会等に
補助金を交付し、連
合会の活動目標が
達成された。

現状維持
現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

自治会連合会衛生
部会補助事業

実施中
十分達
成

自治会連合会衛生
部会に補助金を交
付し、部会の活動目
標が達成された。

現状維持
現在の事業で効果
があるため

環境生活G

自治会連合会福祉
部会補助事業

実施中
十分達
成

自治会連合会福祉
部会にに補助金を交
付し、部会の活動目
標が達成された。

現状維持
現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

自治会連合会体育
部会補助事業

実施中
十分達
成

自治会連合会体育
部会に補助金を交
付し、部会の活動目
標が達成された。

現状維持
現在の事業で効果
があるため

ｽﾎﾟｰﾂ振興G

②コミュニティ施設への支援【ま
ちづくりＧ】

自治会所有の集会室の維持にかかる水道や
電気料金等の基本料金に対する助成や、修
繕工事への補助を行いながら各地域のコミュ
ニティ活動や地域の交流場所として、地域単
位での活動や交流を促進していきます。

地域集会室維持管
理事業

実施中
十分達
成

集会室維持管理委
託料支出、集会室の
修繕等でH29　２件、
H30　４件に整備補
助金交付

現状維持
現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

③地域サポーターの利活用によ
るコミュニティ活動支援【まちづく
りＧ】

地域サポーター制度の利用しやすい環境作り
に努め、自治会への周知や利活用を推進しま
す。

地域サポーター利
用促進事業

実施中
あまり達
成されて
いない

H30　１件利用 改善
利用がないため制
度のあり方も含め検
討

まちづくりG

施策 担当G

1-1 ⑴町民主権による自治の推進
②概ね順調に進ん
でいる

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

前期
③～⑤の
理由

①～⑤を選択

施策に対する事務
事業前期

1-1 ⑵まちづくり活動の促進
②概ね順調に進ん
でいる

①くらし安全まちづくり条例に基
づいた実践活動の支援充実【ま
ちづくりＧ】

災害、犯罪及び事故を防止する為、自治会等
の自主的に行う各団体の活動に対して支援、
協力を行います。

コミュニティ組織が活動しやすい環境作りのた
めに、自治会連合会等への補助金による支
援をはじめ、人的な協力にも積極的に努め
て、活動推進を図ります。
また、住民への自治会加入の啓発を図り、自
治会組織の強化や役員等の担い手には、行
政と自治会連合会が協力しながら人材確保に
努め、安定した自治会組織の継続性を確保し
ていきます。

1-1 (3)コミュニティ活動の促進
②概ね順調に進ん
でいる

①コミュニティ組織や人材の育成
と組織の活動支援【まちづくりＧ】

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
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前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－１町民との協働によるまちづくり

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

施策 担当G

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

前期
③～⑤の
理由

①～⑤を選択

施策に対する事務
事業前期

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

1-1
(4)地域活力の基盤となる集会
室の整備【まちづくりＧ】

①順調に進んでい
る

地域集会室の整備については、地域要望等
を踏まえ、実現のため公共施設等総合管理
計画で整備施設とした位置づけをして、推進
を図ります。

地域集会室補修等
整備事業

実施中
かなり達
成

H30　東町集会室改
築

現状維持
現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

①広報誌の充実【総務Ｇ】
特集記事の充実や分かりやすく読みやすい
文章と見やすいレイアウトを工夫し、広報誌の
更なる充実を図ります。

広報びほろ発行事
業

実施中
ある程度
達成

写真や絵図を取り入
れ、文字数を減らし
見やすいデザインを
心掛けている

現状維持
計画に基づき実施
中

総務G

②美幌町ホームページの充実
【総務Ｇ】

迅速な行政情報の発信をはじめ、見やすさを
重視し、ホームページの充実を図ります。

広報推進事業 実施中
ある程度
達成

リニューアル後も、バ
ナー数の制限や、
ピックアップ記事の
随時更新を図り、見
やすいような工夫を
している

現状維持
計画に基づき実施
中

総務G

③情報提供の多様化に向けた
取り組み【総務Ｇ】

情報提供の手段が多様化しており、情報の受
け手のニーズに合った手段で情報を提供する
ため、どの情報をどの手段で提供するかを見
極め、的確な情報を適当な方法で情報提供し
ていきます。

情報提供促進事業 実施中
ある程度
達成

FBの担当公開を試
験的に行い、新鮮な
情報を迅速に提供
する仕組みを検証し
ている。

現状維持
計画に基づき実施
中

総務G

④まち育出前講座の充実【まち
づくりＧ】

町民ニーズを的確に捉えた講座メニューを増
やしていくとともに、子ども向けのメニューにつ
いても検討していきます。

まち育出前講座推
進事業

実施中
ある程度
達成

実施回数及び参加人数
H28年度：38回　1,239人
H29年度：64回　1,541人

現状維持
町民ニーズに応えた情
報の提供及び共有を図
るため

まちづくりG

①町民からの相談体制の充実
【まちづくりＧ】

町民の悩み事には「悩み心配ごと相談」の窓
口を設置しており、利用しやすい窓口整備に
努めます。

広聴事業 実施中
十分達
成

「悩み心配ごと相談」
の窓口を毎月開設

現状維持
現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

②町民との意見交換の機会充実
【まちづくりＧ】

町長の「車座トーク」をはじめ「自治会連合会と
行政との懇談会」等や「地域サポーター制度」
の活用により、直接町民と対話する場面を設
け、町民に広く周知し声を聴く機会充実に努
めていきます。

広聴機会充実事業 実施中
ある程度
達成

年２回、自治会連合
会と行政との懇談会
を実施

改善
地域サポーター制
度のあり方等検討

まちづくりG

1-1 ⑺情報公開の推進
②概ね順調に進ん
でいる

①積極的な情報公開の推進【総
務Ｇ】

ファイリングシステムを導入し、情報公開請求
に迅速な対応をするとともに、必要な情報を積
極的に公開していきます。

情報公開個人情報
保護事業

実施中
ある程度
達成

ファイリングシステム
が計画されていた部
局に導入され、迅速
な対応が図られてい
る。

現状維持
計画に基づき実施
中

総務G

1-1 ⑻人権を尊重したまちづくり ③やや遅れている

「まち育出
前講座」未
追加のた
め

①人権擁護の啓発【まちづくり
Ｇ】

人権擁護委員を中心とした人権啓発活動に
対し支援するとともに、「まち育出前講座」のメ
ニュー追加や広報等により広く町民に周知し
ます。

人権啓発推進事業 実施中
ある程度
達成

イベントで啓発活動
を実施

改善
「まち育出前講座」
のメニューに追加

まちづくりG

1-1 ⑸広報の充実
②概ね順調に進ん
でいる

1-1 ⑹広聴の充実
②概ね順調に進ん
でいる
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前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－１町民との協働によるまちづくり

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

施策 担当G

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

前期
③～⑤の
理由

①～⑤を選択

施策に対する事務
事業前期

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

①男女共同参画についての理
解促進【まちづくりＧ】

男女共同参画についての理解を高めるため、
講演会開催や研修等で意識づくりを推進して
いきます。

男女共同参画プラ
ン推進事業

実施中
ある程度
達成

男女共同参画プラン
推進協議会に補助
金交付

現状維持
現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

②各種委員会等への女性登用
【まちづくりＧ】

政府の政策である第３次男女共同参画基本
計画に基づき、各種委員会等への女性登用
率３０％を目標とし、今後も推進を図ります。

各種委員会等への
女性登用推進事業

実施中
ある程度
達成

女性登用が定着して
きている

現状維持
現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

③セクシュアルハラスメントやドメ
スティックバイオレンス（ＤＶ）の防
止に向けた広報及び相談の充
実【まちづくりＧ】

広報等によるセクハラ、ＤＶ防止の啓発を続け
ると共に、女性のための相談窓口の開設を継
続します。
また、関係機関との連携をさらに充実するよう
に努めます。

セクハラ・DV防止
事業

実施中
ある程度
達成

相談窓口を開設 現状維持
現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

長距離射撃訓練施
設誘致事業

未実施
新部隊配置に的を
絞るため未実施

達成され
ていない

即応機動連隊への改編及び
増員に向けた陳情要望活動
を重点的に実施

休止・廃
止

新部隊配置に的を絞
るため未実施

総務G

駐屯地強化充実推
進事業

実施中
達成され
ていない

即応機動連隊への改編及び
増員に向けた陳情要望活動
を重点的に実施

現状維持
計画に基づき実施
中

②主力部隊の６普連、１０１特科
の充実整備【総務Ｇ】

自衛隊充実整備事
業

実施中
達成され
ていない

即応機動連隊への改編及び
増員に向けた陳情要望活動
を重点的に実施

現状維持
計画に基づき実施
中

③保養施設の誘致【総務Ｇ】 保養施設誘致事業 未実施
実現の可能性が低
いことから断念

達成され
ていない

即応機動連隊への改編及び
増員に向けた陳情要望活動
を重点的に実施

休止・廃
止

実現の可能性が低い
ことから断念

総務G

④新部隊配置に向け、具体的提
案型陳情の展開【総務Ｇ】

新編部隊配置推進
事業

実施中
達成され
ていない

即応機動連隊への改編及び
増員に向けた陳情要望活動
を重点的に実施

現状維持
計画に基づき実施
中

総務G

1-1
⑾自衛隊美幌駐屯部隊にお
ける防災対応と連動した体制
の確立

①順調に進んでい
る

①美幌駐屯地との連絡体制の充
実強化【総務Ｇ】

美幌町地域防災計画の更新時に美幌町防災
会議の構成員として参画を要請します。
災害発生時の隊員（リエゾン）派遣による情報
収集、災害対応等の連携を図ります。

自衛隊連絡体制充
実整備事業

実施中
十分達
成

防災会議の構成員、
災害対処訓練等によ
る連携

現状維持
計画に基づき実施
中

総務G

1-1
⑿自衛隊美幌駐屯部隊と地域
住民との更なる一体感の醸成

①順調に進んでい
る

①自衛隊協力諸団体との連携
【総務Ｇ】

美幌駐屯部隊充実整備期成会、美幌地方自
衛隊協力会等を通じて協力諸団体との連携を
強化し、美幌駐屯地の諸行事等の活動を支
援します。

自衛隊協力諸団体
連携強化事業

実施中
十分達
成

協力諸団体との連携
による美幌駐屯地諸
行事等の活動支援

現状維持
計画に基づき実施
中

総務G

総務G

1-1 ⑼男女共同参画社会の推進
②概ね順調に進ん
でいる

隊員削減反対行動並びに新たな部隊及び教
育訓練施設の誘致に向けた陳情・要望活動
を行います。
更に、主力部隊となる第６普通科連隊、第１０
１特科大隊の充実整備を図るとともに、保養施
設の誘致、新編部隊の配置に向けた活動に
取り組みます。

1-1
⑽自衛隊美幌駐屯部隊の充
実整備

②概ね順調に進ん
でいる

①美幌駐屯地の充実整備に向
けた陳情・要望活動の推進【総
務Ｇ】
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前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－２持続可能な行財政システムの確立

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①権限移譲を考慮した機構改革
及び定員配置【総務Ｇ】

課題や必要に応じ、組織の見直しを検討しま
す。また、再任用制度を活用した人員管理を
行います。

組織活性化事業
実施
中

あまり達成
されていな
い

再任用職員を活用し
た人員配置が行われ
ているが、グループ制
の見直しや組織の再
編が遅れている

改善
グループ制の見直し
と組織の再編を進め
る

総務G

人事評価推進事業
未実
施

評価結果の
活用に課題
があるため中
断

達成され
ていない

評価結果の活用に課
題があるため制度の見
直しが必要

改善
評価結果の活用法
を検討する

総務G

職員研修事業
実施
中

ある程度
達成

主催・委託・派遣研修
により職員の資質向上
が図られているもの
の、人材育成基本方
針の見直しが必要

現状維
持

研修の実施と人材
育成基本方針の改
正を進める

総務G

①公共施設等総合管理計画の
策定及び固定資産台帳整備の
実施【財務Ｇ】

公共施設等のサービス水準、再配置等につ
いて、具体的に検討することや今後の地方公
会計導入を視野に取り組みを進めます。

庁舎整備事業
実施
中

十分達成
庁舎の維持管理に必
要な修繕等を実施

現状維
持

計画に基づき実施 総務G

②文書管理体制の整備【総務
Ｇ】

ファイリングシステムを導入し、効率的、効果
的な行政運営を進めます。

公文書管理事業
実施
中

かなり達成

文書の高速検索、適
正な文書の分類・整
理、保管から保存及び
廃棄への流れの構築

現状維
持

計画に基づき実行 総務G

③電子申請、イベント等の予約
システムの整備【総務Ｇ】

スマートフォンへの対応などにより利便性の向
上を図ります。

電子申請等システ
ム整備事業

実施
中

ある程度
達成

デュアスロンや検診な
ど、簡易申請システム
により受付をしている。

現状維
持

計画に基づき実施
中

総務G

④庁舎改築検討【総務Ｇ】
将来の建設に備えて、新庁舎の建設に向け
ての事業手法等の検討研究を行います。

庁舎改築等事業
実施
中

ある程度
達成

基本設計及び実施設
計。

拡充 本工事実施のため。 総務G

⑤電算システムの管理運営、次
期システム更新の対応【総務Ｇ】

行政サービスを停滞させることの無いよう電算
システムの管理運営体制を維持するとともに、
日々進化している電算処理手法に対応できる
システム構築を進めます。また、次期システム
更新にあたっては、災害、事故等のリスクやコ
スト面を多角的視点から検討し本町にとって
最善のシステムの導入に努めます。

電算システム管理
事業

実施
中

十分達成
引き続き、電算システ
ムの安定した運営を維
持する。

現状維
持

電算ｼｽﾃﾑは、住民
サービスの提供に必
要不可欠なため。

総務G

1-2
⑶総合計画の管理、行政評価
の推進

②概ね順調に進ん
でいる

①行政評価を含めた総合計画
の進行管理の実施【まちづくり
Ｇ】

事務事業におけるＰＤＣＡサイクルの確立と、
総合計画・予算・行政評価が三位一体で取り
組むことで、業務方針や目的を持ち効率的な
業務遂行に取り組みます。

総合計画推進事業
実施
中

ある程度
達成

行政評価システム改修によ
る効率的な行政評価の運
用

現状維
持

PDCAサイクル及びと三
位一体の確立により効果
的な業務遂行

まちづくりG

担当G

1-2
⑵行政運営、行政サービスの
効率化

②概ね順調に進ん
でいる

人材育成型の人事評価を全職員に本格導入
します。

1-2 ⑴行政組織の活性化
②概ね順調に進ん
でいる

②職員の能力向上と能力、実績
を重視した人事管理の推進【総
務Ｇ】

①～⑤を選択
施策

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容 前期（H２８～３０）
施策に対する事務
事業 進捗状況 今後の方向性達成度

前期 前期
③～⑤の
理由
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前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－２持続可能な行財政システムの確立

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

担当G
①～⑤を選択

施策

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容 前期（H２８～３０）
施策に対する事務
事業 進捗状況 今後の方向性達成度

前期 前期
③～⑤の
理由

地域おこし協力隊
事業

実施
中

ある程度
達成

H30年度：隊員1名任用 拡充
隊員の定住率等の効果
検証が必要なため まちづくりG

まち・ひと・しごと創
生総合戦略推進事
業

実施
中

ある程度
達成

美幌版総合計画登載事業
については概ね事業実施
に至る

改善
地方創生に資する新規
事業を推進する必要性
があるため

まちづくりG

①第２次財政運営計画の着実な
実行【財務Ｇ】

財政状況を広く情報発信し、財政情報の共有
化を図ります。
歳入の確保と歳出の抑制を図ることで収支バ
ランスのとれた財政運営を行います。
事業の優先度や緊急性を踏まえ、持続可能
な財政運営を実現します。

財政管理事業
実施
中

十分達成
現状にあわせ計画の
改定を行いながら実施
中

現状維
持

計画に基づき実施
中

財務G

②財政基盤の強化と効率的な財
政運営【財務Ｇ】

ふるさと納税、遊休資産の売却など、自主財
源の確保に努めます。
公共施設の最適化を進め、計画的で効率的
な保全管理に努めます。

ふるさと寄附金事
業

実施
中

ある程度
達成

インターネットサイトの活
用、クレジット決済や返礼品
の見直しなどの環境が整備
された。

改善
平成27年度をピークに寄
附金額の減少が進んで
いるため

まちづくりG

③過疎地域自立促進市町村計
画に基づく過疎対策事業の推進
【財務Ｇ】

過疎地域からの自立に向け、過疎対策事業
債の有効活用を図ります。
事業の選択と集中化を図り、財政規律の確保
に努めます。

過疎地域自立促進
事業

実施
中

十分達成
過疎計画に基づき実
施

現状維
持

計画に基づき実施
中

財務G

1-2 ⑹行政改革の推進
②概ね順調に進ん
でいる

①行政改革実施計画の推進及
び行政改革大綱の策定【まちづ
くりＧ】

第６次行政改革実施計画の推進及び第４次
行政改革大綱を策定し、事務事業の改善や
外部委託の推進を図ります。

行政改革推進事業
実施
中

ある程度
達成

第4次行政改革大綱
に基づく第1次実施計
画の推進

現状維
持

現行通り行政改革実施計画
の検証を行い、事務事業の
改善等の推進を図る。

まちづくりG

①危機管理意識の向上【総務
Ｇ】

職員研修及び実動訓練を実施することによ
り、危機管理意識の向上と的確な災害対応の
充実を図ります。

危機管理対策事業
実施
中

十分達成

毎年度、避難所及び
対応職員を変えなが
ら、職員災害対処訓練
を実施した。

現状維
持

意識及び練度向上
のため継続実施

総務G

②危機管理対応マニュアルの作
成【総務Ｇ】

職員災害時初動マニュアル、避難所運営マ
ニュアル等を作成します。

危機管理対応マ
ニュアル作成事業

実施
中

十分達成

職員災害時初動マ
ニュアル、避難所運営
マニュアルを作成し
た。

改善

改善点を常に把握
しマニュアルに反映
させることにより充実
を図る。

総務G

1-2
⑷美幌版総合戦略の着実な
推進

②概ね順調に進ん
でいる

1-2 ⑺危機管理体制の充実
①順調に進んでい
る

1-2 ⑸健全な財政運営の推進
①順調に進んでい
る

①美幌版総合戦略の随時見直
しによる効果的な実施【まちづく
りＧ】

人口減少や少子高齢化が急速に進む社会情
勢において高い持続性を確保するため、美幌
版総合戦略を着実に実行します。また、戦略
にあっては町民参加による推進委員会におい
てＰＤＣＡサイクルによる随時見直しを行い、
効果的な推進を図ります。
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前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－２持続可能な行財政システムの確立

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

担当G
①～⑤を選択

施策

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容 前期（H２８～３０）
施策に対する事務
事業 進捗状況 今後の方向性達成度

前期 前期
③～⑤の
理由

①サイバー攻撃に対する対応
【総務Ｇ】

従来にも増してサイバー攻撃が巧妙かつ複雑
化している中で、それに対応しうるセキュリティ
体制の構築を進めます。
町電算担当職員と保守業者が連携を密にし、
不正通信等のチェックを行います。

②職員の情報に対する意識向
上【総務Ｇ】

個々の職員が業務上取り扱っている情報の重
要性、秘匿性、機密性に対する認識向上のた
め、定期的に注意喚起文書の配布又は説明
を行います。
情報流出事故の主な原因は、人的ミスによる
ものであることから、最低限遵守しなければな
らない事項を周知徹底します。

①定住自立圏構想の研究【まち
づくりＧ】

人口減少社会を迎え、近隣自治体と役割や
機能を分担・協力、施設の相互利用など、町
民生活の機能が維持できるよう、安定的、継
続的行政サービスが提供できるよう「定住自立
圏構想」の研究を行います。

定住自立圏等調査
研究事業

実施
中

達成され
ていない

なし 縮小

研究（検討）の結
果、実現は厳しいと
判断するが、今後の
情勢を注視する。

まちづくりG

②広域連携事務事業の更なる推
進【まちづくりＧ】

これまでの広域連携事務・事業を、更に連携
する地域や業務の拡大の検討を行います。

広域連携事業
実施
中

ある程度
達成

東京都江東区との連
携・田舎活性化協議
会への加盟等

現状維
持

引き続き広域連携
事業を実施するた
め

まちづくりG

情報流出防止事業

保守業者との連携によ
る不正通信監視及び
職員への個人情報保
護、情報漏えいリスク
についての周知

総務G
実施
中

現状維
持

サイバーテロや人的
ミスによる情報漏え
いの防止

十分達成

1-2 ⑼広域行政の推進
④かなり遅れてい
る

定住自立圏
構想の研究
は行ったも
のの、大き
な進展がな
いため

1-2 ⑻情報セキュリティの強化
①順調に進んでい
る
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前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－３国際・国内交流の推進

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①国際交流に関わるボランティ
ア登録の充実【まちづくりＧ】

ホームステイや通訳へのボランティア登録に
ついて広く町民に周知し、理解を深め充実さ
せます。

国際交流ボラン
ティア登録事業

実施
中

達成され
ていない

新規登録はなし 改善

登録者が少ないた
め、周知や理解を求
めるための対策が必
要

まちづくりG

②友好姉妹都市を中心とした、
地域間交流活動の充実【まちづ
くりＧ】

ケンブリッジ高校と美幌高校の交換留学を継
続し更に充実させ、また高校以外の農業関係
をはじめとした留学も検討し、友好姉妹都市を
中心とした国際交流の推進に取り組みます。

国際交流事業
実施
中

ある程度
達成

・美高から留学
　H28　２名、H29　１
名、H30　２名
・H29　ケンブリッジ訪
問団来町

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

1-3 ⑵国内交流の推進
②概ね順調に進ん
でいる

①観光･物産交流の推進【商工
観光Ｇ】

観光イベントや物産展などのイベントを通じて
地域や団体等との交流の推進を図ります。

観光・物産交流事
業

実施
中

ある程度
達成

関西からの修学旅行
生の受け入れを実施

拡充
観光まちづくり協議
会で新規事業に着
手しているため。

商工観光G

1-3 ⑶移住･定住の推進
②概ね順調に進ん
でいる

①移住･定住受け入れ体制の推
進【まちづくりＧ】

交通アクセスや災害の少なさなどの地域特性
を積極的にＰＲし、「移住体験住宅」を活用し
ながら移住・定住の促進を図ります。
また、冬季スポーツや冬のイベントなど「北海
道ならでは」の魅力の発信を行い、冬期間に
おける「移住体験者」の増加を図るとともに、
「四季折々の魅力」と「住みやすさ」を体験して
いただくことにより、“完全移住”及び“二地域
居住”の促進を図ります。

移住定住促進事業
実施
中

ある程度
達成

「移住体験者」による
移住実績：5名
「移住相談」による移
住実績：2名

拡充

「移住体験住宅」の増棟
の検討と、「関係人口」創
出に向けた事業等に取り
組むため

まちづくりG

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
前期

③～⑤の
理由

施策に対する事務
事業前期

施策の区分 施策の内容現在の進捗状況

1-3 ⑴国際交流の推進 ③やや遅れている

ボランティ
ア登録未
周知のた
め

①～⑤を選択
施策
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前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－４地域の安全対策の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①通学路等における交通安全対
策【建設Ｇ】

関係機関、住民参加による委員会で策定した
安全プログラムに基づき、優先順位を設定し
計画的に歩道等の交通安全施設の整備を行
います。

通学路等交通安全
対策事業

実施
中

ある程度
達成

H28年度5ヶ所改善、
H30年度3ヶ所改善予
定

現状維
持

通学路に危険のな
いよう対策箇所の改
善

建設G

②危険箇所の交通安全対策【建
設Ｇ】

カーブミラーの設置や道路標識・標示、交差
点照明など、交通安全施設の維持整備を行
います。

交通安全施設整備
事業

実施
中

ある程度
達成

街路照明灯、警戒標
識、カーブミラー、区
画線等の整備

現状維
持

交通安全施設の整
備

建設G

③冬道の安全対策【建設Ｇ】

滑りやすい交差点や横断歩道等への滑り止
め砂の設置や防雪柵の設置による視界不
良、吹き溜まりの解消など、各種交通安全施
設の維持整備を行います。

冬道安全対策事業
実施
中

ある程度
達成

滑り止め砂散布等
現状維
持

スリップ事故、視界
不良、吹き溜まりの
解消

建設G

①交通安全啓発活動の充実【ま
ちづくりＧ】

交通安全街頭啓発等住民参加による町民総
ぐるみでの運動を継続し、啓発活動の充実を
図ります。

交通安全事業
実施
中

十分達成
交通安全教室、交通
安全運動・啓発を実施

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

②交通安全学習機会の充実【ま
ちづくりＧ】

各自治会、老人クラブや幼稚園・保育園・学
校などに交通安全教室等の学習の機会を提
供し、特に事故の多発する自転車運転の
ルールやマナーについて若年層並びに高齢
者への指導、啓発を強化します。

交通安全指導啓発
強化事業

実施
中

十分達成

高齢者や子ども等へ
の交通安全教室、交
通安全啓発指導を実
施

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

③高齢者の交通安全対策の推
進【まちづくりＧ】

高齢者の免許自主返納について公共交通の
利用等の支援を図り、周知と返納の促進に取
り組みます。

高齢者交通安全推
進事業

実施
中

十分達成

免許自主返納者に公
共交通の利用券等を
助成　H28　152件、
H29　103件

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

④交通安全指導体制の強化【ま
ちづくりＧ】

交通安全推進のための活動に関わる関係団
体・組織の連携強化と指導員の後継者育成・
確保を図ります。

交通安全関係団体
支援事業

実施
中

かなり達成
関係団体と連携し交
通安全活動等を実施

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

①防犯・暴追など各活動推進【ま
ちづくりＧ】

防犯活動団体の活動に対して支援協力をさら
に進めます。また暴追運動の取り組みでは町
民手作りのふるさと祭りを継続実施します。

くらし安全活動推
進事業

実施
中

十分達成
関係団体へ補助金、
負担金を交付

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

②防犯に関する注意喚起【まち
づくりＧ】

警察や関係機関から特殊詐欺など速報性が
必要な犯罪情報の提供を受け、町広報や自
治会配布チラシ等で注意喚起し、未然に被害
を防ぎます。
また、各防犯団体と協力した啓発活動等を継
続実施します。

防犯啓発活動事業
実施
中

かなり達成 啓発活動を実施
現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
前期

③～⑤の
理由

施策に対する事務
事業前期

施策の区分 施策の内容現在の進捗状況

1-4 ⑵交通安全活動の推進
①順調に進んでい
る

1-4 ⑶防犯対策の推進
②概ね順調に進ん
でいる

1-4 ⑴交通安全施設の整備
②概ね順調に進ん
でいる

①～⑤を選択
施策
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前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－４地域の安全対策の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
前期

③～⑤の
理由

施策に対する事務
事業前期

施策の区分 施策の内容現在の進捗状況

①～⑤を選択
施策

1-4 ⑷犯罪を防ぐ環境整備
①順調に進んでい
る

①夜間における防犯対策【まち
づくりＧ】

自治会と協力して防犯対策上、必要な場所に
防犯灯の設置・更新を図り、地域の安全安心
に向けて取り組みます。
自治会による防犯灯の新規設置や更新の取
り組みに対し、資機材提供や電気料金の負担
を行いながら双方協力した防犯対策に努めま
す。

防犯対策事業
実施
中

かなり達成

H29　防犯灯等のＬＥ
Ｄ化の調査事業を実
施
H30　防犯灯等のＬＥ
Ｄへの取替事業を実
施

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG
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前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－５公共交通の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

1-5
⑴総合的な公共交通体系の
構築

②概ね順調に進ん
でいる

①交通網形成における協議・検
討【まちづくりＧ】

地域公共交通総合連携計画の見直しや検討
(地域公共交通網形成計画の策定等)を行い、
コンパクトシティの実現のため、公共交通の体
系を検討・構築していきます。

地域公共交通体系
構築事業

実施
中

かなり達成
地域公共交通活性化
協議会を開催し協議

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

①鉄道利用の促進【まちづくり
Ｇ】

鉄道沿線自治体との協議、検討を進め郊外
及び循環バスとの接続による鉄道利用の利便
性を確保し、観光、産業、イベントを含めた利
用促進に努めます。

鉄道利用促進事業
実施
中

あまり達成
されていな
い

オホーツク圏活性化期
成会石北本線部会に
おいて活動

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

②ＪＲ石北本線の路線及び安全
確保と利便性向上への要望【ま
ちづくりＧ】

鉄道沿線自治体との情報交流や協議、石北
本線の路線維持と利用促進のための利便性
向上や美幌駅のサービス維持確保を要望し
ていきます。

鉄道輸送体制充実
事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

オホーツク圏活性化期
成会による要望

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

駅前バスターミナ
ル維持管理事業

実施
中

ある程度
達成

民間施設を借り上げ、
駅前バスターミナルと
してバス利用者の利便
を図った

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

公共交通維持確保
改善事業

実施
中

かなり達成
公共交通路線維持の
ため補助金を交付

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

（ワンコインバスなど住民の足の
確保充実）【まちづくりＧ】

高齢化社会に対応した、公共交通として住民
の足の確保を行うため、公共交通活性化協議
会の活用を進めながら、ワンコインバス運行等
をはじめ、地域全体を考慮した運行や、住民
ニーズや要望を把握し、交通利便性向上へ
の取り組みを目指します。

多目的バス等更新
整備事業

実施
中

ある程度
達成

計画的に更新整備
現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

生活バス路線運行
事業

実施
中

かなり達成
混乗スクールバス・多
目的バスを運行

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

1-5 ⑷乗合タクシーの利用促進
②概ね順調に進ん
でいる

①乗合タクシーの利便性の向上
と利用促進【まちづくりＧ】

利用料金や無料回数券の公平性を確保する
とともに、地域住民のニーズに応じた運行経
路や乗降場所の変更等利便性の向上に努め
ます。

乗合タクシー利用
促進事業

実施
中

かなり達成
６方面について乗合タ
クシーを運行

現状維
持

現在の事業で効果
があるため

まちづくりG

施策の区分 施策の内容

前期

1-5 ⑵鉄道の充実・確保
②概ね順調に進ん
でいる

現在の進捗状況

施策 ③～⑤の
理由

①～⑤を選択

①バス路線の利便性の向上と利
用促進【まちづくりＧ】

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
施策に対する事務
事業前期

路線バス、ワンコインバス、混乗スクールバス
等による交通弱者の足を確保するため、運行
の利便性を高める取り組みを進め、公共性と
公平性に努めます。

②混乗スクールバスの効率的運
用【まちづくりＧ】

1-5 ⑶バス路線の充実
②概ね順調に進ん
でいる

混乗スクールバスの利便性を高めた効率的な
運行を検証し、周知を図りながら町民が利用
しやすい運行に努めます。
また、老朽バス車両の更新を計画的・年次的
に進めます。
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前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－５公共交通の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

施策の区分 施策の内容

前期

現在の進捗状況

施策 ③～⑤の
理由

①～⑤を選択
担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
施策に対する事務
事業前期

①航空路線の拡充と運賃是正の
要望【商工観光Ｇ】

「女満別空港整備・利用促進協議会」構成自
治体と協力し、路線の拡充及び運賃の是正
要望に努めます。特に北海道新幹線開業に
伴い、道東観光を推進する上からも２次交通
の整備が重要なことから、「女満別空港整備・
利用促進協議会」などを通じ、各航空会社に
「函館⇔女満別」の就航や「丘珠⇔女満別」の
路線復活の要望を実施します。

女満別空港利用促
進事業

実施
中

ある程度
達成

「女満別空港整備・利
用促進協議会」におい
て要望活動等を継続
している。

現状維
持

近隣自治体と協力し
て継続的に実施し
ているため。

商工観光G

②空港アクセスの充実【商工観
光Ｇ】

ＪＲ美幌駅経由の女満別空港⇔美幌峠間バス
運行の継続に努めるとともに、バス利用促進
のための効果的な情報発信に努めます。

女満別空港アクセ
ス充実整備事業

実施
中

ある程度
達成

１日２便から１便となっ
たが平成３０年度も実
施

改善
他の方法等の検討
を行う。

商工観光G

③国際チャーター便の拡大要請
【商工観光Ｇ】

「女満別空港国際チャーター便誘致協議会」
において外国人来道者等の現状把握を行うと
ともに、プロモーション活動等によりチャー
ター便の誘致を図ります。

国際チャーター便
拡大要請事業

実施
中

ある程度
達成

協議会において継続
してプロモーション等
を実施しているため。

現状維
持

協議会内で今後の
方向性が決まってい
ないため。

商工観光G

1-5 ⑸女満別空港の利便性向上
①順調に進んでい
る
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前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－６地域の情報化の推進

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

1-6 ⑴情報化の基盤整備 ⑤進展していない
情報収集
段階

①光ファイバー網の整備促進
【総務Ｇ】

民間事業者との協力により、整備を進めます。
光ファイバー整備
促進事業

未実
施

情報収集段
階

達成され
ていない

光ファイバーの整備は
莫大な事業費が見込
まれる。他の工法など
の調査が必要

改善
光ファイバー以外の
整備方法の調査

総務G

①高度情報処理の推進【総務
Ｇ】

イベント、講座、特定健診等の申込及び一部
の申請などの活用を推進します。

高度情報処理シス
テム推進事業

実施
中

ある程度
達成

デュアスロンや検診な
ど、簡易申請システム
により受付をしている。

現状維
持

計画に基づき実施
中

総務G

②情報化による住民利便性の向
上（ＳＮＳを利用した情報発信）
【総務Ｇ】

スマートフォン等に対応した活用方法を検討
します。

情報発信力強化事
業

実施
中

ある程度
達成

FBの担当公開を試験
的に行い、新鮮な情
報を迅速に提供する
仕組みを検証してい
る。

現状維
持

計画に基づき実施
中

総務G

③公衆無線ＬＡＮの整備充実
【総務Ｇ】

公共施設におけるWi-Fi整備を計画的に実施
します。

公衆無線LAN充実
整備事業

実施
中

ある程度
達成

公共施設に随時整備
中

現状維
持

計画に基づき実施
中

総務G

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
前期

③～⑤の
理由

施策に対する事務
事業前期

施策の区分 施策の内容現在の進捗状況

1-6 ⑵情報通信の活用推進
②概ね順調に進ん
でいる

①～⑤を選択
施策
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前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－７防災体制の強化

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①地域防災計画及び国民保護
計画に基づく対策強化【総務Ｇ】

実際に起きた災害での課題や教訓を踏まえ、
地域特性や実情を考慮した計画の更新及び
充実を図ります。

国民保護対策活動
推進事業

実施
中

十分達成
計画に基づき実施中
であるとともに、適宜更
新

現状維
持

計画に基づき実施
中

総務G

防災対策事業
実施
中

十分達成

職員による対処訓練、
単位自治会を対象とし
た避難訓練及び図上
訓練を定期的に実施

現状維
持

定期的に訓練実施 総務G

（地域と連携した様々な災害減
災訓練の実施）【総務Ｇ】

（公的備蓄の着実な推進）【総務
Ｇ】

防災行政無線デジ
タル化整備事業

実施
中

十分達成
デジタル化に向けた情
報を収集

現状維
持

H31年実施設計、 総務G

③関係団体との連携や防災協
定の推進【総務Ｇ】

防災協定の締結による災害時における体制
強化を図ります。
また、警察や消防署、自衛隊などの関係機関
との連携を強化します。

防災協定推進事業
実施
中

十分達成

訓練実施において、
防災協定締結先にも
参加いただき連携強
化を図る。

現状維
持

計画に基づき実施
中

総務G

④災害時における避難者支援
体制の強化【総務Ｇ】

避難行動要支援者登録者数の増加を図ると
共に、個別支援計画の作成を推進します。
また、避難行動要支援者名簿を作成し、避難
支援関係者へ名簿を提供することで、災害時
における避難者支援体制の強化を図ります。

災害時避難者支援
体制強化事業

実施
中

十分達成

現計画に基づいて、
避難行動要支援者の
把握と避難支援関係
者と情報の共有を図っ
ている。

現状維
持

計画に基づき実施
中

総務G

①防災リーダーの養成【まちづく
りＧ】

自主防災の中心となる防災リーダーを全町的
に養成し、防災意識の高揚に努めます。

防災リーダー養成
事業

実施
中

十分達成

H29年度末現在、市街
地自治会を中心に345
名の防災リーダーが登
録されており、災害時
や災害訓練等におけ
る「共助」体制が整備
された。

現状維
持

計画に基づき実施
中

総務G

②自主防災組織の活動推進【ま
ちづくりＧ】

全自治会が自主防災組織を設立するように、
必要性の周知と設立に向けた準備等を支援
します。
また、自治会等の自主的な活動を支援するた
め「自主防災資機材等購入補助金」の周知を
図り活用を促します。

自主防災活動推進
事業

実施
中

十分達成

H29年度末現在、自主
防災組織は40自治会
（組織率59.8%）、資機
材整備は29自治会
（整備率43.3％）となっ
ているが、農村地区の
整備率が低いため継
続して普及を図る。

現状維
持

計画に基づき実施
中

総務G

担当G

総務G

総務G

前期

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

十分達成

十分達成

防災物資等整備事
業

現計画による防災資
機材について整備完
了

実施
中

現状維
持

計画に基づき実施
中

1-7 ⑵自助的活動の促進
①順調に進んでい
る

1-7 ⑴防災体制の充実、強化
①順調に進んでい
る

②備品の整備や訓練による防災
意識の向上、体制の強化【総務
Ｇ】

備蓄計画に基づく備蓄品の整備を充実しま
す。
また、総合災害訓練等を実施します。

単位自治会と連携した防災訓練を実施すると
ともに、防災備蓄品の公的備蓄を計画に沿っ
て推進します。

施策

拡充

計画に基づき実施
中

③～⑤の
理由

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

①～⑤を選択

実施
中

防災訓練事業

単位自治会を対象に
地域特性を考慮した
災害想定により避難行
動訓練を実施。

施策に対する事務
事業前期

13



前期評価

基本目標１-人を創り、地域力を高めるまちづくり

１－８消防・救急体制の強化

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

救助資機材更新整
備事業

実施
中

十分達成

無人小型機購入整備
救助資機材エアーマット更新整
備
三連梯子更新整備

現状維
持

定期的な更新維持
管理をするため

消防本部G

消防ポンプ自動車
等整備事業

実施
中

十分達成 大型水槽車更新整備 拡充
大型水槽車更新に
向けて事業の継続

消防本部G

車両等資機材維持
管理事業

実施
中

十分達成
車両及び資機材等の
維持管理

現状維
持

定期的な更新維持
管理をするため

消防本部G

②災害活動用職員貸与品の更
新【広域組合】

各種災害用貸与品の整備を計画的に進めま
す。

消防職員安全装備
品整備事業

実施
中

十分達成
救急活動用防寒衣購入
災害活動用ヘッドランプ
購入

現状維
持

災害活動用装備品
の維持管理

消防本部G

③デジタル無線設備の更新等維
持管理【広域組合】

通信指令施設とあわせ、デジタル無線設備を
更新し維持管理に努めます。

通信指令施設保守
管理事業

実施
中

十分達成

通信指令・デジタル無線施
設保守管理委託
通信指令施設構成機器更
新整備

現状維
持

指令施設の維持の
ため

消防本部G

①住宅用火災警報器の設置促
進と維持管理の指導【広域組合】

全戸設置を目標にＰＲ活動を継続します。ま
た、制度開始から８年が経過しているため、電
池切れへの対応等について各種防火指導や
広報を通じて適切な維持管理を指導します。

住宅用火災警報器
設置促進事業

実施
中

十分達成

町内広報誌及び組合Ｈ
Ｐに掲載
火災予防運動等の諸行
事にチラシの配布

現状維
持

火災による焼死事故
から守る

消防本部G

②消防関係団体との連携による
啓発活動の充実【広域組合】

消防外郭団体と連携し、消防弱者宅の防火
訪問や火災予防運動等の諸行事を通じて、
防火意識の高揚を図ります。

消防外郭団体等連
携強化事業

実施
中

十分達成
火災予防運動
消防ちびっ子大会
危険物安全週間

現状維
持

防火防災の強化を
図る

消防本部G

北海道消防操法訓
練大会参加事業

完了 十分達成
北海道消防操法訓練
大会優勝

休止・廃
止

次年度の参加出場
なし

消防本部G

消防団員確保事業
実施
中

十分達成
消防団員雇用事業所
との連携強化

現状維
持

消防団員数の確保 消防本部G

北見分会連合消防
演習事業費

未実
施

H33年に開
催予定

達成され
ていない

Ｈ33年に開催予定
現状維
持

技術の錬磨及び資
質の向上

消防本部G

②消防団安全装備品の計画的
整備【広域組合】

災害現場における消防団員の安全確保のた
め、装備品の整備を計画的に進めます。

消防団員装備品整
備事業

実施
中

十分達成
火災戦闘用ヘルメット装
備
新基準活動服整備

現状維
持

定期的な更新をす
るため

消防本部G

1-8 ⑷救急体制の強化
②概ね順調に進ん
でいる

①救急車両・資機材の更新整備
【広域組合】

現有の2B型救急自動車を高規格救急車に更
新整備するなど、計画的に救急車両・資機材
の更新整備を行い救急の充実強化に努めま
す。

救急車両・資機材
更新整備事業

実施
中

ある程度
達成

計画的な更新整備予
定

現状維
持

次期救急車両の更
新に向けて継続事
業

消防本部G

1-8
⑸救命に関する技術や知識の
普及

①順調に進んでい
る

①普通救命講習およびＡＥＤ講
習会の推進【広域組合】

救命入門コースや分割講習、ＷＥＢ講習によ
り受講の選択肢と受講しやすい環境を整え継
続普及に努めます。

救命講習等普及推
進事業

実施
中

十分達成
ＷＥＢ講習普及啓発ＰＲ
救命講習の実施

現状維
持

応急手当の指導及び
普及による救命率の向
上

消防本部G

1-8 ⑹消防施設の整備
①順調に進んでい
る

①消防庁舎耐震化の推進【広域
組合】

耐震診断結果に基づき消防庁舎の耐震化に
ついて検討を行います。

消防庁舎改築工事
事業

実施
中

十分達成
基本構想・基本計画の作
成

現状維
持

本工事実施のため 消防本部G

施策 担当G進捗状況 今後の方向性達成度
①～⑤を選択

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容 前期（H２８～３０）

1-8 ⑵火災予防広報活動の推進
①順調に進んでい
る

1-8 ⑶消防団の充実
②概ね順調に進ん
でいる

①消防団員の確保【広域組合】

消防団協力事業所のPRにより、団員の勤務
する職場を重点的に募集します。また、自治
会連合会女性部との連携や広報を通じて女
性団員の確保に努めます。

1-8 ⑴常備消防体制の充実
②概ね順調に進ん
でいる

①消防車両・救助資機材の更新
整備【広域組合】

整備計画により消防車両・救助資機材を更新
します。

前期
③～⑤の
理由

施策に対する事務
事業前期
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－１地域福祉機能の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

戦没者遺族援護事
業

実施
中

十分達成 慰霊祭の継続開催
現状維
持

参加者は、減少傾向にある
が、必要な事業のため、現
状維持

保健福祉G

社会福祉関係団体
補助事業

実施
中

十分達成
各団体に補助することにより、
活動の継続が可能となっている

現状維
持

今後も補助が必要
なため

保健福祉G

②社会福祉協議会の活動充実と支
援【保健福祉Ｇ】

人件費補助をはじめ社会福祉協議会への支
援により、さらなる地域福祉の活動の充実を図
ります。

社会福祉協議会補
助事業

実施
中

かなり達成
町の福祉施策の一部
を担う機関の設置

現状維
持

今後も補助が必要
なため

保健福祉G

③ボランティアセンターの充実と支援
【保健福祉Ｇ】

ボランティアセンター職員の人件費補助、人
材の発掘、養成・研修、ボランティアセンター
の活動の情報発信等を行います

ボランティアセン
ター充実支援事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

社協と連携し、各活動
を実施

現状維
持

今後も継続して実施
する必要があるため

保健福祉G

①成年後見実施機関の運営と市民
後見人の養成【保健福祉Ｇ】

社会福祉協議会と連携して成年後見実施機
関を運営し、総合相談、市民後見人の養成及
びフォローアップ、成年後見制度の普及啓発
を行います。

成年後見実施機関
運営事業

実施
中

かなり達成
社協と連携し、各活動
を実施

現状維
持

今後も継続して実施
する必要があるため

保健福祉G

②日常生活自立支援事業の推進
【保健福祉Ｇ】

福祉サービスの利用援助等を社会福祉協議
会と連携して推進します。

日常生活自立支援
推進事業

実施
中

かなり達成
社協と連携し、各活動
を実施

現状維
持

今後も継続して実施
する必要があるため

保健福祉G

①相談支援体制の充実【保健福祉
Ｇ】

生活困窮者の職業紹介、失業手当等に関す
る相談は、ハローワークへ情報提供します。

相談支援体制充実
整備事業

実施
中

十分達成
ハローワークへ情報提
供

現状維
持

今後も継続して実施
する必要があるため

保健福祉G

②生活困窮者に対する生活保障と
自立の助長【保健福祉Ｇ】

社会福祉協議会の応急援護資金、生活福祉
資金を紹介します。また、必要に応じて道の
自立相談支援機関に情報提供し、支援につ
なぎます。

生活困窮者支援事
業

実施
中

十分達成
社協と連携し、各支援
を実行

現状維
持

今後も継続して実施
する必要があるため

保健福祉G

施策に対する事務
事業

地域のつながりを深め、社会福祉協議会と連
携を図り地域福祉を推進するとともに、福祉事
業者・医療機関・企業等とも連携することでよ
り効果的な地域福祉の推進を図ります。

①順調に進んでい
る

①地域福祉を推進する体制づくり
【保健福祉Ｇ】

施策 進捗状況 担当G

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

前期
③～⑤の
理由

①～⑤を選択 前期

前期（H２８～３０）

今後の方向性達成度

2-1 ⑶低所得者への自立の支援
①順調に進んでい
る

2-1
⑵利用者の視点に立った福祉
サービスの提供

①順調に進んでい
る

2-1 ⑴地域福祉活動の推進
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－２高齢者福祉の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①高齢者保健福祉計画・介護保
険事業計画の推進【保健福祉
Ｇ】

「地域包括ケアシステム」を地域の実情に応じ
て構築し、介護保険制度を含めた高齢者保
健福祉施策の総合的な推進と円滑な実施を
目指します。

高齢者保健福祉総
合推進事業

実施
中

ある程度
達成

高齢者保健福祉計
画・介護保険事業計
画の推進

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

②高齢者虐待防止及び早期発
見のための体制の整備【保健福
祉Ｇ】

高齢者虐待防止ネットワーク会議を開催し、
虐待の早期発見や発見時の対応協議を行う
とともに、地域の連携協力体制づくりを推進し
ます。

高齢者虐待防止体
制整備事業

実施
中

ある程度
達成

高齢者虐待防止及び
早期発見のための各
種相談の受付

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

③緊急通報装置の整備による高
齢者等の安心の確保【保健福祉
Ｇ】

身体的又は精神的に緊急事態に機敏に行動
することが困難と認められる高齢者等の居宅
に緊急通報装置を設置します。

緊急通報電話機等
設置事業

実施
中

ある程度
達成

緊急通報装置の設置
現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

④地域における見守り体制の充
実【保健福祉Ｇ】

地域自治会や民生委員、ボランティアなどに
よる地域で高齢者を見守る体制づくりについ
て推進します。

地域見守り体制充
実整備事業

実施
中

ある程度
達成

地域における見守り体
制づくりの推進

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

⑤認知症高齢者対策の推進【保
健福祉Ｇ】

認知症の相談支援体制づくり、認知症に関す
るネットワークの強化を図るとともに、認知症の
理解を促進します。

認知症高齢者対策
推進事業

実施
中

ある程度
達成

認知症高齢者対策の
推進

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

①健康づくり・疾病予防の推進
【保健福祉Ｇ】

要介護状態の要因となる生活習慣病等の疾
病予防や早期発見のため、壮年期からの健
康づくりの推進を図ります。

地域における健康
づくり推進事業

実施
中

かなり達成
健康増進計画に基づ
くライフステージに応じ
た教室を実施

現状維
持

対象に応じた健康
教育等の実施

保健福祉G

②認知症に対する支援体制の
整備【保健福祉Ｇ】

認知症に関するネットワークの強化、認知症
の理解の促進、認知症高齢者等及び家族に
対する支援を行います。

認知症高齢者見守
り事業

実施
中

ある程度
達成

やすらぎ支援事業
現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

③生活支援サービスの基盤整備
の推進【保健福祉Ｇ】

多種多様な生活支援の取組をコーディネート
する機能の充実や、高齢者自らも含めた資源
開発などの基盤整備を推進します。

生活支援体制整備
事業

実施
中

ある程度
達成

生活支援・介護予防
体制整備推進協議体
の開催

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

地域福祉活動支援
事業

実施
中

ある程度
達成

小型除雪機貸与
現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

在宅福祉サービス
支援事業

実施
中

ある程度
達成

在宅福祉サービス支
援事業

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

⑤災害時における避難支援【保
健福祉Ｇ】

避難行動要支援者名簿作成により、災害発
生時に自力では避難できない要支援者のた
めの地域の自主的な取組を促進します。

災害時避難支援体
制強化事業

実施
中

ある程度
達成

避難行動要支援者名
簿作成

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

担当G
施策に対する事務
事業 進捗状況 今後の方向性達成度

間口除雪などの冬期間の生活環境の整備、
災害時における避難支援、住環境の整備を
行います。

2-2 ⑵自立生活の支援
②概ね順調に進ん
でいる

④生活環境の整備【保健福祉
Ｇ】

現在の進捗状況

施策

前期（H２８～３０）

2-2 ⑴高齢社会への対応
②概ね順調に進ん
でいる

③～⑤の
理由

①～⑤を選択 前期

施策の区分 施策の内容

前期
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－２高齢者福祉の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

担当G
施策に対する事務
事業 進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況

施策

前期（H２８～３０）

③～⑤の
理由

①～⑤を選択 前期

施策の区分 施策の内容

前期

2-2 ⑶権利擁護事業※の促進
②概ね順調に進ん
でいる

①成年後見制度の普及啓発、市
民後見の推進【保健福祉Ｇ】

相談窓口の運営、成年後見制度の周知及び
市民後見人の育成・支援を行うことにより高齢
者の権利擁護を図ります。

成年後見制度推進
事業

実施
中

ある程度
達成

成年後見支援セン
ターの委託

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

2-2
⑷地域包括支援センター※の
機能充実

①順調に進んでい
る

①機能の充実と適正運営【保健
福祉Ｇ】

業務量に応じた人員配置、行政との連携強
化、運営協議会の設置によりセンターの円滑
な運営や評価を行います。

地域包括支援セン
ター運営事業

実施
中

かなり達成
相談やケアマネジメン
ト業務の事業を実施。

現状維
持

計画に基づき実施。 保健福祉G

①小規模多機能型居宅介護施
設等の整備【保健福祉Ｇ】

高齢者が安心して在宅生活を送れるように民
間活力による小規模多機能型居宅介護施設
の整備に向けて検討します。

小規模多機能居宅
等介護拠点事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

小規模多機能型居宅
介護施設の整備に向
けて検討

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

緑の苑移転改築補
助事業

実施
中

ある程度
達成

補助事業
現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

緑の苑多床室運営
費補助事業

実施
中

ある程度
達成

補助事業
現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

老人憩の家等運営
事業

実施
中

ある程度
達成

老人憩の家・常設老
人クラブの委託

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

民間活力を活かしたケアハウス、サービス付き
高齢者向け住宅等の整備について、事業者と
の協議を行います。

2-2 ⑸高齢者福祉施設の整備 ③やや遅れている

事業を行う
事業者を
探している
段階のた
め ②高齢者のニーズに合った多様

な住まいや施設の確保【保健福
祉Ｇ】
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－２高齢者福祉の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

担当G
施策に対する事務
事業 進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況

施策

前期（H２８～３０）

③～⑤の
理由

①～⑤を選択 前期

施策の区分 施策の内容

前期

①高齢者の就労に対する支援
【保健福祉Ｇ】

みどり就労センターへの活動支援及び活動等
について広くＰＲし意欲ある高齢者の就業の
参加を促します。

シルバー人材セン
ター支援事業

実施
中

ある程度
達成

シルバー人材センター
への支援

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

②生涯学習、文化・スポーツ活
動機会の充実【社会教育Ｇ】

元気な高齢社会を築くために、元気な高齢者
の積極的な社会参画活動を支援する生涯学
習や学習会などの推進を図ります。

高齢者社会参画活
動推進事業

実施
中

ある程度
達成

平成30年度アクティブ
シニアセミナの開催

現状維
持

計画に基づき実行
する

社会教育G

高齢者交流事業
実施
中

ある程度
達成

地域での通いの場の
整理

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

敬老会開催事業
実施
中

ある程度
達成

敬老会開催 改善 計画に基づき実行 保健福祉G

老人クラブ支援事
業

実施
中

ある程度
達成

老人クラブへの支援
現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

（高齢世代の居場所、出番の創
出）【保健福祉Ｇ】

現状でも、高齢者の相互交流の場は広がりつ
つあります。引き続き、「きょういく」「きょうよう」
といった多様な交流の場への支援を行って参
ります。

④高齢者の学習と活動機会の充
実【社会教育Ｇ】

高齢者学級として実施している「明和大学」
は、高齢者が自ら学び活動し、生きがいを創
出する場として、その果たす役割が大きいこと
から、今後とも学生などの要望を的確に捉え、
魅力ある授業内容を検討し、楽しく学び続け
られるよう取り組みます。
明和友の会のサークル活動等、自主的な活
動を支援するとともに、学習希望者への学習
提供方法を検討します。
マナビティーセンターにおいて活動している
団体・サークル等の情報を広く提供し、高齢
者の社会参加へのきっかけづくりを推進しま
す。

高齢者学級運営事
業

実施
中

かなり達成

明和大学及び明和大
学友の会の学習提
供、各種サークル団体
の情報提供を実施し
ている

現状維
持

実施計画に基づき
実行

社会教育G

介護従事者等資格
取得支援事業補助
金

実施
中

ある程度
達成

補助事業
現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

介護保険安定健全
化事業

実施
中

ある程度
達成

出前講座を活用し、自
治会等へ制度改正の
内容や仕組みについ
て周知。

現状維
持

計画に基づき実施。 保健福祉G

2-2 ⑺介護保険事業の安定化
②概ね順調に進ん
でいる

①介護保険事業の安定と健全化
【保健福祉Ｇ】

制度改正の内容や仕組みについて、各種広
報媒体を活用して啓発活動に努めます。
安定した制度運営を行うため介護給付費等の
適正化に対する取組に努めます。

町内の各老人クラブの活動に対して支援を行
います。
高齢者団体等のボランティア活動や健康づく
り活動のために多目的バスの貸出し等を行い
ます。

2-2
⑹高齢者の社会参加、生きが
い活動の促進

②概ね順調に進ん
でいる

③社会活動参加の促進【保健福
祉Ｇ】
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－３障がい者福祉の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①障がい者計画及び障がい福
祉計画の推進【保健福祉Ｇ】

美幌町障害者自立支援協議会において障が
い計画等の進行管理を行います。

各種団体補助事業
実施
中

十分達成
障がい者団体運営の
支援

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

障がい者相談支援
事業

実施
中

かなり達成 相談窓口の設置
現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

心の健康相談事業
実施
中

ある程度
達成

こころの健康相談によ
る個別相談、講演会に
よる啓発

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

福祉ハイヤー利用
料助成事業

実施
中

かなり達成
タクシーチケット配布
による交通費助成

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

通院等交通費助成
事業

実施
中

かなり達成
障がいに係る通院交
通費の助成

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

障害福祉サービス
給付等事業

実施
中

ある程度
達成

障がい福祉サービス
の給付による生活支
援

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

地域生活支援事業
実施
中

ある程度
達成

地域生活支援事業提
供による生活支援

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

障害支援区分認定
等審査事務

実施
中

十分達成
障がい福祉サービス
給付のための区分認
定

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

重度心身障害者医
療費助成事業

実施
中

十分達成
重度障がい者への医
療費助成

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

②障がい者の家族・支援団体等
のニーズ把握【保健福祉Ｇ】

障がい者施策の推進にあたっては、障がい者
やその家族、団体などから意見を聞き取り、施
策の反映に努めます。

障がい者支援実態
把握事業

実施
中

十分達成
計画策定時にアン
ケート実施

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

①障がい者の生活・訓練施設の
整備促進【保健福祉Ｇ】

民間活力によるグループホームの整備の支援
を行います。

障がい福祉サービ
ス給付等事業

実施
中

十分達成

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ整備に伴
い､過去の寄付金を活
用して助成を実施。民
間事業へ情報提供等
の支援を行った。

拡充
ｱﾝｹｰﾄ調査等を実
施し,ﾆｰｽﾞの把握を
行う。

保健福祉G

子ども発達支援セ
ンタ－運営事業

実施
中

ある程度
達成

通所希望者の増加に
対応するため施設を
移転して療育室の確
保が図られたが、指導
員の増員が困難な状
況にある。

拡充
通所希望者の増加
に対応するため指
導員を増員する。

児童支援G

幼児ことばの教室
運営事業

実施
中

かなり達成
通所希望者は増加傾
向にあるが、現状の体
制の中で運営した。

現状維
持

通所希望者は増加
傾向にあるが、現状
の体制で運営してい
く。

児童支援G

子ども発達支援セ
ンタ－移転改修事
業

完了 十分達成
個別療育室、遊戯室
等の整備

休止・廃
止

改修が済んだため。 児童支援G

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
施策に対する事務
事業

②子ども発達支援センターの充
実【児童支援Ｇ】

心身に障がいを有する又はことばの発達の遅
れた未就学児童の日常生活における基本動
作の訓練、集団生活への適応訓練と家族へ
の必要な指導、助言を実施します。

2-3 ③やや遅れている

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰ
ﾑの定員拡
充はあっ
たが、十分
とは言えな
い状況の
ため

⑶障がい者福祉施設の整備

障がい者の自立を支援するため、移動支援、
日中一時支援、地域活動支援センターなど障
がい福祉サービスの提供体制の充実を図りま
す。

障害者相談員や地域包括支援センターの相
談窓口設置により相談を行います。

2-3
⑵障がい者の自立生活の支
援

②概ね順調に進ん
でいる

①福祉サービスの提供体制の充
実【保健福祉Ｇ】

2-3
⑴障がい者福祉の推進体制
の充実

①順調に進んでい
る

②障がい者に関する相談、指導
の充実【保健福祉Ｇ】

施策 ③～⑤の
理由

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

①～⑤を選択 前期 前期
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－３障がい者福祉の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
施策に対する事務
事業

施策 ③～⑤の
理由

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

①～⑤を選択 前期 前期

①就労機会の確保【保健福祉
Ｇ】

障がい者の一般就労移行や就労確保の場の
拡大など関係機関との連携を図り、地域全体
で雇用の場の確保に努めます。

障がい者就労支援
事業

実施
中

ある程度
達成

商工会議所を通じパ
ンフレット等配布

拡充
就労の場所の確保
のため啓発等が必
要

保健福祉G

（障がい者への働く場の支援）
【保健福祉Ｇ】

関係機関等の協力を得ながら、引き続き障が
い者の自立支援対策に努めて参ります。

①障がい者虐待防止【保健福祉
Ｇ】

組織体制づくり、関係機関職員の資質向上、
啓発活動等を実施し、関係機関との連携を図
り虐待の防止や早期発見等の取り組みを強
化していきます。

障がい者虐待防止
事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

法の周知、啓発 拡充
障がい者の権利擁
護についての啓発
等が必要

保健福祉G

②成年後見制度の普及啓発、市
民後見の推進【保健福祉Ｇ】

相談窓口の運営、成年後見制度の周知及び
市民後見人の育成・支援を行うことにより障が
い者の権利擁護を図ります。

成年後見制度普及
啓発事業

実施
中

ある程度
達成

講演会実施
現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

2-3
⑷障がい者の社会参加、生き
がい活動の促進

②概ね順調に進ん
でいる

2-3 ⑸権利擁護事業の促進
②概ね順調に進ん
でいる
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－４子育て支援の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①子ども・子育て支援事業の推
進【児童支援Ｇ】

子ども・子育て支援新制度は、幼児期の学校
教育・保育、地域の子ども・子育て支援を総合
的に推進するために制定された子ども・子育
て関連３法に基づく新たな制度で、その支援
内容については子ども・子育て支援事業計画
により着実な推進を図ります。

次世代育成支援推
進事業

実施
中

かなり達成

計画にある事業の実
施状況評価では、概
ね計画どおりに進んで
いる。

現状維
持

計画に基づき実施 児童支援G

乳幼児等医療費助
成事業

実施
中

十分達成
対象を拡大することに
より、支援を拡大

改善
さらなる拡大につい
て、検討が必要なため

保健福祉G

水道未普及地区健
康被害防止事業

実施
中

ある程度
達成

浄水器設置の補助、
対象者がいない為申
請なし

現状維
持

継続して実施 環境生活G

①育児に関する相談体制の充
実【児童支援Ｇ】

子育て支援センターへの直接電話や来所に
よる相談を受け付け、親の育児不安などの解
消を図ります。

子育て支援セン
ター運営事業

実施
中

十分達成

電話や来所による相
談を受け、子育てに関
する悩みや不安につ
いてアドバイスをする
ことができた。

現状維
持

安心して子育てがで
きるようサポートして
いく。

児童支援G

②子育てサポートボランティアの
人材養成【児童支援Ｇ】

子育て支援センターで託児が必要な行事が
多い反面、託児ボランティアが不足しているた
め、養成を図ります。

子育て支援人材養
成事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

託児ボランティアの育
成が数名しかできな
かった。

現状維
持

託児ボランティアを
育成していく。

児童支援G

③児童虐待の早期発見と速やか
な保護をはかる相談体制の充実
【児童支援Ｇ】

各児童福祉施設や幼稚園又は児童の健診時
などを通じ児童虐待などの早期発見、未然防
止に努めます。

児童虐待未然防止
事業

実施
中

十分達成

関係機関との情報共
有等により早期対応に
努め、大きな事件に繋
がらなかった。

現状維
持

現状の中で早期発
見、未然防止に努
めることができてい
る。

児童支援G

④虐待防止支援体制の充実【児
童支援Ｇ】

児童虐待と思われるケースについては、要保
護児童対策地域協議会等と協議の上、対策
を講じます。

要保護児童対策充
実事業

実施
中

十分達成

ケースにより要保護児
童対策地域協議会を
開催して対策を講じ、
大きな事件に繋がらな
かった。

現状維
持

ケースにより随時要
保護児童対策地域
協議会を開催し、対
策を講じている。

児童支援G

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

2-4
⑵子育てに関する相談・指導
の充実

②概ね順調に進ん
でいる

2-4 ⑴次世代育成支援
②概ね順調に進ん
でいる

②子育て世代への支援【保健福
祉Ｇ】

子育て世代の負担軽減のため、医療費軽減
について、国や道に要望するとともに、町にお
いても財政状況を勘案しながら支援の拡大を
図ります。

①～⑤を選択 前期

施策に対する事務
事業

施策

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

前期
③～⑤の
理由
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－４子育て支援の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
①～⑤を選択 前期

施策に対する事務
事業

施策

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

前期
③～⑤の
理由

①特別保育を含めた保育園(所)
の充実【児童支援Ｇ】

保育園での一時預かりや障がい児保育を実
施します。
保護者の労働実態により保育の必要量に
合った保育区分を設けます。
少子化で児童数が減少する中で保育園・季
節・へき地保育所、民間保育所を含めた今後
のあり方を検討します。

へき地保育所運営
事業

実施
中

十分達成

中央保育所（季節保
育所）を平成28年度で
閉所し、一時預かり等
については施策どおり
実施した。

現状維
持

中央保育所（季節保
育所）はH28で閉所
したが、少子化や民
間の認定こども園等
の整備が進むため、
保育園の今後のあり
方を検討する。

児童支援G

②保育料軽減など子育て世代へ
の支援【児童支援Ｇ】

子育て世代の負担軽減のため、保育料の軽
減を図って参ります。

子育て世代支援事
業

実施
中

十分達成
保育料の軽減を実施
し、保護者の負担軽減
が図られた。

拡充
国の制度に基づき、
保育料軽減を図っ
た

児童支援G

保育対策事業
実施
中

あまり達成
されていな
い

施設が老朽化した町
立保育園の改築等の
検討を、本格的にして
いない。

現状維
持

町立保育園の改築
等の際に検討する。

児童支援G

民間保育園利用者
補助事業

実施
中

十分達成
民間保育所で０歳児
保育、休日保育を実
施している。

現状維
持

民間保育所で０歳
児保育、休日保育を
実施する。

児童支援G

①学童保育所の充実【児童支援
Ｇ】

留守家庭等となる児童の健全育成と福祉増
進を図ります。
法改正による対象学年拡大に伴い現有施設
の拡大の可能性を探りながら今後学年拡大に
ついて検討します。

学童保育所設置事
業

実施
中

ある程度
達成

法改正による対象学
年拡大に伴い現有施
設での拡大の可能性
を探りながら検討・協
議した。

現状維
持

法改正による対象学
年拡大に伴い、現
有施設での学年拡
大を図る。

児童支援G

児童センター運営
事業

実施
中

十分達成

少子化等により利用者
数は減少傾向である
が、子どもたちに健全
な遊びの場を提供

現状維
持

現状の施設で運営
する。

児童支援G

コミュニティセン
ター改修等整備事
業

完了 十分達成
玄関修繕、カーテンの
更新

休止・廃
止

改修が済んだため。 児童支援G

①ひとり親家庭への相談体制の
充実【保健福祉Ｇ】

児童扶養手当の申請受付、ひとり親家庭医療
費の助成、母子寡婦福祉資金の受付等を行
います。

ひとり親家庭等医
療費助成事業

実施
中

十分達成
各受付及び助成を実
施

現状維
持

今後も継続して実施
する必要があるため

保健福祉G

②母子家庭への就労支援【保健
福祉Ｇ】

母子家庭の生活の安定と向上のため就労情
報の提供と支援を実施します。

母子家庭就労支援
事業

実施
中

十分達成
就労情報の提供と支
援を実施

現状維
持

今後も継続して実施
する必要があるため

保健福祉G

②児童センターの充実【児童支
援Ｇ】

地域の子ども達に健全な遊び場を提供しま
す。

2-4 ⑸ひとり親福祉の充実
①順調に進んでい
る

2-4 ⑷学童保育の充実
②概ね順調に進ん
でいる

2-4 ⑶保育園(所)の充実
②概ね順調に進ん
でいる

③０歳児保育・休日保育の推進
【児童支援Ｇ】

町内の民間保育所で０歳児保育、休日保育
を実施します。
町立保育園では施設の老朽化による改築等
の際に検討します。
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－４子育て支援の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
①～⑤を選択 前期

施策に対する事務
事業

施策

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

前期
③～⑤の
理由

母子健康教育事業
実施
中

かなり達成
事業実施内容の改善
により参加者の参加率
が向上

現状維
持

妊娠期から切れ目
のない支援の継続

保健福祉G

幼児歯科健診事業
実施
中

かなり達成 う歯保有率が減少
現状維
持

早期からのう歯対策
の実施

保健福祉G

妊婦・乳幼児等健
診相談事業

実施
中

かなり達成
専門職の配置により相
談事業の充実を図っ
た

拡充
健診、相談体制の
充実

保健福祉G

養育医療給付事業
実施
中

ある程度
達成

対象者(未熟児）が出
生した際には医療機
関と連携し事業を実施

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

プレママサポート
等事業

実施
中

かなり達成
補助該当者に100%支
給

現状維
持

子育て世代の経済
的負担軽減が必要

保健福祉G

2-4 ⑺家庭における食育
②概ね順調に進ん
でいる

①健全な食生活の推進【保健福
祉Ｇ】

食育に関する情報提供や料理教室等を開催
し、子どもたちが生涯にわたり健康で質の高
い生活を送ることができるよう食育を推進しま
す。

食育推進事業
実施
中

かなり達成
健診や料理教室実施
時に食育の普及が図
られた

現状維
持

子どもたちの健康な
生活のために必要

保健福祉G

母子健康教育や乳児全戸訪問、乳幼児健
診、乳幼児相談により、異常の早期発見、早
期治療につなげるとともに、子育て支援を充
実することにより、母子の健康推進を図りま
す。

②経済的支援の充実【保健福祉
Ｇ】

妊産婦や子育て家庭の経済的負担を軽減
し、子育てを支援します。

2-4 ⑹母子保健の推進
②概ね順調に進ん
でいる

①妊婦健診や乳幼児健診等に
よる母子保健の推進【保健福祉
Ｇ】
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－５保健予防対策の推進

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

総合的な保健体制
充実事業

実施
中

十分達成
全休日における当番
医設置

現状維
持

休日当番医の開設
が必要

保健福祉G

保健衛生推進事務
実施
中

かなり達成 講演会の開催
現状維
持

町民の保健意識の
向上を図る

保健福祉G

救急告示公的病院
等運営費補助事業

実施
中

十分達成
脳疾患への救急搬送
で障がいの軽減と医
療費削減

現状維
持

脳疾患の救急搬送
体制維持が必要

保健福祉G

各種がん健診等実
施事業

実施
中

かなり達成
健診によりがんが発見
され、早期治療につな
がった

現状維
持

がんの早期発見お
よび治療につなげる

保健福祉G

健康診査実施事業
実施
中

かなり達成
健診対象者への周知
により受診者が増加

現状維
持

生活習慣病の予
防、発見による医療
費抑制

保健福祉G

健康教育相談事業
実施
中

かなり達成
職域や自治会など各
種団体において健康
教育や相談を実施

現状維
持

啓発事業を継続し、
疾病予防を図る。

保健福祉G

エキノコックス症対
策事業

実施
中

かなり達成
エキノコックス症検査
の実施

現状維
持

感染症予防法に基
づき検査機会を設
ける

保健福祉G

健康づくり推進事
業

実施
中

十分達成
健康づくり教室の開催
予防接種・各種検診
に対する助成

現状維
持

健康増進に関する
知識を深めてもら
い、未然に病気を予
防する。

環境生活G

②総合的で連携を強化した地域
保健、学校保健、職域保健の推
進【保健福祉Ｇ】

地域、学校、家庭、企業が連携し、健康課題
や対策に取り組むことにより、健康づくりの推
進を図ります。

健康づくり関係機
関総合連携強化事
業

実施
中

かなり達成
町民団体、学校およ
び職域団体での出前
講座を実施

現状維
持

各団体と連携し健康
意識の向上を図る

保健福祉G

乳幼児等予防接種
事業

実施
中

かなり達成
乳幼児の疾病予防が
図られた

現状維
持

予防接種を実施し、
発症予防に努める

保健福祉G

成人期予防接種事
業

実施
中

かなり達成
高齢者の予防接種に
より重症化予防が図ら
れた

現状維
持

予防接種を実施し、
発症予防に努める

保健福祉G

予防接種健康被害
調査事業

実施
中

十分達成 予防接種事故は無し
現状維
持

予防接種法により町
が実施する

保健福祉G

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
施策に対する事務
事業

③予防接種による感染症予防
【保健福祉Ｇ】

感染のおそれがある疾病の知識を普及すると
ともに発生、蔓延及び重症化を予防するため
各種予防接種を行うことにより健康増進を図り
ます。

2-5 ⑵保健予防、保健指導の推進
②概ね順調に進ん
でいる

①生活習慣病予防のための各
種健（検）診等の実施と生活改善
に向けた保健指導の実施【保健
福祉Ｇ】

2-5 ⑴総合的な保健体制の充実
②概ね順調に進ん
でいる

①健康づくりの推進や保健医療
体制の整備充実【保健福祉Ｇ】

各種がん検診や健康診査及び健康相談、保
健指導などを実施するとともに、受診しやすい
体制を整備することにより生活習慣病の予
防、疾病等の早期発見、早期治療を促し、町
民の健康増進を図ります。

施策

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

保健医療関係団体の活動を支援し、保健医
療体制を整備するとともに各組織の連携充実
及び活動の推進を図ります。

前期
③～⑤の
理由

①～⑤を選択 前期
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－５保健予防対策の推進

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
施策に対する事務
事業

施策

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

前期
③～⑤の
理由

①～⑤を選択 前期

2-5 ⑶介護予防の推進
②概ね順調に進ん
でいる

①生活習慣病や認知症を予防
する生活の理解と自ら健康づくり
に取り組める環境の整備等【保
健福祉Ｇ】

老人クラブ等での健康相談、出前講座や地域
と協力した介護予防教室の実施、保健福祉総
合センターを活用した各種教室の開催、認知
症についての知識の普及啓発や認知症予防
ボランティアによる事業の充実により介護予防
を推進します。

一般介護予防事業
実施
中

かなり達成

健康教育、訪問およ
び相談におけるセルフ
ケア指導や支援者へ
の指導を実施

現状維
持

高齢者の生活習慣
病予防および介護
予防が必要

保健福祉G

2-5
⑷介護予防マネジメント体制
※の確立

①順調に進んでい
る

①介護予防ケアプランの作成
【保健福祉Ｇ】

地域包括支援センター職員のスキルアップを
図り、適正な支援を行います。
認定者の増加に伴い、センター職員の充実を
図ります。

介護予防マネジメ
ント事業

実施
中

ある程度
達成

毎月、事例検討会を
実施し、スキルアップ
を図っている。

現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

①ヘルスリーダーの養成、育成
及び活動の推進【保健福祉Ｇ】

ヘルスリーダーの人材確保に努めるとともに、
資質の向上を図り、町民が健全な食生活を送
ることができるよう健康教育を主体的に企画実
践し、健康増進を図ります。

ヘルスリーダー活
動推進事業

実施
中

かなり達成

ヘルスリーダー中心の
料理教室を開催し、食
からの健康意識の向
上が図られた

現状維
持

食を中心とした健康
づくりの推進

保健福祉G

健康づくり総合的
推進事業

実施
中

ある程度
達成

町民の健康課題の分
析と評価を行い、対策
を検討した

現状維
持

町民の健康課題の
解決には期間が必
要

保健福祉G

地域における健康
づくり推進事業

実施
中

かなり達成
健康増進計画に基づ
くライフステージに応じ
た教室を実施

現状維
持

対象に応じた健康
教育等の実施

保健福祉G

（健康づくりの総合的、計画的推
進）【保健福祉Ｇ】

健康課題を分析・評価しながら、必要な施策
を検討し、取り組んで参ります。

③質の高い健康運動指導体制
の充実【保健福祉Ｇ】

健康運動指導士の確保に努めるとともに、運
動指導員への研修等により健康運動指導体
制の向上を図ります。

健康運動指導体制
充実整備事業

実施
中

かなり達成
健康運動指導士の研
修会派遣と指導員向
け研修会を実施

現状維
持

町民の健康増進へ
指導充実が必要

保健福祉G

④保健福祉総合センターの施設
整備及び充実【保健福祉Ｇ】

適切な施設運営により、保健福祉、健康づくり
の中核施設としての機能を維持するため施設
の整備、充実を図ります。

保健福祉総合セン
ター整備事業

実施
中

ある程度
達成

各設備の経年劣化に
対応した修繕の実施

現状維
持

施設の適切な維持
管理のため

保健福祉G

「美幌町健康増進計画」に基づくライフステー
ジに応じた健康づくりの推進のため、健康相
談、出前講座や各種教室を実施し、総合的な
健康づくりを推進します。

2-5 ⑸健康づくりの推進
②概ね順調に進ん
でいる

②地域における健康づくりの推
進【保健福祉Ｇ】
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－６地域医療体制の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①固定医師の確保【国保病院】

ホームページによる医師募集やインターネット
を活用した募集広告の掲載など招へい活動
に取り組み、眼科医師の常勤化や産婦人科
医、麻酔医の招聘に努めます。

固定医師確保事業
実施
中

かなり達成
呼吸器内科医師、外
科医師、婦人科医師
を確保した

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

総務G

②新たな診療科の検討【国保病
院】

医療ニーズを踏まえ、産婦人科、呼吸器内
科、精神科など新たな診療科の開設を検討す
るとともに、非常勤医師による専門外来・特殊
外来の開設を検討します。

新規診療科開設検
討事業

実施
中

かなり達成
婦人科、呼吸器内科
を開設

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

総務G

医療機器等更新事
業

実施
中

かなり達成
年次的に更新実施、
新たな診療科への機
器の購入

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

総務G

病院設備改修事業
実施
中

ある程度
達成

年次的に設備改修実
施

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

総務G

（国保病院の医療提供体制、医
療機器の充実）【国保病院】

医師確保については、今後も継続して実施し
ます。産婦人科医の招聘及び眼科医の固定
化を目指します。医療機器更新は、次期更新
計画を策定し、計画的に整備する予定で、整
形外科・脳神経外科・泌尿器科でMRIが必要
であるため更新の検討を行います。

④医療従事者等の育成確保【国
保病院】

患者本位で安全かつ質の高い医療を提供す
るため、患者接遇の向上に取り組むとともに、
高い技術や知識を有する看護師や医療技師
など医療従事者の育成・確保や経営管理を
担う事務局体制の強化を図ります。

医療従事者育成確
保事業

実施
中

ある程度
達成

看護師、臨床工学技
士、理学療法士、診療
情報部門に事務職を
採用

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

総務G

⑤新たな収支改善対策の推進
【国保病院】

これまでの経費節減・抑制対策の検証や、施
設基準の見直しによる診療報酬の増加対策
を進めるとともに、新たな公立病院改革プラン
の作成に取り組みます。

公立病院収支改善
対策推進事業

実施
中

かなり達成 改革プラン作成済み
現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

総務G

⑥病床機能の見直し検討【国保
病院】

病床稼働率の向上や町民の医療ニーズを踏
まえ、一般病床から療養型病床への一部転
換について検討を進めます。また、病診連携
を推進するため、開放型病床（オープンベッ
ド）の設置についても検討を進めます。

病床機能改善検討
事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

病床機能を見直し、地
域包括ケア病床の実
施に向け取り組んでい
る。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

総務G

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
施策に対する事務
事業

必要な医療機器等の更新計画を作成し年次
的に整備を行います。また、新たな診療科の
開設に伴い必要な高度医療機器の導入を進
めます。

2-6 (1)国民健康保険病院の充実
②概ね順調に進ん
でいる

③施設・設備や医療機器の充実
【国保病院】

施策 ③～⑤の
理由

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

①～⑤を選択 前期 前期
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－６地域医療体制の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
施策に対する事務
事業

施策 ③～⑤の
理由

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

①～⑤を選択 前期 前期

①地域包括ケアの推進【国保病
院】

高齢化が進展する中、高齢者を在宅で支援
するシステムとして在宅医療（訪問診療）を推
進するとともに、在宅療養支援病院の施設基
準の取得や院内に居宅介護支援事業所を設
置し、退院後のケアプラン作成に取り組みま
す。
また、健診など予防医療（保健事業）の充実
や医療ソーシャルワーカーによる相談体制の
充実に努めます。

地域包括ケア推進
事業

実施
中

ある程度
達成

在宅療養支援病院及
び居宅介護支援事業
所は、さらに検討を要
す。医療ソーシャル
ワーカーによる相談を
実施

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

総務G

（地域包括ケアシステムの確立）
【保健福祉Ｇ】

地域の特性を活かしながら、地域にあったより
良いシステムが構築できるよう引き続き取り組
んで参ります。

①病診・病病連携強化【国保病
院】

地域医療連携室の機能として地域の病院や
診療所との医療連携を強化し、それぞれの医
療機関の機能に応じ役割を分担し、症状に応
じた適切な医療の提供に努めます。

地域医療連携推進
事業

実施
中

かなり達成
地域連携室による病
院、診療所等への連
絡調整を実施

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

総務G

（病病、病診等地域医療連携の
推進）【国保病院】

病院改革プランで地域包括ケアの推進が求
められ、地域医療連携室に居宅介護事業所
の設置や訪問看護師の採用などマンパワー
の充実を図ります。地域医療連携を図るため
電子カルテの導入に合わせ、地域連携システ
ムの導入で保健・医療・福祉・介護施設などの
連携と北見日赤との医療連携を実施します。

2-6 ⑷救急医療体制の充実
①順調に進んでい
る

①国保病院における救急医療体
制の充実【国保病院】

地域により密着した救急医療を提供するた
め、休日の常勤医師による救急診療体制の
構築を推進します。

救急医療体制充実
整備事業

実施
中

十分達成
常勤医師の増による
体制強化

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

総務G

2-6
⑸医療従事者等の確保対策
の推進【保健福祉Ｇ】

②概ね順調に進ん
でいる

医療・福祉・介護の現状、医療従事者の定着
率、今後のニーズ等、現行の制度設計の見直
しを含め検討いたします。

医療従事者就業支
援等補助事業

実施
中

かなり達成
医療従事者が町内医
療機関を選択する一
因となっている

現状維
持

町内医療機関の医
療従事者確保に必
要

保健福祉G

2-6
⑹医療、保健、介護、福祉ネッ
トワークの確立【保健福祉Ｇ】

②概ね順調に進ん
でいる

関係機関の連携が不可欠であり、引き続き
ネットワーク形成構築のための研究を進めて
参ります。

医療等ネットワーク
推進事業

実施
中

十分達成

保健・医療・福祉ネット
ワーク推進委員会設
置し、施策や具体的な
取組を検討

統合
2-6-(3)①病診・病
病連携強化に統合

保健福祉G

2-6 ⑶広域医療体制の充実
②概ね順調に進ん
でいる

⑵保健・医療・介護・福祉との
連携強化

②概ね順調に進ん
でいる

2-6
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－７生活環境保全・緑化活動の推進

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

地球温暖化防止対
策事業

実施
中

かなり達成 公共施設のＬＥＤ化
現状維
持

計画に基づき実行 環境生活G

エコハウス修繕事
業

完了 十分達成
外装羽目板の塗り替
え

休止・廃
止

修繕完了のため 耕地林務G

2-7 ⑵自然環境の保護
②概ね順調に進ん
でいる

①自然環境保護に対する地域
による取組への支援【環境生活
Ｇ】

地域のボランティアによって、魚無川一斉清
掃活動を実施します。
環境緑化保護地区の保全を進め、貴重な自
然が失われないよう努めていきます。

自然環境保護意識
高揚事業

実施
中

かなり達成 計画的な清掃の実施
現状維
持

継続して実施 環境生活G

2-7 ⑶公害の防止
①順調に進んでい
る

①関係機関との連携による巡視
活動の強化と公害に関する企業
の危機管理意識の醸成促進【環
境生活Ｇ】

油流出事故における万全な対応及び関係機
関との連携に努めます。
公害発生を未然に防ぐための監視活動を実
施していきます。
騒音、振動等の発生源である原因者に対する
指導を行います。

公害対策事業
実施
中

かなり達成
事故発生時等におい
て、早期対応・指導の
実施

現状維
持

継続して実施 環境生活G

2-7 ⑷環境美化活動の推進
①順調に進んでい
る

①地域における清掃活動【環境
生活Ｇ】

関係団体との連携を図り、町内一斉清掃の実
施を支援します。
ボランティア清掃活動への支援を行います。

環境美化活動推進
事業

実施
中

十分達成 計画的な清掃の実施
現状維
持

継続して実施 環境生活G

2-7 ⑸不法投棄対策の推進
①順調に進んでい
る

①不法投棄の未然防止と早期発
見対策【環境生活Ｇ】

自治会連合会衛生部会と共同で不法投棄防
止看板の設置を進めて行きます。
不法投棄巡回パトロールを実施して、早期発
見と未然防止に努めます。
警察などの関係機関と連携して、不法投棄対
策の強化を図ります。

不法投棄対策推進
事業

実施
中

かなり達成
年間を通して計画的
な不法投棄巡回パト
ロールの実施

現状維
持

継続して実施 環境生活G

①花による景観づくりの推進【環
境生活Ｇ】

フラワーマスター連絡協議会と連携し、花いっ
ぱい運動の推進を図ります。
自治会、公共施設を対象として花苗の無償配
布を行い、花いっぱい活動を支援します。

花樹育苗センタ－
管理運営事業

実施
中

かなり達成
花いっぱい運動の推
進を図り、花苗の無償
提供を計画的に実施

現状維
持

継続して実施 環境生活G

②緑の保全、回復及び緑化推進
の取り組み【環境生活Ｇ】

関係部署との連携による市街地の空き地空間
を利用した緑化の推進及び整備を図ります。

緑化整備事業
実施
中

ある程度
達成

市街地の空き地空間
を利用した緑化の推
進及び整備を実施

現状維
持

継続して実施 環境生活G

③緑化推進活動の取り組み【環
境生活Ｇ】

公共施設や各事業所の協力による緑の創出
活動を実施します。
緑の募金運動と町有林への植樹活動を行い
ます。

緑化推進事業
実施
中

かなり達成
募金活動及び植樹の
実施

現状維
持

継続して実施 環境生活G

2-7 ⑺霊園の維持管理
①順調に進んでい
る

①利用状況に応じた霊園の整備
【環境生活Ｇ】

柏ヶ丘霊園、市街共同墓地、びほろ霊園の残
区画数の推移を踏まえて、びほろ霊園の造成
の検討を行います。

墓地霊園改修等整
備事業

実施
中

かなり達成
利用者の動向把握の
実施

現状維
持

継続して実施 環境生活G

2-7 ⑻火葬場施設整備事業
①順調に進んでい
る

①火葬炉及び付帯設備の整備
【広域組合】

20年を経過した火葬施設等の不具合が懸念
されるため火葬炉を中心とした設備の改修計
画を策定し計画的に整備します。

火葬場施設整備事
業

実施
中

十分達成 火葬炉耐火物修繕
現状維
持

円滑な業務遂行の
ため

消防本部G

担当G

前期（H２８～３０）
施策に対する事務
事業 進捗状況 今後の方向性達成度

2-7
⑹花や緑による景観の向上及
び緑化の推進

②概ね順調に進ん
でいる

2-7
⑴環境共生に向けた総合的な
取り組み

①順調に進んでい
る

①地球温暖化防止に向けた取り
組みの推奨【環境生活Ｇ】

施策

現在の進捗状況

公共施設において照明器具のＬＥＤ化を推奨
していきます。
太陽光発電、ペレットストーブ等の利用による
二酸化炭素の削減を目指します。

前期 前期

施策の区分 施策の内容

③～⑤の
理由

①～⑤を選択

28



前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－８ごみ処理、リサイクルの推進

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①分別の徹底に向けた取組と効
率的な収集の実施【環境生活Ｇ】

まち育出前講座などの実施や町広報紙、パン
フレット等を通じて、ごみに関する知識と理解
を深め、排出マナーの向上と効率的な収集の
実施に努めます。

ごみ収集運搬事業
実施
中

かなり達成

各家庭から排出される
ゴミの収集を実施し、
分別されていないごみ
を見つけた際、直接指
導

現状維
持

継続してごみを分別
して排出することの
理解度を高める

環境生活G

資源ごみ収集運搬
事業

実施
中

かなり達成

各家庭から排出される
ゴミの収集を実施し、
分別されていないごみ
を見つけた際、直接指
導

現状維
持

ごみを分別して排出
することの理解度を
高める

環境生活G

ごみ処分場改修整
備事業

実施
中

十分達成

平成2年建設当時から
使用している管理棟高
圧器具の年次更新、
照明器具の一部ＬＥＤ
化

現状維
持

継続して施設の適
正な維持管理を行う

環境生活G

浸出液処理施設改
修整備事業

実施
中

十分達成
水処理施設の機器の
オーバーホール

現状維
持

継続して施設の適
正な維持管理を行う

環境生活G

リサイクル事業
実施
中

かなり達成

廃食用油から石鹸の
製造、容器包装リサイ
クル協会への資源ご
み売却

現状維
持

継続して資源ごみ
等の資源化及び再
商品化のための支
援

環境生活G

リサイクルセンター
改修整備事業

実施
中

十分達成

その他プラ・ペットボト
ル減容・結束機修繕、
リサイクルセンター修
繕

現状維
持

継続して施設の適
正な維持管理を行う

環境生活G

ごみの減量化に向けた更なる研究と町民の協
力による分別手法の検討を進めます。
リサイクルの推進を町民の理解と協力のもと、
取り進めていきます。
リサイクル推進ボランティア指導員制度の設立
を目指していきます。

担当G

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
施策に対する事務
事業

2-8
⑴ごみ処理体制の充実 ②概ね順調に進ん

でいる

2-8
⑵ごみの減量化とリサイクルの
推進

②概ね順調に進ん
でいる

①ごみの減量化とリサイクルの推
進【環境生活Ｇ】

②ごみ処理施設の適正な維持
管理【環境生活Ｇ】

前期

施策の区分 施策の内容

施策

現在の進捗状況

前期
③～⑤の
理由

①～⑤を選択

各処理機械の計画的な更新及び修繕への対
応に取り組み、施設の適正な維持管理を進め

ます。
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前期評価

基本目標２-自然の美しさやくらしの安心を、みんなで護りあうまちづくり

２－９社会保障による支援

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

国民健康保険趣旨
普及事業

実施
中

かなり達成
継続した趣旨普及啓
発

現状維
持

継続して実施 環境生活G

特定健康診査等事
業

実施
中

ある程度
達成

特定健診の受診率が
３０％程度と低かった

拡充

健康診査の重要性
の意識向上のため、
勧奨方法を工夫し、
特定健診の受診に
結びつける。

環境生活G

2-9 ⑵高齢者医療制度の推進
①順調に進んでい
る

①後期高齢者医療保険制度の
推進【環境生活Ｇ】

後期高齢者医療制度の周知及び啓蒙啓発を
行います。
保険料の収納確保に努め、安定的な運用を
図ります。

後期高齢者医療保
険制度推進事業

実施
中

かなり達成
継続した制度推進の
実施

現状維
持

継続して実施 環境生活G

担当G
施策に対する事務
事業

2-9 ⑴国民健康保険事業の推進
①順調に進んでい
る

①国民健康保険事業の健全な
運営と適正な課税及び収納【環
境生活Ｇ】

③～⑤の
理由

①～⑤を選択 前期

国民健康保険制度の周知及び啓蒙啓発を図
ります。
医療費の抑制や適正化に向けた保健指導や
チェック体制の充実を図ります。
保険税の負担の公平性の実現に向けて、適
正な課税及び収納に努めます。

前期
施策

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容 前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－１雇用の拡大、安定

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①企業誘致につながる情報収集
の強化【商工観光Ｇ】

「北海道東京事務所」などの関係機関や「東
京美幌会」「さっぽろ美幌会」などの団体から
情報収集を行うとともに、本町の特性をＰＲし
企業誘致に努めます。

企業誘致推進事業
実施
中

達成され
ていない

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

②町の資源や特性を活かせる企
業の誘致【商工観光Ｇ】

農林畜産物などの地域資源関連産業や地域
の特性（災害の少なさなど）を活かし、データ
センターやバックアップセンターなどの情報関
連産業の誘致を推進します。

情報関連産業誘致
推進事業

実施
中

達成され
ていない

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

①経営相談及び指導の強化【商
工観光Ｇ】

美幌商工会議所をはじめ、地域中小企業支
援ネットワークに参画する関係団体との連携
強化を図り、人材育成や経営改善の推進を図
ります。

商工業関係団体連
携強化事業

実施
中

かなり達成
相談件数・指導件数と
も目標数値を上回った

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

②助成制度等における地元企業
への優先発注【商工観光Ｇ】

住宅リフォーム促進事業や店舗リフォーム補
助制度同様、地元企業への発注を優先する
など、技術向上機会の増幅や地域経済の活
性化により地元企業の育成を図ります。

地域経済活性化事
業

実施
中

十分達成
地元企業への優先発
注

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

①技術（資格）の取得支援による
雇用の促進【商工観光Ｇ】

季節労働者通年雇用促進支援事業により、雇
用に有利な資格の取得を支援し、通年雇用
化を促進します。
町内外の職業訓練校を支援し、労働者の技
能の向上を図ります。

職業訓練推進事業
実施
中

十分達成
106名(見込)の通年雇
用化

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

②離職時期における就労機会の
提供の推進【商工観光Ｇ】

季節的雇用を余儀なくされる労働者に、就労
機会の提供を推進し、生活の安定を図りま
す。

季節労働者雇用対
策事業

実施
中

十分達成
45,000千円の事業費
(事業量)の提供

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

③勤労者福祉の向上の推進【商
工観光Ｇ】

労働団体等の活動を支援し、福利厚生など勤
労者福祉の向上を推進します。

勤労者住宅建設資
金貸付事業

実施
中

達成され
ていない

貸付希望者無し
現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

3-1
⑷（人材）登録制度※による雇
用促進支援

⑤進展していない

制度の調
査研究の
結果、ハ
ローワーク
制度で対
応可能と
判断

①世代別・分野別などの「人材の
登録制度」によるスムーズな雇用
促進支援【商工観光Ｇ】

世代別や分野別などによる求人と求職をス
ムーズに展開できる「人材の登録制度」の構
築を推進し、効率的な雇用の促進支援を図る
とともに、労働環境の向上を図ります。

雇用促進支援事業 完了
達成され
ていない

休止・廃
止

制度の調査研究の
結果、ハローワーク
制度で対応可能と
判断

商工観光G

3-1 ⑴企業誘致の推進 ⑤進展していない

現下の経
済情勢か
ら誘致は
厳しい状
況である

3-1 ⑵地元企業の育成
①順調に進んでい
る

3-1 ⑶雇用、労働対策の推進
①順調に進んでい
る

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－１雇用の拡大、安定

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

①販路拡大に係る支援･強化
【商工観光Ｇ】

町内外の物産展やイベント時等における販路
拡大促進の支援を行います。

地場産品販路拡大
事業（３－７地域特
産品の振興・⑵地
域特産品のＰＲ・販
売）

実施
中

ある程度
達成

札幌駅内のどさんこプ
ラザへ出店。観光まち
づくり協議会において
東京都の店舗で特産
品を販売。

現状維
持

これ以上の拡大は
困難

商工観光G

②新規起業者に対する支援制
度の充実【商工観光Ｇ】

新規起業者に対する中小企業融資（貸付）及
び利子等補給補助を継続し、安定した経営の
支援を行います。
起業家支援事業の制度などにより、町内にお
いて起業（開業）する方を支援します。

起業家支援事業
実施
中

十分達成 14件の新規起業
現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

③第１次産業と他産業との連携
促進支援【商工観光Ｇ】

既存企業の育成に係る協議会などを通じて、
基幹産業である農業と関連した他産業との連
携の促進を支援し、経営の安定や地域経済
の活性化を図ります。

産業連携支援事業
実施
中

ある程度
達成

48件の地域産業資源
登録

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

3-1
⑹地域資源を活用し、若者の
雇用の場を創出【商工観光Ｇ】

③やや遅れている

現下の経
済情勢か
ら誘致は
厳しい状
況である

「北海道東京事務所」などの関係機関及び団
体からの情報収集を強化し、地域資源を活か
した農畜産物加工などの企業の誘致を推進
するとともに、6次産業化を推進することにより
雇用の場の創出に努めます。
また、「起業家支援事業」により若者が起業し
やすい環境づくりに努め、雇用の創出を促進
します。

若年者雇用創出事
業

実施
中

ある程度
達成

14件の新規起業
現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

3-1
⑸起業や新たな事業化、販路
拡大の促進

②概ね順調に進ん
でいる
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－２農業の振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

優良農作物確保等
対策事業

実施
中

ある程度
達成

ＪＡと協力を図って、取
り進めた

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

てん菜育苗セン
ター助成事業

完了 十分達成
てん菜育苗センターに
係る育苗土の確保に
努めた。

休止・廃
止

事業完了のため 農政G

②農村地区環境保全対策事業
の推進【農政Ｇ】

地球温暖化や生物多様性保全等に取り組む
農業者に対して追加的なコストを支援します。
また、化学肥料や農薬の低減が難しく取り組
む農家が増えないことから、農業改良普及セ
ンターやＪＡと協力を図り取り組む農家の確保
に努めます。

環境保全型農業直
接支援対策事業

実施
中

ある程度
達成

関係機関と協力して事
業の推進を図った。

現状維
持

地球環境の変化等を
踏まえ、対応が必要

農政G

③農業生産活動環境対策事業
の推進【農政Ｇ】

農業用廃プラの共同回収を行い再資源化と
不法投棄の防止を図ります。関係機関・団体
と協力を図り農村地区の環境保全に努めま
す。

農業生産活動環境
対策事業

実施
中

ある程度
達成

農業用廃プラの回収
を関係機関と協力して
実施した。

現状維
持

廃棄物の適切な処
理の必要性

農政G

農作物鳥獣被害対
策事業

実施
中

ある程度
達成

シカ柵の設置及び維
持管理を行った。

現状維
持

農作物被害が依然、
大きい

農政G

有害鳥獣対策事業
実施
中

ある程度
達成

エゾシカの駆除を実施
した。

現状維
持

農作物被害が依然、
大きい

耕地林務G

①担い手対策及び花嫁対策の
推進【農政Ｇ】

担い手不足により離農農家が増えている現状
であることから、経営継承方式による新規就農
者の育成や農業従事者の確保に努めます。
また、農業担い手対策協議会や関係機関・団
体と連携を図り、農業青年と女性との出会い
の場や、体験実習生の受け入れをし、独身後
継者農家と農作業を通じての積極的な交流に
努めます。

みらい農業セン
ター農家青年配偶
者対策事業

実施
中

ある程度
達成

新規就農者、農業従
事者の確保などの担
い手対策の推進を
図った。

現状維
持

担い手対策として、
引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

②農地流動化対策の推進【農政
Ｇ】

農地保有合理化事業や農地中間管理事業を
実施し、人・農地プランに定める地域の中心
的経営体や農業生産法人などへ、離農跡地
等の農地の集積を図り、農家の規模拡大や経
営安定に努めます。

農地流動化対策事
業

実施
中

ある程度
達成

耕作面積の維持、農
地の集積の推進に努
めた。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

③コントラクター事業の推進【農
政Ｇ】

農産物の収穫や耕起等の農作業を請け負う
組織（コントラクター）への支援等を検討し、農
業者の労力負担軽減に努めます。

コントラクター推進
事業

実施
中

ある程度
達成

農業者の労働力負担
軽減に努めた。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

④気象情報提供の推進【農政
Ｇ】

営農活動において気象情報は欠くことのでき
ない情報となっており、携帯電話からもアクセ
ス出来る気象情報を提供することで、営農活
動の利便性の向上に努めます。

農業情報提供事業
実施
中

ある程度
達成

新しい気象情報の提
供及び操作性の向上
を図った。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

⑤農業経営に関する支援体制
の充実【農政Ｇ】

農業改良普及センター美幌支所管轄の美幌
町、津別町、大空町の農業関係機関・団体で
組織する三町農業推進協議会を通じて、技術
や知識の指導を行う農業改良普及センター美
幌支所の側面支援を行うことで、三町内農業
の発展に向けた指導体制の充実に努めま
す。

農業経営支援体制
推進事業

実施
中

ある程度
達成

農業を取り巻く状況を
踏まえ、普及センター
を中心とした指導体制
の確保を行った。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

3-2 ⑴農業生産環境の保全・整備

エゾシカ侵入防止柵の維持管理及び、鳥獣
被害対策実施隊員による駆除を実施し、農作
物被害の減少に努めます。

進捗状況
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

主要作物の安定生産と輪作体系の維持を図
るため、町内で優良な種子を生産しています
が、ＪＡと協力を図り、原採種圃を設置する農
家の確保に努めます。

施策の区分

②概ね順調に進ん
でいる

①一般農作物原・採種圃設置の
推進【農政Ｇ】

④農作物への食害防止対策【農
政Ｇ】

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容

今後の方向性達成度

現在の進捗状況

3-2
⑵担い手の育成確保と生産性
の向上

②概ね順調に進ん
でいる
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－２農業の振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

進捗状況
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容

今後の方向性達成度

現在の進捗状況

⑥農作業の共同化・農業機械の
共同利用の推進【農政Ｇ】

各種補助事業を活用し、共同で農作業機械
を導入することで、農作業の効率化と経費節
減を図り、農業経営の安定化に努めます。

経営体質強化対策
事業

実施
中

ある程度
達成

農作業の効率化と経
費節減による経営安
定化の取組を行った。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

⑦法人化の推進【農政Ｇ】
担い手育成協議会主催による法人化研修会
や先進地視察研修会を通じ、地域の中核とな
る法人経営体の設立を推進します。

法人化推進事業
実施
中

あまり達成
されていな
い

農業の法人化は進ん
でいない

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

新規就農者等支援
事業

実施
中

ある程度
達成

新規就農者、農業従
事者の確保を行った。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

みらい農業セン
ター農業経営者育
成事業

実施
中

ある程度
達成

冬期農業講座を開催
した。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

みらい農業セン
ター推進事業

実施
中

ある程度
達成

新規就農研修生1組
に対して各種補助金
を交付した。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

（農業後継者への支援）【農政
Ｇ】

農外からの新規就農の形態は、農業経営継
承方式を基本とし、新規就農支援チームによ
り移譲希望者の意向調査を行い、新規就農
者への農地や施設等の確保に努め、また、就
農後の営農支援やフォローアップを行いま
す。

⑨家族経営協定の推進【農政
Ｇ】

家族経営にたずさわる世帯員が意欲とやりが
いを持って、対等に経営に参画できる魅力的
な農業経営を目指すために、家族経営協定
の締結を推進します。

家族経営協定推進
事業

実施
中

ある程度
達成

家族経営協定締結の
推進を図った。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

①みらい農業センターによる新
規農作物の実証試験【農政Ｇ】

高収益型新規作物を導入した複合経営や新
技術の導入により農業所得の向上・安定化を
図るために高収益型新規農作物の実証試験
に努めます。
また、主要畑作３品では、新品種栽培試験や
環境に優しい施肥低減栽培法についても効
果を実証し、地域への提案を行います。

みらい農業セン
ター農業振興事業

実施
中

ある程度
達成

ＪＡ、普及セ、日甜と連
携して各種栽培試験を実
施した。また、アスパラ
伏せ込み栽培について
は、栽培試験の実施によ
り独自の栽培技術を確立
した。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

②ＩＴロボットの推進【農政Ｇ】
ＧＰＳなどＩＴ関連の機械の導入を図り、労働力
不足の解消、農作業の省力化や効率化を図
ります。

ＩＴロボット導入推
進

実施
中

ある程度
達成

ＧＰＳなどのＩＴ機器を
設置した。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

③６次産業化の推進【農政Ｇ】
農業経営の改善と所得向上を図るため、関係
機関と連携し情報提供等に努めます。

６次産業化推進事
業

実施
中

ある程度
達成

６次産業化への取組
が見られた。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

④親子や子ども等への農業体験
の推進【農政Ｇ】【耕地林務Ｇ】

市民農園の開設や、関係機関・団体と連携を
図りながら親子ふれあい農園、子ども農業学
校及び田んぼの学校を開催し、農業にふれ
合う場の提供に努めます。

グリーンビレッジ等
改修整備事業

実施
中

ある程度
達成

親子の農林体験に向
けた取組を行った。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

⑧新規就農者支援の推進【農政
Ｇ】

新規就農者等支援事業補助金交付要綱に基
づき、対象となる新規農業従事者や新規就農
者に対して、農作業機械の購入や資格取得
に係る助成を行い、担い手の確保育成に努め
ます。

3-2 ⑶新たな農業の展開
②概ね順調に進ん
でいる

②概ね順調に進ん
でいる

⑵担い手の育成確保と生産性
の向上

3-2
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－２農業の振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

進捗状況
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容

今後の方向性達成度

現在の進捗状況

①地場産農産物の消費推進【農
政Ｇ】

学校給食での地元農産物の使用や、収穫祭
の開催を支援します。

地場産農産物消費
拡大事業

実施
中

ある程度
達成

学校給食への地元産
の使用、収穫祭などを
実施した。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

②クリーン農業の推進【農政Ｇ】

関係機関・団体の協力を得ながら、エコファー
マーの認定者や生産集団による、化学肥料
や農薬の低減の取組や、農業生産工程管理
（ＧＡＰ）の取り組みを推進します。また、家畜
排せつ物を有機資源として有効活用する農畜
連携の取組など、安全・安心な農畜産物の生
産と地下水汚染防止に向けた、土づくりに努
めます。

クリーン農業推進
事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

ＧＡＰの取得に向けた
情報提供等の推進を
図った。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

①乳用牛の検定の推進と生産振
興【農政Ｇ】

乳牛の資質向上や乳質向上及び酪農経営の
改善を図るため、酪農家への技術指導などを
行い、安定した酪農経営に努めます。また、
乳質向上や乳量の増加に向け、優良雌牛の
血統を残すため性判別精液の利用促進に努
めます。

乳用牛振興推進事
業

実施
中

ある程度
達成

酪農経営の改善を
図った。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

②酪農ヘルパーの利用促進【農
政Ｇ】

ヘルパー利用により、拘束性の高い酪農従事
者の労働負担の軽減に努めます。

酪農ヘルパー利用
組合支援事業

実施
中

ある程度
達成

酪農従事者の労働負
担の軽減に努めた。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

美幌峠牧場管理運
営事業

実施
中

ある程度
達成

公共牧場としての有効
利用の推進を図った。

縮小 預託頭数の見直し 農政G

栄森牧場管理運営
事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

土砂崩れの影響もあ
り、預託牛がいなかっ
た。

休止・廃
止

預託頭数の減少 農政G

④家畜防疫衛生対策の推進【農
政Ｇ】

家畜伝染病自衛防疫組合による予防接種の
実施など、家畜飼養者及び関係機関・団体が
連携し、家畜伝染病発生の未然防止に取り組
みます。

家畜伝染病防疫事
業

実施
中

ある程度
達成

関係機関の協力に
よって家畜伝染病の
発生を抑えた。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

⑤肉用牛の生産振興【農政Ｇ】

優良肉用繁殖牛の導入に対する一部助成を
引き続き行い、優良な繁殖雌牛群整備によ
り、美幌産和牛の資質向上と市場における優
位性を確立し、肉用牛経営の安定と生産者の
経営意欲の向上に努めます。

肉用牛振興推進事
業

実施
中

ある程度
達成

肉用牛経営の安定に
努めた。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

3-2 ⑹農業地域の土地利用
②概ね順調に進ん
でいる

①生産基盤の整備【農政Ｇ】

農業振興地域整備計画に基づき、合理的な
生産基盤の整備や農業近代化施設の整備、
農地の集積・流動化、農村生活環境整備に
努めます。

生産基盤整備事業
実施
中

ある程度
達成

農村環境の整備を
図った。

現状維
持

引き続き、事業実施
の継続が必要

農政G

3-2 ⑸畜産の振興
②概ね順調に進ん
でいる

③公共牧場利用の促進【農政
Ｇ】

民間事業者による管理運営を行い、公共牧場
としての有効活用と機能維持に努めます。

3-2 ⑷食の安全・安心対策の推進
②概ね順調に進ん
でいる
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－２農業の振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

進捗状況
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容

今後の方向性達成度

現在の進捗状況

土地基盤整備事業
実施
中

十分達成 実施計画の実行
現状維
持

計画に基づき実行 耕地林務G

美幌豊栄地区道営
土地改良事業

実施
中

十分達成

計画総事業費
1,633,000千円のうち、
1,538,000千円の基盤
整備を実行

現状維
持

地元、農協、北海道
と協議しながら計画
的に実行

耕地林務G

美幌昭美地区道営
土地改良事業

実施
中

十分達成

計画総事業費734,000
千円のうち、715,,000
千円の基盤整備を実
行

現状維
持

地元、農協、北海道
と協議しながら計画
的に実行

耕地林務G

稲都福梅地区道営
土地改良事業

実施
中

十分達成

計画総事業費
1,208,000千円のうち、
723,,000千円の基盤
整備を実行

現状維
持

地元、農協、北海道
と協議しながら計画
的に実行

耕地林務G

端野下右岸第２地
区道営土地改良事
業

実施
中

十分達成
美幌町分計画事業費
7,000千円（H31に実
施予定）

現状維
持

北見市、北海道と協
議しながら計画的に
実行

耕地林務G

豊高第２地区道営
土地改良事業

実施
中

十分達成

計画総事業費784,000
千円のうち、179,000
千円の基盤整備を実
行

現状維
持

地元、農協、北海道
と協議しながら計画
的に実行

耕地林務G

美幌日並地区道営
土地改良事業

実施
中

十分達成
計画総事業費445,000
千円のうち、91,000千
円の基盤整備を実行

現状維
持

農協、北海道と協議
しながら計画的に実
行

耕地林務G

田中第２地区道営
土地改良事業

実施
中

十分達成
計画総事業費
1,600,000千円（H31か
ら実施予定）

現状維
持

地元、農協、北海道
と協議しながら計画
的に実行

耕地林務G

中央美和地区道営
土地改良事業

実施
中

十分達成
計画総事業費
2,000,000千円（H32か
ら実施予定）

現状維
持

地元、農協、北海道
と協議しながら計画
的に実行

耕地林務G

中央野崎地区道営
土地改良事業

実施
中

十分達成
計画総事業費
2,000,000千円（H36か
ら実施予定）

現状維
持

地元、農協、北海道
と協議しながら計画
的に実行

耕地林務G

中央豊幌地区道営
土地改良事業

実施
中

十分達成
計画総事業費
2,000,000千円（H36か
ら実施予定）

現状維
持

地元、農協、北海道
と協議しながら計画
的に実行

耕地林務G

中山間地域所得向
上支援事業

完了 十分達成 農地基盤整備の実施
休止・廃
止

事業完了のため 耕地林務G

土地改良事業団体
連合会負担事業

実施
中

十分達成
国営、道営事業の実
施量に基づいた負担
金の支払い

現状維
持

国営、道営事業の実
施量に基づき負担

耕地林務G

①畑総事業等による土地基盤整
備事業の推進【耕地林務Ｇ】

土地基盤整備を推進し、生産性の高い農地を
目指します。

3-2 ⑺生産基盤の保全・整備
①順調に進んでい
る
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－２農業の振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

進捗状況
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容

今後の方向性達成度

現在の進捗状況

②多面的機能支払事業の推進
【耕地林務Ｇ】

多面的機能支払事業で、農地・水路・農道の
草刈り・土砂上げ及び軽微な補修を共同で行
い、農業・農村の有する多面的機能の維持・
発揮を図ります。

多面的機能支払事
業

実施
中

十分達成
農地、農業用施設の
維持保全が図られた

現状維
持

美幌広域協定の活
動に基づき実施

耕地林務G

基幹水利施設管理
事業

実施
中

十分達成
古梅ダム関連施設及
び本郷排水機場の維
持管理・修繕の実施

現状維
持

更新計画に基づき老
朽施設の修繕を実行

耕地林務G

団体営土地改良事
業推進事業

実施
中

十分達成
団体営事業の推進、
負担金の償還

現状維
持

償還計画に基づき実
行

耕地林務G

国営造成施設管理
体制整備促進事業

実施
中

十分達成
土地改良区による農
業水利施設の維持管
理・修繕

現状維
持

国営造成施設の維
持管理・修繕の実施

耕地林務G

国営網走川中央地
区推進事業

実施
中

十分達成 H29から事業着手
現状維
持

国営の計画に基づき
実行

耕地林務G

国営土地改良事業
実施
中

十分達成
美女地区、網走川中
央地区の事業推進

現状維
持

国営の計画に基づき
実行

耕地林務G

（国営網走川中央地区調査事業
の推進）【耕地林務Ｇ】

直轄事業として網走川中央地区の用水再編
を行い、水田用水を畑地かんがいへの有効
活用を図ります。

3-2
⑻環境共生に向けた総合的な
取り組み

②概ね順調に進ん
でいる

①営農用水確保のための調査、
研究【耕地林務Ｇ】

国営事業により、西幹線頭首工の水田用水利
権を、畑地かんがい用水・汎用田用水として
利用できるよう、地元農業者等の意見を聞き
ながら畑かんの事業化を図ります。

豊栄地区営農用水
維持管理事業

実施
中

ある程度
達成

浄水施設の更新及び
水利権の確保に努め
た。

現状維
持

浄水施設の更新に
むけた調査研究

農政G

④国営かんがい排水事業の推
進【耕地林務Ｇ】

既存水利権を利用して、畑地かんがい用水を
推進し、作物の生産性や品質の向上を図りま
す。

③農地保全の推進【耕地林務
Ｇ】

国営土地改良事業による造成施設（古梅ダ
ム・頭首工・用水路・排水路・排水機場）の維
持管理を図ります。

3-2 ⑺生産基盤の保全・整備
①順調に進んでい
る
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－３林業の振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①森林環境保全整備【耕地林務
Ｇ】

森林経営計画に基づき、植林・下刈り・除間伐
事業を計画的に行います。

未来につなぐ森づ
くり推進事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

国・道の補助額が減少
のため

現状維
持

森林経営計画に基
づき実施

耕地林務G

②計画的な町有林造成【耕地林
務Ｇ】

森林経営計画及びFSCＲ森林認証の規定に
基づき、環境に配慮して計画的に事業執行を
行います。

町有林造林事業
実施
中

あまり達成
されていな
い

国・道の補助額が減少
のため

現状維
持

森林経営計画に基
づき実施

耕地林務G

③野鼠駆除の実施【耕地林務
Ｇ】

若齢林の被害防止のため、野鼠駆除を行い
ます。

野鼠駆除事業
実施
中

十分達成
鼠による被害の減少が
図られた

現状維
持

森林経営計画に基
づき実施

耕地林務G

①森林認証林の拡大【耕地林務
Ｇ】

非認証材との価格差を付け、認証林の拡大を
図ります。

認証林普及事業
実施
中

十分達成
非認証材との格差が
図られた

現状維
持

計画的に推進 耕地林務G

②FSCR森林認証取得等による
地域材ブランド化【耕地林務Ｇ】

森林認証の普及促進を図り、地域ブランド化
を図ります。

町産材活用促進事
業

実施
中

かなり達成
FSC認証材の定着が
図られた

現状維
持

ブランド化を推進 耕地林務G

（森林認証を基盤とした林業の
活性化）【耕地林務Ｇ】

国際基準である「FSCⓇ森林認証」を基軸に
取組を推進し、環境に配慮して生産された木
材・木製品の付加価値の向上を図ります。

③CoC認証取得の推進【耕地林
務Ｇ】

FSCＲ森林認証材を使用した木製品の開発を
進め、地材地消による地場産材の利用を促進
します。

地場産材利用促進
事業

実施
中

ある程度
達成

商品化が図られた 拡充
開発製品の普及・
PR

耕地林務G

①林業グループの育成・組織強
化及び青年林業士を活用した林
業後継者の育成強化【耕地林務
Ｇ】

森林所有者の高齢化が進んでいる中、林業
グループの育成を行うことにより後継者の育成
を図り近隣町村との合同研修を実施すること
により強化を図ります。

林業グループ育成
事業

実施
中

十分達成 計画的に研修を実施
現状維
持

後継者の育成を推
進

耕地林務G

②林産物加工施設整備【耕地林
務Ｇ】

森林組合等の整備計画に基づき実施するとと
もに、老朽化に伴う林産物加工施設等の整備
を実施します。

林業構造改善事業
実施
中

十分達成

森林組合が実施する事
業につき、町が間接補助
事業者になる場合に実
施

現状維
持

森林組合が実施する事
業につき、町が間接補助
事業者になる場合に実
施

耕地林務G

①未来を拓く森林づくり事業の
推進【耕地林務Ｇ】

環境意識の向上により企業等が森林づくりに
参画する機会が増えていることを好機とし、今
後も企業の森づくりを推進します。

森林づくり推進事
業

実施
中

十分達成
「企業の森」をPRする
と共に推進を図る

拡充
企業の森推進を図
る

耕地林務G

②木とふれあう場所の整備【耕地
林務Ｇ】

森づくりや木とふれあう場づくりを進め、森林
機能・資源循環の大切さを、子供達が学べる
場を増やします。

林業館管理事業
実施
中

十分達成
平成27年10月オ－プ
ンから約82,000名の来
館数を数えている

拡充
随時遊具の開発を
行い遊具の追加を
する

耕地林務G

3-3 ⑸木質バイオマスの普及促進
②概ね順調に進ん
でいる

①木質の利活用推進【耕地林務
Ｇ】

地産地消を推進するために、バイオマスボイ
ラー、ペレットストーブ等の普及を図り、木質を
最大限に利活用出来るように推進します。

木質ペレットストー
ブ購入促進事業

実施
中

ある程度
達成

計画的な実行
現状維
持

計画的に推進を
行った

耕地林務G

3-3 ⑴森林の整備 ③やや遅れている

国・道の補
助金が減
少している
ため

3-3 ⑷森林の有効活用
②概ね順調に進ん
でいる

3-3 ⑵付加価値の向上
②概ね順調に進ん
でいる

3-3
⑶経営の近代化・効率化の推
進

①順調に進んでい
る

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－４新エネルギーの推進

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①ソーラー資源の活用【商工観
光Ｇ】

本町の地域特性である日照時間の長さを活
かした「太陽光発電システム」の導入促進を図
ります。

エネルギー有効活
用事業

完了 十分達成
太陽光発電システムの
導入が促進された

休止・廃
止

太陽光発電システム
モニター事業の終
了

商工観光G

②新エネルギーの導入促進【商
工観光Ｇ】

「第２次美幌町地域新エネルギービジョン」に
基づき、「木質バイオマス」及び「太陽光発電」
などの導入促進を図るとともに、新エネルギー
の専門的知識を有している北見工業大学を
中心とした関係機関との連携を強化し、指導・
助言のもと低炭素地域づくりを推進します。

新エネルギー導入
推進事業

実施
中

十分達成
太陽光発電システムの
導入が促進された

縮小
太陽光発電システム
モニター事業の終
了

商工観光G

③新エネルギーに関する環境教
育及び普及啓発【商工観光Ｇ】

新エネルギーに関する理解を深めるための環
境教育及び普及啓発に努めます。

新エネルギー普及
啓発事業

実施
中

十分達成 新エネ教室の開催 縮小 新エネ教室の廃止 商工観光G

施策

3-4
⑴環境共生に向けた総合的な
取り組み

①順調に進んでい
る

進捗状況
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

今後の方向性達成度
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－５商工業の振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①中小企業融資･助成制度の充
実【商工観光Ｇ】

金融機関及び美幌商工会議所等の関係機関
と連携を密にし、経済状況等の変化に対応し
た制度の見直しや改善を図ります。

中小企業融資利子
補給事業

実施
中

十分達成
関係機関と定例会議
を開催し制度内容の
意見交換を実施

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

②経営相談･指導の強化【商工
観光Ｇ】

美幌商工会議所をはじめ、オホーツク地域中
小企業ネットワークに参画する関係団体との
連携強化を図り、人材育成や経営改善の推
進を図ります。

中小企業相談所運
営事業

実施
中

十分達成
相談窓口の設置、巡
回指導の実施

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

商工業振興事業
実施
中

十分達成
優良従業員表彰・街
路灯維持管理の実施

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

店舗リフォーム促
進支援事業

実施
中

十分達成 91件の実績
現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

（店舗リフォーム、起業家支援の
創設）【商工観光Ｇ】

平成２７年度に創設した「店舗リフォーム促進
支援事業」及び「起業家支援事業」により空き
店舗の活用促進を図り、商店街の活性化を推
進します。
また、アンケート調査の実施などにより、時代
に即したニーズの把握に努めます。

3-5
⑴経営基盤の強化、経営の近
代化

①順調に進んでい
る ③既存企業の振興促進【商工観

光Ｇ】

店舗リフォーム促進支援事業などにより、町内
の商工業の振興を促進し、地域経済の活性
化を図ります。

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－５商工業の振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

①空き店舗の活用促進【商工観
光Ｇ】

店舗リフォーム促進支援事業や空き店舗家賃
補助、さらには調査結果を踏まえた情報の発
信、空き店舗所有者との連携強化などにより、
活用促進を図ります。

空き店舗活用促進
事業

実施
中

ある程度
達成

3件の実績
現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

②商店街の景観形成の整備推
進【商工観光Ｇ】

商店街において緑化活動などを通した環境
美化に取り組み、きれいな商店街の景観づく
りを推進します。

商店街景観形成事
業

実施
中

ある程度
達成

各商店街における美
化活動の実施

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

③にぎわいの駅整備に関する調
査･検討【商工観光Ｇ】

中心市街地エリアに集客機能の核となる施設
の整備について、商工会議所等の関係機関・
団体等と調査及び検討を行います。

にぎわいの駅整備
調査研究事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

優先順位をソフト事業
に転換

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

④賑わい、集客施設などハード
整備の推進【商工観光Ｇ】

中心市街地の活性化と賑わいの創出を促進
するため、集客機能の核となる施設の整備に
ついて、関係機関・団体と連携を図りながら推
進します。

中心市街地活性化
施設整備事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

優先順位をソフト事業
に転換

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

商店街イベント事
業

実施
中

十分達成 年2回のイベント実績
現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

プレミアム商品券
発行事業

実施
中

十分達成 商品券利用率99％
現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

子育て世帯応援事
業

実施
中

十分達成 商品券利用率99％
現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

スマッピーカード利
用促進事業

完了 十分達成 新システムの導入
休止・廃
止

新システムの導入が
完了したため

商工観光G

⑥商店の情報発信の推進【商工
観光Ｇ】

商店街等のホームページの作成等を推進し、
地域に密着した情報等を発信することにより、
中心市街地の活性化を図ります。

商店街情報提供・
PR事業

実施
中

かなり達成
HP作成支援、イベント
情報の発信

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

⑦宅配移動便利サービスの充実
【商工観光Ｇ】

買い物に不便を感じている方々や住民の利
便性向上のため、宅配移動便利サービスの
利用促進を図り、地域に密着した商店街形成
の促進を支援します。

宅配移動便利サー
ビス利用促進事業

完了 十分達成
宅配移動便利サービ
ス体制の確立

休止・廃
止

支援期間が終了し
たため

商工観光G

⑧中心市街地活性化基本計画
の検証及び事業の再検討【商工
観光Ｇ】

関係機関・団体等と連携し「中心市街地活性
化基本計画」の検証を行うとともに、必要に応
じて事業の再検討を行い、時代に即した中心
市街地活性化事業を推進します。

中心市街地活性化
施設整備事業
(再掲)

実施
中

あまり達成
されていな
い

優先順位をソフト事業
に転換

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

スマッピーカード「プレミアムチャージ事業」の
支援を継続し、町内における消費の拡大を促
進します。
また、スマッピーカード加盟店の充実促進な
ど、より一層の利用環境の向上を図ります。

3-5 ⑵商店街の魅力向上
②概ね順調に進ん
でいる ⑤スマッピーカード、町内消費拡

大事業支援【商工観光Ｇ】
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－５商工業の振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

①経営相談･指導の強化【商工
観光Ｇ】

美幌商工会議所をはじめ、オホーツク地域中
小企業ネットワークに参画する関係団体との
連携強化を図り、人材育成や経営改善の推
進を図ります。

工業振興事業
実施
中

十分達成
相談窓口の設置、巡
回指導の実施

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

②研究活動の充実【商工観光
Ｇ】

中小企業大学校旭川校への研修参加助成な
どを行い、研修・研究活動の充実を図ります。

工業振興研究活動
事業

実施
中

ある程度
達成

3件の実績
現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

③稲美工業用地利用促進【商工
観光Ｇ】

「北海道東京事務所」など、関係機関及び団
体から情報収集を行うとともに、本町の特性を
ＰＲし企業誘致に努めます。

稲美工業用地利用
促進事業

実施
中

達成され
ていない

進出企業なし
現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

④技術改善に対する支援整備
促進【商工観光Ｇ】

過疎法等の適用による設備の新設又は増設
に対する固定資産税の課税免除規定により、
設備導入の促進を図ります。

技術改善支援整備
事業

実施
中

ある程度
達成

2件の実績
現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

3-5 ⑶工業の振興
②概ね順調に進ん
でいる
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－６観光の振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①「美幌町観光振興革新戦略ビ
ジョン（第２次美幌町観光振興計
画）」の推進【商工観光Ｇ】

時代に即した観光施策の計画的な推進を図
り、検証を行いながら実践的な計画の実行に
努めます。

観光推進事業
実施
中

かなり達成
アクションプランを前倒
しで策定

現状維
持

計画を基に事業を
進めているため

商工観光G

②観光に係る企業、団体との連
携強化【商工観光Ｇ】

観光物産協会や商工会議所等の関係団体等
との連携を強化し、観光及び物産の振興を図
ります。

観光団体等連携強
化事業

実施
中

かなり達成
平成２９年度に観光ま
ちづくり協議会が設立

拡充
観光まちづくり協議
会で新規事業に着
手しているため

商工観光G

③広域観光に対応する関係団
体との連携強化【商工観光Ｇ】

既存の広域観光協議会をはじめ、道東５空港
利用促進協議会との連携を強化し、「ひがし
北海道（道東）」の観光振興を図ります。

広域観光連携強化
事業

実施
中

ある程度
達成

各種協議会に参加し
周辺市町村と連携して
進めている

現状維
持

各種協議会に参加
し、連携して進めて
いるため

商工観光G

④観光振興のためのネットワーク
システムの構築及び人材育成
【商工観光Ｇ】

総合的な観光の推進を図るためのネットワー
クシステムの構築を図るとともに、地域におい
て観光振興の核となる人材の育成を促進しま
す。

観光振興ネットワー
クシステム構築事
業

実施
中

かなり達成

平成２９年度に観光ま
ちづくり協議会が設
立。平成３０年度から
地域おこし協力隊を受
け入れた

拡充
観光まちづくり協議
会で新規事業に着
手しているため

商工観光G

①既存施設の利用促進【商工観
光Ｇ】【農政Ｇ】【耕地林務Ｇ】

滞留型･体験型及び滞在型観光の推進を図る
ため、みどりの村、峠の湯びほろ、美幌峠レス
トハウス、物産館ぽっぽ屋、美幌林業館など既
存施設の魅力化や利便性の向上を図ります。

峠施設改修等整備
事業

実施
中

ある程度
達成

林業館、レストハウス
（２階）は改修済。今後
も順次進めてい。

現状維
持

必要に応じ改修して
いるため

各関係G

②美幌峠、美幌川などの観光資
源の保全【商工観光Ｇ】

本町を代表する景勝地「美幌峠」の美化活動
や清流「美幌川」における水質保全など、本
町をアピールする観光資源を守るとともに、積
極的な活用を図ります。

観光資源保全事業
実施
中

ある程度
達成

美幌峠を美しくする会
で常に清掃活動を実
施し、資源保護に努め
ている

現状維
持

継続して取り組んで
おり、現在の活動を
維持する

商工観光G

③「道の駅」などの集客及び情報
発信施設建設の検討【商工観光
Ｇ】

近年の観光形態に対応した「道の駅」などの
集客及び情報発信等を兼ね備えた“魅力ある
施設”の建設を検討し、地域経済の活性化の
促進及び賑わいの創出を推進するとともに、
観光交流人口増加の推進を図ります。

集客・情報発信施
設検討事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

観光まちづくり協議会
で、本町の観光全般
の方向性について検
討

現状維
持

観光まちづくり協議
会で、本町の観光
全般の方向性につ
いて検討する

商工観光G

ターミナル物産セ
ンター改修等整備
事業

実施
中

ある程度
達成

必要に応じ、毎年修繕
している

現状維
持

必要に応じ修繕して
いるため

商工観光G

峠の湯びほろ改修
等整備事業

実施
中

ある程度
達成

改修についての調査
を実施済

現状維
持

指定管理期間終了
のH33年度までに今
後の方向性を検討

商工観光G

⑤観光資源の点から線、面への
展開推進【商工観光Ｇ】

「美幌峠」や「みどりの村」、さらには「白樺並木
（通称：ロマンチック街道）」などの観光資源を
はじめ、町全体を面として捉えた観光を推進し
ます。

観光資源連携事業
実施
中

ある程度
達成

峠の湯びほろでグラン
ピングモニター、実施
みどりの村キャンプ場
宿泊者に無料入浴券
配付

統合
3－6－(2)①既存施
設の利用促進へ統
合

商工観光G

⑥美幌ＩＣ周辺の情報休憩施設
の整備【商工観光Ｇ】

高規格道路の整備が進められる中、「美幌イ
ンターチェンジ」付近に、街なかや美幌峠など
への誘導するための『情報の発信』を中心とし
た施設整備について、関係団体等と連携を図
りながら調査及び検討を行います。

情報休憩施設等整
備事業

未実
施

実施方法を
検討中のた
め

達成され
ていない

他の施設を含めて情
報発信について検討

統合

3－6－(2)③「道の
駅」などの集客及び
情報発信施設建設
の検討へ統合

商工観光G

既存施設において修繕計画を策定し、計画
的な修繕を実施することにより施設の長寿命
化に努めます。また、施設の管理運営者との
協議により、施設全体の有効利活用を図るとと
もに、今後のあり方についても検討を行いま
す。

④既存施設における計画的修繕
の実施及び有効利活用【商工観
光Ｇ】

3-6
⑵既存施設や観光資源の保
全、有効活用

②概ね順調に進ん
でいる

3-6
⑴総合的な推進体制、ビジョン
の確立

②概ね順調に進ん
でいる

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－６観光の振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

①観光情報システムの推進【商
工観光Ｇ】

情報化社会に対応した効率的な観光情報の
発信に努めます。

観光情報システム
推進事業

実施
中

ある程度
達成

峠レストハウスの情報
発信設備を整備済。Ｓ
ＮＳにて観光情報を発
信している。

拡充
SNS等を利用した情
報発信を充実させる

商工観光G

②観光ホスピタリティ（おもてなし
の心）の向上【商工観光Ｇ】

ＪＮＴＯ（日本政府観光局）認定外国人案内所
として登録されている「美幌観光案内所」を中
心として、国内外からの観光客に対する接遇
などの充実を図ります。

観光ホスピタリティ
向上事業

実施
中

ある程度
達成

観光物産協会におい
て実施

現状維
持

観光物産協会にお
いて実施

商工観光G

③国際化に対応した観光案内の
充実【商工観光Ｇ】

来日外国人に対する観光案内の充実を図る
ため、英語･中国語版などのパンフレットを作
成するとともに、国際化に対応した観光案内
標識等の充実を図ります。

国際観光推進事業
実施
中

ある程度
達成

多言語対応パンフレッ
ト制作済。峠の案内看
板を整備済

拡充
市街地の案内看板
多言語化を検討

商工観光G

④宿泊施設の誘致【商工観光
Ｇ】

滞在型観光の推進を図るため、商工会議所
等の関係機関と連携を図りながら、宿泊施設
の誘致に努めます。

宿泊施設誘致推進
事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

宿泊施設誘致は達成
できていない。宿泊施
設誘致以外の手法で
の検討は進めている

拡充
宿泊施設の誘致以
外の手法についても
検討

商工観光G

⑤滞在型観光の推進【商工観光
Ｇ】

関係団体等と連携を図りながら、「滞在型観
光」や「滞留型・体験型観光」を推進します。

滞在型観光推進事
業

実施
中

ある程度
達成

体験観光メニューを試
験的に実施。屈斜路
外輪山トレイルルート
の調査を開始

統合
3-6-(3)④宿泊施設
の誘致へ統合

商工観光G

3-6 ⑷観光イベントの魅力向上
②概ね順調に進ん
でいる

①観光イベントの充実【商工観光
Ｇ】

本町を代表する「美幌観光和牛まつり」や「び
ほろ夏まつり」などの観光イベントの内容充実
を図り、魅力の向上に努めます。

観光イベント推進
事業

実施
中

ある程度
達成

冬まつりの会場を変更
して開催

拡充
開催場所や内容の
見直しが必要

商工観光G

3-6
⑶観光情報の提供、サービス
の向上

②概ね順調に進ん
でいる
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－７地域特産品の振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①研究機関、大学等との連携に
よる開発支援【商工観光Ｇ】

オホーツク圏地域食品加工技術センターなど
の関係研究機関・大学等との連携により、農
畜産物をはじめ地域資源を活用した特産品の
開発を支援します。

地域特産品開発支
援事業

実施
中

ある程度
達成

オホーツク地域振興機
構、東京農業大学、町
内関係機関の協力を
得て、特産品開発支
援事業を開始

拡充
今後さらなる需要が
見込まれるため

商工観光G

②地域資源活用型特産品開発
への支援強化【商工観光Ｇ】

本町の質の高い農畜産物をはじめ、地域資
源を活用した特産品開発を支援し、官民一体
となった特産品の開発を推進します。
また、ホームページなどを活用した特産品のＰ
Ｒ及び販路拡大の促進を図ります。

地域特産品開発推
進事業

実施
中

ある程度
達成

オホーツク地域振興機
構、東京農業大学、町
内関係機関の協力を
得て、特産品開発支
援事業を開始

統合
3-7-(2)③地域特産
品の認知度の向上
へ統合

商工観光G

①地場産品等の販路拡大【商工
観光Ｇ】

札幌市や首都圏を中心としたアンテナショップ
などに出店しやすい環境整備を図るとともに、
地場産品等の販路拡大の支援を行います。
地域産特産品の持つ優位性を活かした販売
戦略に基づく販路拡大を図ります。

地場産品販路拡大
事業

実施
中

ある程度
達成

１１月に札幌駅内のど
さんこプラザへ出店予
定。観光まちづくり協
議会において東京都
の店舗で特産品を販
売

現状維
持

これ以上の拡大は
困難であるため

商工観光G

②物産展･物産関連イベントの参
加促進【商工観光Ｇ】

物産展･物産関連イベントに参加する事業者
に、経費の一部を助成し参加促進を図り、特
産品のＰＲに努めます。

物産関連イベント
参加促進事業

実施
中

かなり達成
出店事業者への助成
を実施済

現状維
持

事業者からの要望
に全件対応できてい
るため

商工観光G

③地域特産品の認知度の向上
【商工観光Ｇ】

町民の認知度を高める為の手法を検討し、併
せて美幌町特産品認証制度の創設を検討し
ます。

地域特産品認知向
上事業

実施
中

ある程度
達成

平成２９年度に商工会
議所が制度創設済

現状維
持

当面は現在の制度
のまま進めるため

商工観光G

3-7 ⑵地域特産品のＰＲ・販売
②概ね順調に進ん
でいる

現在の進捗状況

3-7 ⑴地域特産品の開発・育成
②概ね順調に進ん
でいる

今後の方向性達成度施策

施策の区分

担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況
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前期評価

基本目標３-まちの資源や持ち味を、活力に換えていくまちづくり

３－８消費者保護の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①消費生活相談体制の充実・強
化【商工観光Ｇ】

消費者協会などの関係団体等との連携によ
り、消費生活相談員の増員などによる体制の
充実・強化を図るとともに、速やかな情報提供
などにより、消費生活被害の未然防止に努め
ます。

消費者保護対策事
業

実施
中

かなり達成
消費生活センターの
設置

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

②若年層に対する啓発・教育の
強化【商工観光Ｇ】

消費者協会との連携のもと、まち育出前講座
などを活用し、消費者自身が被害を避ける能
力を身につけられるように、若年層に対する啓
発・教育の強化を図ります。

消費者生活被害防
止事業

実施
中

ある程度
達成

中学校における啓発
セミナーの開催

現状維
持

計画に基づき実行 商工観光G

③消費生活条例の制定に向け
た調査、研究【商工観光Ｇ】

消費生活の安定及び向上など、消費者保護
を目的とした条例制定の調査、研究を進めま
す。

消費者生活調査研
究事業

完了 十分達成 調査・研究の実施
休止・廃
止

調査、研究の結果、
条例制定の必要性
なしと判断

商工観光G

施策

3-8 ⑴消費者の保護
①順調に進んでい
る

進捗状況
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

今後の方向性達成度
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前期評価

基本目標４-住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

４－１道路網の整備

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①高規格幹線道路、地域高規格
道路、一般国道の整備促進【建
設Ｇ】

関係機関等と連携して高規格幹線道路等の
早期着手を要望します。また自然環境による
交通障害の解消、老朽化対策、危険箇所の
改修など安全・安心な地域交通の確保につい
て早期の整備を要望します。

高規格幹線整備促
進事業

実施
中

ある程度
達成

各種要望活動の実
施、２回にわたる地域
意見聴取への協力

現状維
持

継続して要望 建設G

（高規格道路の高野への延伸要
請強化）【建設Ｇ】

北海道横断自動車道北見・網走間建設促進
期成会を通じて継続して要望を行うとともに、
中央官庁への陳情や情報収集により高規格
道路の延伸化を目指します。

②道道嘉多山美幌線改良整備
促進【建設Ｇ】

車道・歩道の改築により通行車両及び歩行者
の安全確保のため、早期完了を引き続き要望
します。

道道嘉多山美幌線
改良整備促進事業

実施
中

ある程度
達成

社会資本整備推進会
議にて要望

現状維
持

継続して要望 建設G

③道道北見端野美幌線道路改
良整備促進【建設Ｇ】

（豊岡地区）
交通量の増加に伴い曲線部改良、道路狭隘
の解消のため調査の推進と早期着手を要望
します。
（美幌中央幹線道路・桜通）
美幌バイパスのインターチェンジと接続する重
要路線であり、花見橋架替完了以降、さらに
交通量が増加していることから、広域ネット
ワークを形成するアクセス道路として改良・整
備の推進を図り、早期完了を要望します。

道道北見端野美幌
線道路改良整備促
進事業

実施
中

ある程度
達成

社会資本整備推進会
議にて要望

現状維
持

継続して要望 建設G

④国道・道道維持管理の充実
【建設Ｇ】

自治会要望等を踏まえて適切な道路環境の
改善に向けた維持管理の充実について要望
します。

国道・道道維持管
理充実整備事業

実施
中

ある程度
達成

社会資本整備推進会
議にて要望

現状維
持

継続して要望 建設G

施策

現在の進捗状況 施策の区分

4-1 ⑴国道・道道の整備
②概ね順調に進ん
でいる

担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
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前期評価

基本目標４-住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

４－１道路網の整備

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

施策

現在の進捗状況 施策の区分

担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

①町道770号道路の道道昇格
【建設Ｇ】

旭通りは交通量増加により交通事故が多発
し、また、大正橋の幅員が狭く危険なため、道
路線形、橋梁拡幅、路線変更等が求められて
おり、道道と町道を振替えた上での整備要望
を行います。

町道７７０号道路道
道昇格整備要望事
業

実施
中

ある程度
達成

社会資本整備推進会
議にて要望

現状維
持

継続して要望 建設G

②町道整備計画（中期的計画）
の策定【建設Ｇ】

未整備路線の整備や老朽化路線の改修など
地域要望を勘案しながら優先順位を決めて計
画を策定し、整備を行います。

道路台帳整備事業
実施
中

ある程度
達成

安全性の確保
現状維
持

継続して実施 建設G

道路橋梁整備事業
実施
中

ある程度
達成

道路の維持補修を
行った

現状維
持

引き続き整備する 建設G

橋梁長寿命化事業
実施
中

ある程度
達成

安全性の確保・大正
橋補修

現状維
持

継続して実施 建設G

道路補修事業
実施
中

ある程度
達成

安全性の確保・舗装
修繕、道路ストック修
繕

現状維
持

計画的に事業を推
進する

建設G

道路舗装整備事業
実施
中

ある程度
達成

舗装整備事業を実施
している

現状維
持

引き続き整備する 建設G

歩道整備事業
実施
中

ある程度
達成

歩道整備事業を実施
している

現状維
持

引き続き整備する 建設G

④緊急輸送道路計画の策定【建
設Ｇ】

高速自動車国道、一般国道及びこれらを連絡
する幹線道路等と防災拠点施設の緊急輸送
を確保するために必要な道路等の検討を行
い、計画を策定します。

緊急輸送道路計画
策定事業

完了
ある程度
達成

Ｈ３０年度防災計画に
て位置付け予定

休止・廃
止

Ｈ３０年度防災計画
にて位置付け予定

建設G

⑤街路景観の見直し【建設Ｇ】
街路の再構築の検討を行うとともに、街路樹
などの景観・緑化に関する検討を進めます。

街路景観再構築事
業

実施
中

ある程度
達成

H28年度みどりの基本
計画策定

現状維
持

継続して実施 建設G

⑥交差点改良の検討【建設Ｇ】

国道・道道の交差点改良の要望や町の危険
な交差点について、改良の検討を行うとともに
安全かつスムーズな道路網の構築に努めま
す。

交差点改良事業
実施
中

ある程度
達成

安全性の確保・国道
240、243交差点改良

現状維
持

継続して実施 建設G

⑦賑わい道路など特色ある町道
の整備推進【建設Ｇ】

賑わい道路など特色のある町道の整備の検
討を図るとともに、整備の推進を図ります。

賑わい道路等整備
事業

実施
中

達成され
ていない

中心市街地活性化構
想を受けて検討

現状維
持

中心市街地活性化
構想を受けて検討

建設G

道路改良改善事業
実施
中

ある程度
達成

安全性の確保・国道
334、道道北端美豊岡
線等

現状維
持

継続して実施 建設G

第２６２号外道路改
良事業

実施
中

ある程度
達成

安全性の確保
現状維
持

継続して実施 建設G

国道、道道における事故多発箇所、危険箇所
の改善等の改良整備を、所管する国及び北
海道に対し要望します。
また、町道の整備は、事業の優先度を考慮
し、効率的、効果的かつ計画的に推進しま
す。

4-1
⑶国道、道道、町道等道路網
の整備、促進【建設Ｇ】

②概ね順調に進ん
でいる

4-1 ⑵町道の整備
②概ね順調に進ん
でいる

③町道整備、維持補修、道路附
帯施設、橋梁補修の計画及び橋
梁長寿命化計画の見直し【建設
Ｇ】

道路ストック点検により補修・改築の優先度を
判断して町道整備計画を見直し整備を行うと
もに、橋梁を再点検して橋梁長寿命化計画の
見直しを行い施設の安全性の確保に努めま
す。
また、大雨等による町道被災箇所の再発防止
に向け道路パトロールの強化に努めます。
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前期評価

基本目標４-住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

４－２除排雪体制の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

農村部除雪協力体
制強化事業

実施
中

ある程度
達成

道路の開通 拡充
引き続き体制強化に
努める

建設G

除雪対策事業
実施
中

ある程度
達成

道路の開通
現状維
持

引き続き体制強化に
努める

建設G

②除雪車両の充実【建設Ｇ】

老朽化した車両の計画的更新を進めると共
に、大雪や暴風雪による降雪状況及び雪質
の変化に即応可能な車両配備の検討を行い
ます。

除雪車両整備事業
実施
中

ある程度
達成

老朽機械の更新
現状維
持

計画的更新を進め
る

建設G

③通学路や歩道除雪の効率化
【建設Ｇ】

機動力向上のため歩道用小型除雪車両と手
押し除雪機の両面で迅速な除雪を行い、歩行
者の安全を確保します。

冬道歩行者安全確
保事業

実施
中

ある程度
達成

歩道の開通 拡充
引き続き安全確保に
努める

建設G

④雪捨て場の環境整備【建設Ｇ】

状況に応じた雪捨て場の確保と効率的な搬
送経路確保の検討を行います。また、利用方
法、受入時間など住民が利用しやすい管理
方法を模索します。

雪捨て場環境整備
事業

実施
中

ある程度
達成

排雪場の開設、受け
入れ

現状維
持

引き続き受け入れる 建設G

⑤間口置き雪対策【建設Ｇ】
除雪困難な独居高齢者などの世帯を対象とし
た「間口除雪」を引き続き行い、除雪の負担軽
減を図ります。

間口置き雪対策事
業

実施
中

ある程度
達成

高齢者等のニーズに
対応している

現状維
持

引き続き除雪の負担
軽減を図る

建設G

（間口置き雪対策、農村部委託
の拡大）【建設Ｇ】

住民参加や自治会・たすけあいチームと連携
し、間口置き雪対策を推進します。また、除雪
体制の構築については、農村地区除雪組合
と連携を図り、民間事業者の協力体制の検討
を図り早期通行確保するための体制の強化を
図ります。

⑥除雪作業従事者の確保【建設
Ｇ】

直営、委託共に近年、作業員が不足していま
す。作業内容の見直し、及び改善を検討し、
担い手の確保に努めます。

除雪作業従事者確
保事業

実施
中

ある程度
達成

人員確保ができた 拡充
歩道除雪業務の改
善として乗用型を導
入する

建設G

①除雪の支障となる路上駐車・
放置車両の住民啓発【建設Ｇ】

除雪の障害となる路上駐車への注意喚起と放
置車両の移動など、関係機関や住民との協働
により実施します。

除雪作業安全実施
啓発事業

実施
中

ある程度
達成

皆無にはなっていない
現状維
持

引き続き啓発をする 建設G

②道路、歩道への雪出し対策
【建設Ｇ】

車や人の安全な通行の確保のため、道路、歩
道等への雪出しについて、パトロール等を継
続して、注意喚起を行います。

雪出し対策事業
実施
中

ある程度
達成

皆無にはなっていない
現状維
持

引き続き注意喚起を
する

建設G

①除雪情報の提供と協力【建設
Ｇ】

国道・道道通行止めにおける町道の通行止め
情報の発信で運転者の安全の確保に努めま
す。通行止め標識や道路状況標示板などを
充実させます。

除雪情報提供事業
実施
中

かなり達成
迅速な通行止め情報
が提供されている

現状維
持

連絡・協力体制を維
持する

建設G

②ロードヒーティングに代わる低
コスト融雪施設の検討【建設Ｇ】

滑り止めビリ砂利の使用と今後開発が期待さ
れる低コストの融雪施設の検討を進めます。

低コスト融雪施設
検討事業

実施
中

ある程度
達成

スリップ事故の減少
現状維
持

スリップ事故の減少
に努める

建設G

4-2 ⑶雪による交通安全対策
②概ね順調に進ん
でいる

気象状況の変化や降雪状況を勘案し、地域
住民の安全に配慮した除雪を実施します。ま
た、降雪量が増加傾向にあり民間事業者との
協力体制の強化で早期に通行を確保するよう
努めていきます。

4-2 ⑵降雪による事故防止
②概ね順調に進ん
でいる

4-2 ⑴除雪体制の充実
②概ね順調に進ん
でいる

①除雪計画と除雪体制の随時見
直し【建設Ｇ】

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）
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前期評価

基本目標４-住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

４－２除排雪体制の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

①たすけあいチームによる除雪
活動の継続支援【保健福祉Ｇ】

住民が主体となる「たすけあいチーム」との連
携を進めて行きます。

家庭用除雪機貸与
事業

実施
中

十分達成 家庭用除雪機貸与
現状維
持

計画に基づき実行 保健福祉G

（高齢化社会に対応した除排雪
の強化）【建設Ｇ】

高齢化社会のニーズにあう、除排雪の検討を
行うとともに、除排雪体制の強化を目指しま
す。

②農村地区における住民参加に
よる除雪体制の確立【建設Ｇ】

通学バス路線や集乳路線、吹きだまり路線な
どを対象とした農村除雪部会の取組を支援し
ます。

農村地区除雪体制
確立事業

実施
中

ある程度
達成

道路の開通 拡充
引き続き支援をし、
体制強化に努める

建設G

③緊急対応による除雪体制の確
立と連携【建設Ｇ】

緊急搬送時の除雪体制及び国、道、自衛隊と
の連携を密にして安心な住民生活の確保を
図ります。

緊急除雪体制確立
連携事業

実施
中

ある程度
達成

協力体制が図られて
いる

現状維
持

引き続き連携をし住
民生活の確保を図
る

建設G

④除雪の協力と啓蒙活動【建設
Ｇ】

住民の理解と協力を頂くため、町ホームペー
ジや広報誌により、情報を随時提供していきま
す。

除雪啓蒙活動事業
実施
中

ある程度
達成

広報誌等で周知して
いる

現状維
持

引き続き情報提供を
図る

建設G

4-2 ⑸排雪活動
②概ね順調に進ん
でいる

①交差点の排雪の強化の検討
【建設Ｇ】

交差点等危険箇所部分の排雪を適時行う検
討を行い、見通し等交通の安全の確保に努
めて参ります。

排雪対策強化事業
実施
中

ある程度
達成

排雪を実施
現状維
持

適時排雪を行う 建設G

4-2 ⑷除雪活動
②概ね順調に進ん
でいる
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前期評価

基本目標４-住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

４－３治山・治水対策の推進

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①国･道と連携した治水対策の
推進【建設Ｇ】

河川管理者である国･道との連携を強化して、
速やかな初動体制の確立を図ります。内水被
害の実態を踏まえて排水路・作業ヤード・釜
場などの河川整備を国･道に要望します。

治水対策連携強化
事業

実施
中

ある程度
達成

日の出釜場の設置や
堤内外の排水路の浚
渫を実施している

現状維
持

引き続き要望する 建設G

②内水排除用排水ポンプの維持
管理【建設Ｇ】

町が管理する各樋門等の常時電源の増設と
排水ポンプの適切な点検・補修を実施しま
す。排水ポンプ等の老朽化対策による計画的
な更新も随時行います。

堤内排水対策事業
実施
中

かなり達成
排水ポンプ等のリース
から町所有への切り替
え

現状維
持

排水ポンプ等の老
朽対策を図る

建設G

③河川情報施設整備の拡充【建
設Ｇ】

河川監視用カメラの設置及び冠水地区の水
位観測所の設置要望を国・道に行い、早期情
報による迅速な体制確保に努めます。

河川情報施設整備
事業

実施
中

ある程度
達成

町内４カ所に水位観測
所が設けられ、随時状
況が確認できる

現状維
持

北海道においても
田中川、駒生川に
設置を計画している

建設G

①親水性豊かな網走川河川整
備の推進【建設Ｇ】

親水性豊かで安全な河川緑地の活用の推進
を図るとともに、住民のニーズにあう利活用方
法について検討します。

網走川河川整備推
進事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

高水敷が浸水を繰り返
しているため、ソフト
ボール場を移設した

現状維
持

河川緑地として管理
する

建設G

②駒生川河川改修事業の推進
【建設Ｇ】

安全な流下の確保のため、改修事業の促進と
生態系保全に配慮した整備要望を道に行い
ます。

美幌川河川改修事
業

実施
中

あまり達成
されていな
い

社会資本整備推進会
議にて要望

現状維
持

道事業であるため、
道の予算付けにより
事業決定される

建設G

③河川の浚渫等【建設Ｇ】

安全に流下させることができる河道掘削及び
阻害となる樹木伐採を国・道に要望して、連携
しながら河川管理を進めます。また、浚渫土の
利用を図り、処分費の軽減を図ります。

河川補修事業
実施
中

ある程度
達成

国では排水路の浚渫
や樹木伐採は進めら
れているものの河道掘
削は実施されていない

現状維
持

引き続き実施・要望
する

建設G

河川環境保全連携
強化事業

実施
中

ある程度
達成

各河川で清掃事業を
実施

現状維
持

引き続き地域と協力
し河川環境保全を
行う

建設G

福豊上流第２地区
道営土地改良事業

実施
中

十分達成
計画協議・北海道へ
の施行申請

現状維
持

地元、北海道と協議
しながら計画的に実
行

耕地林務G

⑤国・道管理区間における河川
整備計画と連携した河川整備の
推進【建設Ｇ】

地域住民、関係機関と連携・協働し、洪水等
による災害の発生の防止、機能の維持、河川
環境の整備と保全などに対して、効果的な要
望を行います。

河川整備推進事業
実施
中

ある程度
達成

国では排水路の浚渫
や樹木伐採は進めら
れているものの河道掘
削は実施されていない

現状維
持

引き続き要望する 建設G

①自然災害等による山腹の復
旧・砂防ダム等の設置【耕地林
務Ｇ】

災害発生時には山腹の復旧及び砂防ダムを
設置し、対応していきます。

治山・砂防事業
未実
施

発生がな
かった

達成され
ていない

災害の発生がなかっ
た

現状維
持

災害発生時実施 耕地林務G

②災害未然防止のための状況
調査等の継続【耕地林務Ｇ】

危険箇所及び砂防ダムの定期点検・維持管
理を行います。

治山林道施設整備
推進事業

実施
中

十分達成 計画的に実施
現状維
持

計画的に実施 耕地林務G

③危険箇所等への指導・対応方
法の検討【耕地林務Ｇ】

町内の危険箇所や林地開発による崩落危険
箇所等の調査を行い、診断結果に基づき、土
地所有者に対し指導を行います。

危険個所指導啓発
事業

実施
中

十分達成
状況に応じて適宜、調
査及び指導を行った。

現状維
持

計画的に実施 耕地林務G

国・道とともに河畔林の維持や河川緑地の増
進を図る緑化等、良好な河川環境の整備に
努めます。
また、地域・住民の参加協力により、魚道の設
置、河川の一斉清掃、各種ワークショップなど
を行い、河川美化やゴミ投棄防止などへの意
識の啓蒙を図り、地域と一体となった河川環
境保全を推進します。

4-3 ⑶治山対策の推進
②概ね順調に進ん
でいる

④国･道と連携した河川環境の
保全の推進【建設Ｇ】

4-3 ⑵河川整備
②概ね順調に進ん
でいる

4-3 ⑴治水対策の推進
②概ね順調に進ん
でいる

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分
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前期評価

基本目標４-住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

４－４住みやすく美しい市街地機能の向上

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

4-4 ⑴計画的な土地利用の推進
②概ね順調に進ん
でいる

①地籍の信頼性の確保【建設
Ｇ】

地籍数値情報化事業等により土地台帳や地
籍・地番図などの地籍管理や適正化を行い、
信頼性の確保に努めます。

地籍調査事業
実施
中

かなり達成
適正な地籍管理がな
されている

現状維
持

引き続き地籍管理を
行う

建設G

4-4 ⑵適正な土地利用の確保
①順調に進んでい
る

①利用区分に応じた計画的な土
地利用の推進【財務Ｇ】

都市区域、農業区域、森林区域、自然保全区
域の利用区分に応じた土地利用を推進しま
す。
国土法に基づき、適正かつ合理的な土地利
用の確保を図ります。

土地利用規制対策
事業

実施
中

ある程度
達成

届出の受理件数
H28-受理14延滞3
H29-受理12延滞2
H30-受理 7延滞0

現状維
持

周知により未届を未
然に防ぎ、購入され
た土地が適切に利
用されるよう助言勧
告を行う。

財務G

①都市計画区域における土地利
用の見直し策定【建設Ｇ】

健康で文化的な都市生活を確保するため、都
市計画マスタープランを見直しして、都市基
盤を活用した土地利用、交通体系、公園緑地
等の基本的な方針を示し推進して行きます。
市街地の土地利用動向等を踏まえて適宜用
途地域の見直しを行い、コンパクトシティの推
進が図られるよう無秩序な開発行為の防止に
努めます。

都市計画事務
実施
中

ある程度
達成

H27年度都市計画ﾏｽ
ﾀｰﾌﾟﾗﾝ見直し完了、
H28年度用途地域見
直し完了

現状維
持

都市計画区域の整
備、開発及び保全
の方針の見直し、無
秩序な開発行為の
防止

建設G

②市街地における緑化及びバリ
アフリー化の推進【建設Ｇ】

都市における緑地の保全、緑化を推進しつ
つ、緑化推進計画との整合を図りながら公園
及び緑地等の整備計画（緑の基本計画）を策
定し、バリアフリー化（ユニバーサルデザイン）
の推進や地域拠点となる緑地の整備を行いま
す。

用途地域変更事業
実施
中

ある程度
達成

H28年度みどりの基本
計画策定完了

現状維
持

緑化推進及び中心市
街地活性化施設整備
方針と連動した緑地整
備

建設G

①市街地再開発可能性の調査
検討【建設Ｇ】

人口減少や市街地の空洞化等における都市
計画マスタープランなどの関連計画を勘案
し、地域の特色を生かしたにぎわいの創出や
市街地の整備検討を行います。

市街地再開発可能
性調査検討事業

未実
施

中心市街地
活性化基本
計画事業の
再検討と連
動させるため

達成され
ていない

現状維
持

中心市街地活性化
基本計画事業の再
検討と連動させるた
め

建設G

②景観に調和したまちなみの整
備【まちづくりＧ】

市街地整備と併せた検討を進め、景観行政
団体も視野に入れた取組を進めます。

まちなみ環境整備
事業

未実
施

景観行政団
体への移行
はないため

達成され
ていない

統合
他の関連施策で整
備が図られるため

まちづくりG

4-4 ⑸市街地の保全
②概ね順調に進ん
でいる

①環境保全のためのまちなみの
維持【建設Ｇ】

街路樹の落ち葉やビリ砂利の清掃、街路樹の
剪定等、地域のマンパワーを生かしながら取
組を推進します。

まちなみ環境保全
事業

実施
中

ある程度
達成

落ち葉、ビリ砂利の回
収

現状維
持

引き続き地域の協力
を得ながら環境保全
を推進する

建設G

①ユニバーサルデザインによる
環境整備の普及・促進【建築Ｇ】

施設の更新･新設時にユニバーサルデザイン
の導入を行います。

ユニバーサルデザ
イン導入事業

実施
中

ある程度
達成

H30年度町民会館建
設に合わせた導入

現状維
持

今後も状況に応じて
実施予定

建築G

②わかりやすい案内看板等の設
置【建設Ｇ】

公共施設を連絡する路線などに、誰にでもわ
かりやすい案内看板等の設置などを行い、ユ
ニバーサルデザインを推進します。

ユニバーサルデザ
イン推進事業

実施
中

ある程度
達成

公共サイン整備検討
委員会にて検討中

現状維
持

今後も状況に応じて
実施予定

建設G

4-4
⑹誰もが利用しやすい施設・
設備づくり

②概ね順調に進ん
でいる

4-4
⑶市街地における土地利用の
推進

①順調に進んでい
る

4-4 ⑷市街地の再整備 ⑤進展していない
計画見直
しのため

施策

現在の進捗状況 施策の区分

担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度
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前期評価

基本目標４-住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

４－５公園、緑地の整備

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①網走川河川緑地整備計画の
見直し【建設Ｇ】

国の河川整備計画と整合を図り、見直しを進
めます。

網走川河川緑地整
備計画推進事業

完了
ある程度
達成

H28年度みどりの基本
計画策定

統合
4-4(3)②みどりの基
本計画に包含

建設G

②公園施設の計画的な更新【建
設Ｇ】

公園長寿命化計画を策定し、老朽化施設の
更新を行い、安全基準に沿った整備を行うと
ともに住民ニーズにあった再整備・再配置の
検討を進めます。

公園整備事業
実施
中

ある程度
達成

いなみ北、あおやま
南、ひがしまち公園遊
具更新

現状維
持

公園町寿命化計画
に沿った整備を進め
る

建設G

③地域の声を取り入れた公園引
当地の活用【建設Ｇ】

公園引当地について、地域の声を取り入れ
て、多目的な有効利用法の検討を行います。

公園引当地活用促
進事業

実施
中

ある程度
達成

防災資機材倉庫等の
設置

現状維
持

地域の要望に応じ
た取り組みを進める

建設G

④公園の美化活動の推進【建設
Ｇ】

自治会・ボランティアによる住民参加型の活動
を推進します。

公園美化活動推進
事業

実施
中

かなり達成 公園の美化
現状維
持

引き続き住民参加
型の活動を推進す
る

建設G

施策

4-5
⑴公園や緑地の整備、維持管
理

②概ね順調に進ん
でいる

進捗状況
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

現在の進捗状況 施策の区分 施策の内容

今後の方向性達成度
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前期評価

基本目標４-住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

４－６住宅環境の整備

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

公営住宅整備事業
実施
中

ある程度
達成

長寿命化計画による
適切な維持管理を実
施

現状維
持

計画に基づき実施 建築G

公営住宅補修事業
実施
中

ある程度
達成

長寿命化計画による
適切な維持管理を実
施

現状維
持

計画に基づき実施 建築G

①住宅の将来需要の予測【建築
Ｇ】

平成28年度の住生活基本計画策定に際し、
アンケート調査等を実施し、将来の住宅需要
を見込みます。

住宅施策計画策定
事業

完了 十分達成
長寿命化計画の改
定、住生活基本計画
の策定

休止・廃
止

計画が策定されたた
め

建築G

住宅リフォーム促
進補助事業

実施
中

かなり達成
約120件/年の実施が
見込まれる

現状維
持

計画に基づき実施 建築G

住宅耐震改修補助
事業

実施
中

達成され
ていない

実績なし
現状維
持

計画に基づき実施 建築G

①空き家の実態把握【建築Ｇ】
関係団体及び関係部局と連携を図り、適切に
管理されていない老朽家屋等の把握を行いま
す。

空き家対策事業
実施
中

かなり達成
美幌町空家等対策計
画の策定

拡充
空家等対策計画に
基づき実施するため

まちづくりG

②空き家所有者への指導・助言
【建築Ｇ】

国が示すガイドライン（指針）を基に、保安上、
衛生上、生活環境上など適切な管理がなされ
ていない空き家所有者への指導・助言を実施
します。

空き家適正管理対
策事業

実施
中

ある程度
達成

実態調査に基づく意
向調査の実施

統合

空家等対策計画に
基づき実施するため
空家対策事業に統
合

まちづくりG

③空き家及び廃屋解消に向けた
対応【まちづくりＧ】

放置された危険な家屋等の取り壊しや、空き
家の利活用に対する助成制度導入の検討を
行います。

廃屋解消助成制度
導入事業

未実
施

制度導入の
検討は空家
等対策計画
策定後

あまり達成
されていな
い

制度導入の検討は空
家等対策計画策定後

統合

空家等対策計画に
基づき実施するため
空家対策事業に統
合

まちづくりG

施策

良好な住宅ストックの確保と有効活用、適切な
維持管理と耐久性の向上を図ります。

現在の進捗状況 施策の区分

4-6 ⑵民間住宅･宅地整備の推進
②概ね順調に進ん
でいる

②住宅リフォーム制度の充実支
援【建築Ｇ】

4-6 ⑴公営住宅の整備
②概ね順調に進ん
でいる

4-6 ⑶空き家対策
②概ね順調に進ん
でいる

住宅リフォーム促進事業は、利用者、事業者
などからも継続要望が寄せられていることか
ら、今後の需要予測も含めてアンケート調査
等を実施し、あわせて制度内容の充実を図り
ます。

達成度

①長寿命化とライフサイクルコス
トの縮減【建築Ｇ】

担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性
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前期評価

基本目標４-住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

４－７上下水道の整備

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①安定的な水道の供給【水道Ｇ】
安定した取水を確保できるよう週1回の流量測
定を行います。

河川流量調査事業
実施
中

ある程度
達成

河川流量の変動を把
握している

現状維
持

継続的な河川水量
の監視が必要

水道G

②水源の管理対策【水道Ｇ】
水源池の危機管理対策として部外者の侵入
を監視するシステムの導入を検討します。

水源池管理対策事
業

実施
中

ある程度
達成

対策の方向性が定
まった

現状維
持

危機管理対策が必
要

水道G

③水源涵養林の維持管理【水道
Ｇ】

水源涵養林の機能確保のための適正な維持
管理を行います。

水源涵養林維持管
理事業

未実
施

特に必要が
無かった

ある程度
達成

水源は良質な水質が
保たれていた

現状維
持

水質保全のため適
正な維持管理が必
要

水道G

①水道施設の計画的な更新【水
道Ｇ】

耐震化計画に基づいた施設耐震化と老朽施
設の計画的更新を進めます。

水道施設整備事業
実施
中

ある程度
達成

老朽施設の更新と施
設の耐震化

拡充
施設の耐震化工事は
これからである

水道G

②水道管路の計画的な整備【水
道Ｇ】

導水管、送水管、配水管など基幹管路の耐震
化と老朽配水管の計画的更新を進めます。

水道管路整備事業
実施
中

ある程度
達成

老朽配水管の更新 拡充
基幹管路の耐震化は
これからである

水道G

③水道利用の普及啓蒙【水道
Ｇ】

町民に対して水道週間やイベント、広報、ＨＰ
を利用して安全安心を訴え水道利用の促進
を図ります。

水道利用普及啓蒙
事業

実施
中

ある程度
達成

広報及びＨＰで水道
事業の経営状況等を
周知

現状維
持

水道事業経営状況
の定期的周知が必
要

水道G

④水道未普及地域対策【水道
Ｇ】

地域からの相談・要望や実情及び公営企業と
しての経営状況など総合的な判断に基づき水
道未普及地域対策を進めます。

水道未普及地域対
策事業

未実
施

地域要望が
無かった

達成され
ていない

現状維
持

地域要望に対応す
るため

水道G

4-7 ⑶水道事業の推進
②概ね順調に進ん
でいる

①効率化等による経営改善【水
道Ｇ】

料金収納、開閉栓など業務委託の検討と、量
水器収納筐設置の推進による事務事業の効
率化とコスト縮減を図ります。

量水器収納筺設置
事業

実施
中

ある程度
達成

伸縮式収納筺の設置
Ｈ３０末、進捗見込み
８６％

縮小
年度毎事業量が残
り少ない

水道G

①全体計画、事業計画の変更
【建設Ｇ】

地域の実績値を用いた推計など、地域特性を
踏まえた評価を実施し、長期的な視点に立っ
た計画的な更新計画の構築が必要であり、施
設の長寿命化や雨水処理対策の推進のた
め、計画の見直しと事業期間の延伸を行い事
業の継続を図ります。

公共下水道建設事
業

実施
中

十分達成
計画の見直しと事業期
間の延伸の実行。

現状維
持

計画に基づき実行。 建設G

②下水終末処理場の運転管理
【建設Ｇ】

下水道の機能を適正に維持するために、持続
的で安定した水質処理を継続した運転管理を
推進し、適正な処理による公共水域の水質保
全を図ります。

公共下水道維持管
理事業

実施
中

十分達成
長期継続契約方法に
より、管理の適正化を
図った。

現状維
持

処理場への流入水量
減少が見込まれるた
め、効率的な処理方
式の検討が必要。

建設G

③下水道施設の老朽化等に伴う
改築・更新事業【建設Ｇ】

長寿命化計画に沿って更新を行い処理施設
及び管路の更新を進め下水処理の質的向上
と維持管理コストの軽減を図ります。

公共下水道建設事
業

実施
中

十分達成
長寿命化計画に合わ
せた計画的な改築・更
新を実施。

現状維
持

計画に基づき実行。 建設G

④異常気象に対応する処理の
推進【建設Ｇ】

排水処理能力の検証を行い、雨水排水処理
対策の推進を図ります。

堤内排水対策事業
実施
中

十分達成
国による内水排除施
設の整備。

現状維
持

内水氾濫による浸水
被害の発生を防ぐ。

建設G

4-7
⑷下水道事業の継続性の確
保

②概ね順調に進ん
でいる

4-7 ⑴水資源の確保
②概ね順調に進ん
でいる

4-7 ⑵水道の整備
①順調に進んでい
る

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分
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前期評価

基本目標４-住みやすく、人が集まる基盤をつくるまちづくり

４－７上下水道の整備

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

4-7 ⑸下水道事業の推進
②概ね順調に進ん
でいる

①下水道経営の健全化【建設
Ｇ】

維持管理を適正に行い、安心して利用するた
め、長期的な収支バランスを見通した下水道
経営計画の検討、中期経営計画の策定、人
口減少等による地域の実情を踏まえた事業計
画の立案、使用料金の適正化、維持管理費
の効率化と質的向上、公営企業、経営基盤強
化へ取り組み、限られた財源をより有効に活
用する仕組みの中で、長期的・効率的に安定
した事業経営を努めます。

下水道経営健全化
事業

実施
中

ある程度
達成

経営戦略の策定。
現状維
持

引き続き経営健全
化に努める。

建設G

①個別排水処理施設整備計画
に基づく計画的な整備【建設Ｇ】

未整備状況、要望等を踏まえて整備計画を随
時見直し、下水道区域外居住者に対する水
洗化を促進します。

個別排水処理施設
建設事業

実施
中

ある程度
達成

浄化槽の設置が進ん
でいる

現状維
持

引き続き水洗化を促
進する

建設G

②個別排水処理施設の適切な
維持管理と経営健全化【建設Ｇ】

普及戸数の増加により維持管理費が増加して
いることから負担の適正化を検討して行きま
す。また、人口減少による空き屋や離農での
使用停止に係る取扱いに関する基準を策定
します。

個別排水処理施設
維持管理事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

基準策定に至ってい
ない

現状維
持

負担の適正化や取
り扱いを定める

建設G

①下水汚泥の資源有効利用の
研究の継続【建設Ｇ】

下水終末処理場から発生する汚泥の減量化
に努めるとともに、有効利用の研究を継続しま
す。

下水道汚泥資源有
効利用推進事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

下水汚泥の有効利用
の研究について進ん
でいない。

現状維
持

下水汚泥の有効利
用を更に進める。

建設G

②し尿・合併浄化槽汚泥の受入
の継続【建設Ｇ】

し尿・浄化槽汚泥の受入を継続し、下水汚泥
と混合し、汚泥消化の際に発生する消化ガス
をボイラー用燃料として有効利用し、電力利
用の効率化を図り、ＣＯ2等の温室効果ガス排
出の抑制に努めます。

下水道汚泥資源有
効利用推進事業

実施
中

十分達成

収集したし尿と浄化槽汚
泥をすべて下水道汚泥と
混合し、汚泥消化の際発
生する消化ガスをボイ
ラー用燃料として利用し
た。

統合

継続して消化ガスをボ
イラー用燃料として有
効利用し、電力利用の
効率化を図り、ＣＯ2等
の温室効果ガス排出
の抑制に努めます。

建設G

4-7 ⑺汚泥処理の推進
②概ね順調に進ん
でいる

4-7
⑹合併処理浄化槽の設置促
進と維持管理

②概ね順調に進ん
でいる
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前期評価

基本目標５-夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

５－１幼稚園、学校教育の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①就園に対する支援【学校教育
Ｇ】

就園の機会を確保するため、私立幼稚園就
園奨励費補助事業の充実により、家庭の所得
状況に応じた保護者の経済的負担の軽減を
図り、幼児教育の推進に努めます。

私立幼稚園振興事
業

実施
中

十分達成
町独自の政策により多
子世帯への支援がで
きた。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

②教材、研修に対する支援【学
校教育Ｇ】

私立幼稚園振興補助事業の充実を図り、教
職員の研修費及び園児の教材費の一部を補
助することにより、幼児教育の振興に努めま
す。

幼児教育振興補助
事業

実施
中

十分達成

補助により幼児教諭の
研修機会、幼児への
教材整備が確保され
た。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

美幌小学校施設等
整備事業

実施
中

十分達成
計画に基づき整備す
ることができた。

現状維
持

計画的に整備 学校教育G

東陽小学校施設等
整備事業

実施
中

十分達成
計画に基づき整備す
ることができた。

現状維
持

計画的に整備 学校教育G

旭小学校施設等整
備事業

実施
中

十分達成
計画に基づき整備す
ることができた。

現状維
持

計画的に整備 学校教育G

小学校施設等修繕
及び備品整備事業

実施
中

十分達成
計画に基づき整備す
ることができた。

現状維
持

計画的に整備 学校教育G

小学校スクールバ
ス運行事業

実施
中

十分達成 計画の実行・達成
現状維
持

計画に基づき実行 学校給食G

小学校教育教材整
備事業

実施
中

十分達成
計画に基づき整備す
ることができた。

現状維
持

計画的に整備 学校教育G

美幌中学校施設等
整備事業

実施
中

十分達成
計画に基づき整備す
ることができた。

現状維
持

計画的に整備 学校教育G

美幌北中学校施設
等整備事業

実施
中

十分達成
計画に基づき整備す
ることができた。

現状維
持

計画的に整備 学校教育G

中学校施設等修繕
及び備品整備事業

実施
中

十分達成
計画に基づき整備す
ることができた。

現状維
持

計画的に整備 学校教育G

中学校スクールバ
ス運行事業

実施
中

十分達成 計画の実行・達成
現状維
持

計画に基づき実行 学校給食G

中学校教育教材整
備事業

実施
中

十分達成
計画に基づき整備す
ることができた。

現状維
持

計画的に整備 学校教育G

小学校ＩＴ教育環
境整備事業

実施
中

十分達成
計画に基づき整備す
ることができた。

現状維
持

計画的に整備 学校教育G

中学校ＩＴ教育環
境整備事業

実施
中

十分達成
計画に基づき整備す
ることができた。

現状維
持

計画的に整備 学校教育G

小学校要保護準要
保護児童就学援助
事業

実施
中

かなり達成

全ての保護者へ制度の
周知徹底を図ったことに
より適切な認定事務を
行った。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

中学校要保護準要
保護生徒就学援助
事業

実施
中

かなり達成

全ての保護者へ制度の
周知徹底を図ったことに
より適切な認定事務を
行った。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

③就学に対する支援【学校教育
Ｇ】

経済的な理由により就学困難と認められる児
童生徒の保護者に対し、就学に必要な援助を
行います。

年次的な更新計画に基づき教育用コンピュー
タ等の整備を図るとともに、学校のニーズを取
り入れた新たなＩＣＴ教育環境（タブレット、電
子黒板等）の整備、充実に努めます。

5-1 ⑴幼稚園の充実
①順調に進んでい
る

5-1
⑵小中学校の教育環境の充
実

②概ね順調に進ん
でいる

①学校施設や備品、教材等の整
備充実【学校教育Ｇ】

教育環境の充実を図るため、学校施設、設備
及び備品等について、計画的な更新を図りま
す。

②教育用コンピュータなどＩＣＴ教
育環境の整備充実【学校教育
Ｇ】

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

57



前期評価

基本目標５-夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

５－１幼稚園、学校教育の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

①地域資源（自然、環境、人）を
活用した学校教育の充実【学校
教育Ｇ】

水泳、スキー、スケートの体育科において、各
競技団体からの外部講師によるグループでの
個別指導を行い、効果的な授業内容の充実
を図ります。
また、博物館学芸員との連携による体験授業
や「総合的な学習の時間」における児童生徒
の興味関心に基づいた課題解決型の授業を
進めます。

外部講師活用事業
実施
中

十分達成
全ての小中学校におい
て連携し、地域とともにあ
る学校づくりを推進した。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

②体験型の学習によるふるさと
教育やキャリア教育の充実【学校
教育Ｇ】

自然体験や産業体験、インターンシップによ
るふるさと教育やキャリア教育の促進を図りま
す。
外部講師を活用した土曜授業（土曜日の開
催）の検討をします。

学校教育振興推進
事業

実施
中

かなり達成

各学校において総合の
時間における体験授業
の実施や、休日における
「国語教室」の開催など
に取り組んだ。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

③国際理解教育の充実【学校教
育Ｇ】

小学校の外国語活動や中学校の英語の授業
に英語指導助手（ＡＬＴ）を派遣し、国際理解
教育の充実とコミュニケーション能力の育成を
図ります。

語学指導外国青年
招致事業

実施
中

十分達成
全ての小中学校に外国
語指導助手を派遣した。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

④地域と一体となった学校づくり
の推進【学校教育Ｇ】

ＰＴＡや学校評議員などからの幅広い意見や
評価を活用しながら学校運営に取り組むととも
に、「おもしろ科学の祭典」など地域住民の協
力を得た事業の展開を通して開かれた学校
づくりに努めます。

学校運営改善事業
実施
中

十分達成

意見や評価を反映させる
ことで、学校運営や教育
活動の改善を進めること
ができた。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

アレルギー対策事
業

実施
中

十分達成 計画の実行・達成
現状維
持

計画に基づき実行 学校給食G

給食運営事業
実施
中

十分達成 計画の実行・達成
現状維
持

計画に基づき実行 学校給食G

学校給食施設維持
管理事業

実施
中

十分達成 計画の実行・達成
現状維
持

計画に基づき実行 学校給食G

学校給食施設整備
事業

実施
中

十分達成 計画の実行・達成
現状維
持

計画に基づき実行 学校給食G

⑥教育相談や生徒指導の充実
【学校教育Ｇ】

いじめや不登校、生徒指導上の課題を抱えて
いる児童生徒に対応するため、教育相談室に
２名の相談員を配置し、学校・家庭・地域や関
係機関と連携し、悩みや課題を解決できるよう
教育相談体制の充実を図ります。

教育相談及び不登
校問題相談事業

実施
中

十分達成

児童生徒や保護者へ教
育に関わる専門的なアド
バイスが行われている。
また、引きこもりや不登校
の改善などの効果が表
れている。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

平成２５年度より、機械・器具の年次的更新を
行っており、今後とも給食センターの維持・充
実に努めます。

5-1

⑤学校給食センターの充実【学
校給食Ｇ】

①順調に進んでい
る

⑶小中学校の教育内容の充
実
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前期評価

基本目標５-夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

５－１幼稚園、学校教育の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

学校教育振興推進
事業

実施
中

十分達成

指導主事の配置により、
校長、教頭、教員の指導
を行い教職員の指導力
向上を推進した。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

教職員研修事業
実施
中

十分達成
研修に参加できる校内体
制づくりを進め、教職員
の指導力向上に努めた。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

小学校特別支援学
級振興事業

実施
中

かなり達成
介助員の配置を行い、学
習環境を整え特別支援
教育の充実を推進した。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

中学校特別支援学
級振興事業

実施
中

かなり達成
介助員の配置を行い、学
習環境を整え特別支援
教育の充実を推進した。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

少人数学級推進事
業

実施
中

十分達成
全学年で少人数学級を
編成し、きめ細かな指導
を行うことができた。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

小学校教育振興事
業

実施
中

十分達成
全ての小学校に教育支
援員を配置し、下位層の
学力定着を推進した。

現状維
持

継続して実施すべき
事業

学校教育G

5-1
⑷小中学校における食育の推
進

①順調に進んでい
る

①小中学校における食育の推進
【学校教育Ｇ】【学校給食Ｇ】

日頃の給食指導や栄養教諭を活用した正し
い食に関する知識と望ましい食習慣を身に付
けさせる取り組みや関係機関との連携による
地産地消などの取り組みを進めます。

食育推進事業
実施
中

十分達成 計画の実行・達成
現状維
持

計画に基づき実行 学校給食G

5-1 ⑸高等学校教育の充実
②概ね順調に進ん
でいる

①間口確保や教育施設・設備の
充実【学校教育Ｇ】

多様な教育機会の充実を図るため、継続して
道教委に対する間口確保や教育施設・設備
の充実を要請する取り組みを進めます。
また、中学校教諭へ美幌高校の特色や魅力
を理解してもらう取り組みや卒業後の就職ま
で、町ぐるみで美幌高校を育てる環境づくりの
ため、ソフト・ハード両面に対する町としての支
援の在り方を検討します。

教育振興事務
実施
中

十分達成
町外通学者に支援す
ることで農業科の間口
維持につながった。

改善
間口対策として新た
な施策を検討

学校教育G

障がいに応じた指導が図られるよう、的確な対
象児童生徒の把握に努めるとともに、特別支
援学級や通常学級に在籍し特別な支援が必
要な児童生徒の学校生活を支援するため、介
助員を配置し教育環境の充実を図ります。

⑨少人数学級の推進【学校教育
Ｇ】

よりきめ細かな学習指導の環境を整えることを
目的に全ての小学校の全学年で３５人学級を
推進します。

⑦教職員の資質・指導力の向上
【学校教育Ｇ】

教職員の資質と指導力向上のため、授業公
開実践交流を通した授業改善と教材研究を
推進するとともに、網走地方教育研修セン
ターや道立教育研究所などの各種研修会へ
の参加体制の充実を図ります。

①順調に進んでい
る

⑶小中学校の教育内容の充
実

5-1 ⑧特別支援教育の充実【学校教
育Ｇ】
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前期評価

基本目標５-夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

５－２生涯学習の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①生涯学習事業の連携、協力
【社会教育Ｇ】

各事業を担当するグループごとに企画・実施
されている生涯学習事業を、それぞれの目的
を尊重しながら、町民の生涯学習推進と捉え
て連携、協力に努めます。社会教育関連施設
ごとに必要とする専門職を適正に配置し、事
業の推進を図ります。

生涯学習体制構築
事業

実施
中

かなり達成
社会教育、スポーツ振
興、博物館、図書館各
施設に専門職配置済

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

②施設の空き情報及びイベント
情報、団体・サークル情報の提
供【社会教育Ｇ】

町ホームページを活用し、イベント情報を含
め、町民会館（びほーる）の空き情報を提供し
ます。また、マナビティーセンター登録サーク
ル等の活動状況等の情報提供を充実させ、
文化活動実践者の増加に努めます。

生涯学習情報充実
事業

実施
中

ある程度
達成

町のフェイスブック更
新権限を得て適宜な
情報を発進した。

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

③地域人材の発掘、登録と活用
促進【社会教育Ｇ】

高齢者を含め、知識や技能をもつ人材を発掘
し「教育資源リスト」を充実させるとともに、デー
タ管理による整備を行い、小中学校において
の活用促進に努めます。

地域人材活用促進
事業

実施
中

ある程度
達成

教育資源リストで、び
ほろ達人大百科「美
助っ人」の活用開始。

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

④サークル活動への参加奨励及
び機会の充実【社会教育Ｇ】

マナビティーセンター登録サークルの協力に
より、知識、技術の町民還元の一環として初心
者教室や活動成果の発表等を開催し、サーク
ル情報の提供とともに参加奨励と機会の充実
を図ります。
社会教育各施設において絵画、陶芸や手工
芸等の活動の成果を発表する場を提供し、
サークル・団体の活動の活発化と交流機会の
充実を図ります。

サークル・団体活
動促進事業

実施
中

ある程度
達成

サークル開設講座で
は毎年４～５本の講座
を継続的に開催した。

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

①マナビティーセンター設備の
整備【社会教育Ｇ】

オープン時に設置した陶芸窯や木工作機械
などの適切な利用と管理を継続するとともに、
他の施設整備を含め、機能維持と安全確保
のため、整備・修繕を計画的に行います。

マナビティーセン
ター陶芸窯更新事
業

実施
中

ある程度
達成

電気陶芸窯、木工電
動工作機器などの修
理修繕を実施。

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

②町民会館のホール機能整備
【社会教育Ｇ】

文化ホール機能の維持及び多様化・高度化
する利用者の要望に対応するため、年次的な
舞台備品の整備・更新を行います。利用者の
安全確保及び円滑な施設利用のため、舞台
吊り物、音響・照明設備の年次的更新・修繕
を行います。

びほーる整備事業
実施
中

十分達成

保守点検結果等に基
づき、緊急性のあるも
のから順次修繕を実
施

現状維
持

設備や備品の状況
に応じて計画的に
修繕等を実施

社会教育G

③町民会館改修の推進【社会教
育Ｇ】

多くの人が交流し使い勝手がよく、「びほー
る」との連動性を図った機能的な施設として整
備します。

町民会館改築事業 完了 十分達成
「びほーる」との連動性
が図られた機能的な
施設として整備

休止・廃
止

事業完了のため 社会教育G

5-2
⑴生涯学習の推進体制の確
立

②概ね順調に進ん
でいる

5-2 ⑵生涯学習関連施設の整備
①順調に進んでい
る

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分
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前期評価

基本目標５-夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

５－２生涯学習の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

社会教育委員活動
事業

実施
中

十分達成
委員の会議、研修会
にほぼ全員参加状況

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

社会教育活動奨励
員設置事業

実施
中

十分達成
活動奨励員30名が企
画・事業実施に関わる

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

社会教育団体育成
事業

実施
中

十分達成
負担金・補助金等で事
業支援を継続できた

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

青年教育推進事業
実施
中

十分達成
成人の集い、はたちの
つどい開催

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

成人教育推進事業
実施
中

十分達成

イマドキ講座、おもしろ
科学の祭典、美幌高
等学校開放講座等実
施

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

②住民主体による生涯学習活動
の奨励【社会教育Ｇ】

自治会連合会青少年部会、女性部会及び青
年活動を行う団体は、それぞれ関係機関と連
携を図り、主体的な活動を行っています。各
団体の実情に応じ、学習活動の指導、助言を
行うとともに、適切な支援を継続します。

自治会連合会女性
部会青少年部会補
助事業

実施
中

十分達成
負担金・補助金等で事
業支援

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

③学習情報提供の充実【社会教
育Ｇ】

生涯学習関連の団体やサークルの紹介、各
種事業や教室・講座やイベントを広報に掲載
し、さらに町ホームページにも公開しています
が、これらをより一層充実させるとともに、ホー
ムページからの申込書等の印刷やメールによ
る申込受付など利便性向上を図ります。

学習情報提供充実
事業

実施
中

ある程度
達成

既存ホームページによ
る情報提供は継続した
が、一層の利便性向
上は必要

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

④学習相談の継続、整備【社会
教育Ｇ】

団体・サークルの結成や、学習施設、講座、
講師、指導者等の学習に関する相談につい
ては、継続して、窓口や電話等による相談を
受け付け、学習相談機能の充実を図ります。

学習相談体制充実
事業

実施
中

かなり達成
問合等、電話・対面相
談等に丁寧に対応し
て活動に支援

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

⑤情報化に対応した学習機会の
充実【社会教育Ｇ】

初心者向けパソコン講座を、引き続き美幌高
等学校の協力を得て、連携して実施するととも
に、毎年開催の可能性について検討するほ
か、講座終了者やパソコン愛好者などを中心
としたサークル設立の働きかけを行います。

情報学習等推進事
業

実施
中

ある程度
達成

高校開放講座は隔年
実施したが、毎年単独
開催は未実施

現状維
持

計画に基づき実施 社会教育G

社会教育関係団体の代表者や学識経験者か
らなる社会教育委員の会議において、情報交
換や意見交換を充実させるとともに、直接的
に事業の企画・運営を行う社会教育活動奨励
員とも連携・協力して、生涯学習活動の充実
を図ります。

5-2 ⑶生涯学習活動の促進
①順調に進んでい
る

①住民参画による生涯学習活動
の充実【社会教育Ｇ】
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前期評価

基本目標５-夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

５－２生涯学習の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

①図書館の増改築の検討【図書
館Ｇ】

現図書館は、築後３６年を経過し、経年劣化
が著しく見られ、また、５万冊の収蔵施設とし
て整備されましたが、現在、１４万冊を超え、
狭隘化が進んでいることから、公共施設等総
合管理計画により、優先順位を勘案し検討を
行います。

図書館増改築検討
事業

実施
中

ある程度
達成

類似施設の調査
現状維
持

継続して実施 図書館G

②図書館における郷土図書資料
の充実【図書館Ｇ】

町広報や図書館だよりにより資料等の提供を
呼びかけ収集し、新たな図書館建設に併せ、
郷土資料室のスペースを確保しながら郷土資
料の充実を図ります。

図書館郷土資料デ
ジタル化事業

完了 十分達成
郷土資料のデジタル
化に伴い一層の利活
用が図られる。

休止・廃
止

事業完了のため 図書館G

③図書館ボランティアの育成及
び活動支援【図書館Ｇ】

保育園や小学校での読み聞かせのほか、町
の行事での読み聞かせの実施などに対する
支援強化を図ります。
図書館ボランティアの活動及び、ボランティア
会員の拡大に向けた支援体制の強化を図りま
す。
図書館体験の日の実施により、小中高生の参
加を呼びかけ、児童生徒が図書館に親しみ､
社会参加する機会づくりを継続します。

図書館活動推進事
業

実施
中

かなり達成

ボランティア団体への
支援と人材育成のた
めの講座や事業など
を開催。

現状維
持

継続して実施 図書館G

④子どもの読書活動の推進、読
書習慣の形成【図書館Ｇ】

平成２８年度から５ヶ年の第３次子どもの読書
活動推進計画を策定し、子ども達があらゆる
機会とあらゆる場所に於いて、自主的に読書
活動を行うことができるよう、学校や関係機関
と連携し、発達段階に応じた読書活動を、家
庭、学校、地域で積極的に推進します。
また、平成１６年度から取り組んでおります、
ブックスタート事業をはじめ、平成２４年度より
実施のブックセカンド事業について、子どもの
成長過程に併せた読書習慣の形成に向け、
引き続き継続します。

読書習慣推進事業
実施
中

十分達成
事業を継続することに
より、子どもの読書習
慣の形成を図る。

現状維
持

継続して実施 図書館G

5-2 ⑷図書館、読書活動の充実
②概ね順調に進ん
でいる
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前期評価

基本目標５-夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

５－２生涯学習の充実

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

①学校教育との連携の充実【博
物館Ｇ】

小中学校の教諭と連携を図り体験授業の充
実を図ります。
教師向けの博物館の授業利用ガイドの充実を
図ります。

博物館活動推進事
業

実施
中

かなり達成
町内小中高校からの
連携授業の要望は、
増加している

現状維
持

博物館資料や情報
を学校授業の場で
活かしてもらう事は
非常に重要である。

博物館G

②職員研修の充実【博物館Ｇ】
学芸員の研修の充実を図ります。
また、プチ工房など、常時館内での工作体験
等に対応できるよう研修等の充実を図ります。

学芸員研修充実事
業

実施
中

ある程度
達成

自然・歴史・民俗・美
術をテーマにした専門
研修会について、年
次順々に交代で継続
していく必要がある。

現状維
持

研修で得たノウハウ
を、活動に活かす事
は非常に重要であ
る。

博物館G

③博物館情報提供の充実【博物
館Ｇ】

町広報紙、博物館情報紙、博物館ホーム
ページにおいて、博物館情報を提供すしま
す。また、一般観光雑誌等への情報提供を積
極的に行っていきます。

博物館維持管理事
業

実施
中

かなり達成

観光雑誌で情報を紹
介できたり、町広報紙
やH.P等で情報提供
が行えている。

現状維
持

情報提供は、多くの
方々に博物館活動
に興味関心を抱い
てもらうためのきっか
けづくりとして重要で
ある。

博物館G

④博物館施設周辺の整備【博物
館Ｇ】

老朽化による施設及び設備等を年次的に改
修・更新し、来館者の利便性を高めます。

博物館改修事業
実施
中

ある程度
達成

多額の経費がかかるこ
ともあり、特に劣化の
激しい屋根修繕が進
んでおらず、修繕箇所
の分割化による年度
経費を抑えた計画に
する等、工夫して進め
ていく必要がある。

現状維
持

来館者の利便性を
高めるためにも、老
朽化が進む施設修
繕は必要不可欠で
ある。

博物館G

5-2 ⑸博物館の充実
②概ね順調に進ん
でいる
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前期評価

基本目標５-夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

５－３青少年の健全育成

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①青少年健全育成団体等との連
携【社会教育Ｇ】

青少年問題協議会をトップとし、青少年育成
センターと青少年育成協議会が連携、協力し
て見守りや巡視活動のほか、啓発活動等を推
進します。
関係部署との情報交換を密にし、青少年の健
全育成に努め、連携を強化します。

青少年対策事業
実施
中

ある程度
達成

育成センター、育成協
議会それぞれが連携
協力し役割を果した

現状維
持

計画的に実施 社会教育G

②子どもを守る安心安全な環境
づくりの推進【社会教育Ｇ】

見守り体制整備のため、子どもみまもり隊登録
者への情報提供や協力依頼を推進するととも
に、普段の生活の中での子どもを見守る目を
増やすため新規登録を継続して呼びかけま
す。
地域安全パトロール隊リトルウイングによる巡
視活動を継続し、各種祭事や登下校時の安
心安全に努めます。

子ども見守り体制
整備事業

実施
中

ある程度
達成

子ども見守り隊の最新
状況を確認し、また声
かけ運動啓発に一斉
活動の取組を開始し
た

現状維
持

計画的に実施 社会教育G

①生きる力を育む体験活動の充
実【社会教育Ｇ】

部局ごとに実施されている青少年対象の体験
事業を、それぞれの目的を尊重しながら連
携、協力に努めるとともに、あらゆる分野の協
力と参画を得て、子どもたちの多様な体験機
会を創出します。

少年教育推進事業
実施
中

ある程度
達成

子どもキッズ共和国、
お仕事探検隊、びほ
ろっ子ワクワク通学合
宿など多くの体験機会
を提供した

現状維
持

計画的に実施 社会教育G

②コミュニティスクールの活動促
進【社会教育Ｇ】

町内３小学校を中心に形成された地域コミュ
ニティにより、自主的に運営されているコミュニ
ティスクール事業を活用し、地域の子どもを地
域で育む取り組み、青少年健全育成の取り組
みを継続するとともに、人材の確保に努めま
す。

少年教育推進事業
実施
中

ある程度
達成

3小学区域のコミュニ
ティ事業を毎年計画の
もとで実施した

現状維
持

計画的に実施 社会教育G

③ライフステージに対応した家庭
教育学級の充実【社会教育Ｇ】

家庭教育力の向上のため、子どもを持つ親の
学習機会を提供し、心身ともに健やかな青少
年の育成を図るための事業を推進し、乳幼児
期からの望ましい生活習慣や家庭での学習
の定着に関する啓蒙啓発を行います。

家庭教育推進事業
実施
中

ある程度
達成

フレッシュママセミ
ナー、幼稚園家庭教
育学級など保護者向
け事業では託児も実
施し参加しやすい環
境を確保

現状維
持

計画的に実施 社会教育G

施策の区分

5-3
⑴青少年の健全育成推進体
制の充実

②概ね順調に進ん
でいる

5-3 ⑵青少年育成活動の充実
②概ね順調に進ん
でいる

現在の進捗状況

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

進捗状況 今後の方向性達成度

64



前期評価

基本目標５-夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

５－４芸術、文化の振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

①芸術や文化活動団体の育成、
援助【社会教育Ｇ】

町民会館の使用料を軽減することや発表会
等での舞台運営等を通して、文化連盟及び
単位団体の活動が充実し、活発化するよう支
援を継続します。
文化連盟との連携を強化し、芸術文化の発信
に努め、単位団体数の拡大や一層の文化振
興を図ります。

芸術文化活動促進
事業

実施
中

ある程度
達成

吹奏楽技術講習会の
開催、音楽コンサート
や芸能公演に補助金
交付して活動支援

現状維
持

進捗の点検を伴い
ながら計画の実施

社会教育G

②サークル・団体の活動成果の
発表と交流促進【社会教育Ｇ】

びほーるの機能を十分に発揮させ、出演者等
の要望に応えられるよう、主催者との連携を深
め舞台運営を行います。
芸術作品を創作する団体の発表機会として
ギャラリー展示を充実させます。
美幌町文化連盟との連携により文化祭を充実
させ、文化団体の交流機会を拡充します。

文化団体・サーク
ル交流促進事業

実施
中

ある程度
達成

「びほーる」ギャラリー
でコンサートやアート
展示を毎年開催。11
月に開催の町民文化
祭は文連と連携し実施

現状維
持

進捗の点検を伴い
ながら計画の実施

社会教育G

③芸術鑑賞事業の内容充実【社
会教育Ｇ】

びほーるの機能を効果的に活用し、芸術文化
鑑賞事業を充実させ、年間安定した回数の一
流の出演者等による鑑賞機会をつくります。
文化連盟主管事業のほか、施設独自の鑑賞
事業の実施を目指し、柔軟な条件づくりを図り
ます。

芸術鑑賞機会充実
整備事業

実施
中

ある程度
達成

一流の演奏家、芸能
等毎年公演ジャンルを
変えて実施。劇団四
季「こころの劇場」は生
徒向けで隔年実施し
た

現状維
持

進捗の点検を伴い
ながら計画の実施

社会教育G

④町民主体による芸術鑑賞事業
の奨励【社会教育Ｇ】

美幌町芸術文化振興事業補助金や町民会館
の使用料を軽減することにより、町民主体の実
行委員会等が実施する鑑賞事業を引き続き
支援します。
町内で活動している若い音楽関係者やアー
ティストが集う機会をつくり、若年層の主体的
活動を支援するとともに、若者による若者向け
の鑑賞事業の実施を促進します。

芸術文化振興事業
実施
中

あまり達成
されていな
い

町民主体の実行委員
会が主体的な活動に
至っていない

改善
進捗の点検を伴い
ながら計画の実施

社会教育G

文化財等収集保全
事業

実施
中

かなり達成
町指定文化財は、良
好な状態で保たれて
いる。

現状維
持

継続して情報収集
に努める。

博物館G

埋蔵文化財発掘調
査事業

実施
中

ある程度
達成

遺物の整理は、継続し
て進んでいる。

現状維
持

継続して情報収集
に努める。

博物館G

②郷土資料の収集【博物館Ｇ】

旧美幌中学校空き教室に移動した資料の整
理保管を図ります。
収蔵資料の保管状況や活用のあり方につい
て検討し、後世に伝える作業を行うとともに、
教育活動の場で有効に利用できるようにしま
す。

博物館展示更新事
業

実施
中

ある程度
達成

資料数が膨大である
が、年次的に進んでい
る。

現状維
持

継続して、収蔵整理
作業等にあたる。

博物館G

③地域文化伝承者の発掘、調査
【博物館Ｇ】

様々な機会をとらえ、地域にいる先輩たちから
地域文化の聞き取りを実施します。

文化伝承者調査推
進事業

実施
中

あまり達成
されていな
い

録音等の作業を進め
る必要があるが、なか
なか進んでいないのが
現状である。

改善

なかなか時間が取
れない面があるが、
進めていく必要があ
る。

博物館G

①文化財の保全保護及び啓蒙
活動【博物館Ｇ】

町指定文化財のパトロールや新たな情報収
集に努めます。また、併せて教育活動などを
通じて啓蒙周知を図ります。

5-4 ⑴芸術文化活動の促進
②概ね順調に進ん
でいる

5-4
⑵文化財や郷土資料等の保
全、継承

②概ね順調に進ん
でいる

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）
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前期評価

基本目標５-夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

５－５スポーツの振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

スポーツ団体育成
助成事業

実施
中

ある程度
達成

ほぼ計画通りに育成
支援できた

現状維
持

計画的に実施 ｽﾎﾟｰﾂ振興G

スポーツ大会開催
事業

実施
中

ある程度
達成

天候により中止もあっ
たがほぼ計画通り実行
できた

現状維
持

計画的に実施 ｽﾎﾟｰﾂ振興G

②スポーツ推進計画の策定【ス
ポ振Ｇ】

本町が目指すべきスポーツ振興の方向性を
明確にすべく、地域住民の参画による計画を
策定します。

スポーツ推進計画
策定事業

未実
施

社会教育中
期計画との
整合性

達成され
ていない

他の計画との整合性
を図り取り進める

現状維
持

今後計画的に実施
検討

ｽﾎﾟｰﾂ振興G

③体力向上の取り組み【スポ振
Ｇ】

町民アンケート調査では運動する町民の割合
は少なく、また、子どもの体力低下も懸念され
ていることから、スポーツ団体等とのネットワー
クを図り、運動の機会及び指導を充実させま
す。

スポーツ団体育成
助成事業

実施
中

ある程度
達成

各種スポーツ教室等
計画・実行できた

現状維
持

計画的に実施 ｽﾎﾟｰﾂ振興G

①既存施設の耐震化【スポ振Ｇ】
耐震化及び老朽化に伴う改修について、公共
施設等総合管理計画により優先順位を勘案し
検討を行います。

スポーツセンター
等改修等整備事業

実施
中

ある程度
達成

スポーツセンターの耐
震化が図られた

拡充
トレセンの耐震化実
施

ｽﾎﾟｰﾂ振興G

②多目的ドームの整備【スポ振
Ｇ】

冬期間でも運動が出来る室内多目的施設の
整備について、複合利用も含め検討します。

屋内多目的運動場
整備事業

実施
中

ある程度
達成

実施設計委託により整
備がすすめられた

拡充 建設着工 ｽﾎﾟｰﾂ振興G

③パークゴルフ場整備の推進【ス
ポ振Ｇ】

健康保持と体力増進を推進し、世代間交流等
レクリエーション的な目的や競技性を満たす
ため、既存の網走川河畔公園パークゴルフ場
を充実整備します。

網走川河畔公園
パークゴルフ場整
備事業

完了 十分達成
整備充実によりコース
環境が整備され利用
促進が図られた。

休止・廃
止

整備完了 ｽﾎﾟｰﾂ振興G

④クロスカントリーコース整備【ス
ポ振Ｇ】

クロスカントリーコース整備のための圧雪車導
入及び夜間照明の拡充を行い、選手の育成
及び町民の健康保持と体力増進を図ります。

クロスカントリー
コース整備事業

実施
中

ある程度
達成

圧雪車及びスノー
モービル導入により
コースの整備充実が
図られた

拡充 コースの整備充実 ｽﾎﾟｰﾂ振興G

屋内体育施設備品
等整備事業

実施
中

ある程度
達成

計画的に整備できた
現状維
持

計画的に実施 ｽﾎﾟｰﾂ振興G

リリー山スキー場改
修等整備事業

実施
中

ある程度
達成

計画的に整備できた
現状維
持

計画的に実施 ｽﾎﾟｰﾂ振興G

屋外体育施設備品
等整備事業

実施
中

ある程度
達成

計画的に整備できた
現状維
持

計画的に実施 ｽﾎﾟｰﾂ振興G

施設の改修等については、要望、陳情等を踏
まえ、施設の充実を図ります。

5-5 ⑵スポーツ施設の整備、活用
②概ね順調に進ん
でいる

⑤既存施設の維持及び更新【ス
ポ振Ｇ】

5-5 ⑴生涯スポーツの振興
②概ね順調に進ん
でいる

①スポーツ振興の充実【スポ振
Ｇ】

町主催の各種教室のほか、体育協会、総合
型地域スポーツクラブによるスポーツ活動や
教室の開催などにより、誰もがスポーツを楽し
める環境を充実させます。

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）
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前期評価

基本目標５-夢を育む体験！あたたかい人をつくるまちづくり

５－５スポーツの振興

区分 未実施理由 区分 事業効果・実績内容 区分 選択理由

進捗状況 今後の方向性達成度

現在の進捗状況 施策の区分

施策 担当G
①～⑤を選択

③～⑤の
理由

前期 前期

施策の内容
施策に対する事務
事業

前期（H２８～３０）

①指導者の確保、育成、研修機
会の充実【スポ振Ｇ】

講習会や研修を通じて指導者間の連携を密
にし、次世代の指導者の育成を図ります。

指導者育成事業
実施
中

ある程度
達成

指導者取得講習の助
成など実施できた

現状維
持

計画的に実施 ｽﾎﾟｰﾂ振興G

②競技スポーツの技術力向上
【スポ振Ｇ】

地元出身者などのアスリートによる指導を通
じ、スポーツに対する意欲を高め、技術力の
向上に繋げます。

指導者育成事業
実施
中

ある程度
達成

地元オリンピック選手
を職員採用した

現状維
持

計画的に実施 ｽﾎﾟｰﾂ振興G

③スポーツ合宿の誘致促進【ス
ポ振Ｇ】

体育関係団体、また、オホーツク管内の市町
村で構成する「オホーツク・スポーツ合宿誘致
に係る地域連絡協議会」との連携により、誘致
活動の促進を図ります。

スポーツ合宿誘致
促進事業

実施
中

ある程度
達成

防衛大学ラグビー部な
ど新たに受け入れた

現状維
持

団体と調整し実施 ｽﾎﾟｰﾂ振興G

5-5 ⑶スポーツ活動の促進
②概ね順調に進ん
でいる
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